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　（2019/05/09）

　そのドアには、油性マジックで「第二科学部」とひどくくせの強い字で書かれたプラスティックのプレートが掲かかげられている。初めてこの部室を訪れた者を「なんだ、案外普通ではないか」と油断させるためのトラップである。これにまんまと引っかかり、立て付けの悪いドアをがたがたと開けると、そこに広がる混こん沌とんたる有様に圧倒されることになる。

「第二科学部へようこそっ！」

　高たか行ゆきは自分で自分を歓迎してみたが、むなしさが募るばかりであった。

　ゴールデンウィークで緩ゆるんだ脳細胞に、一限から五限までみっちり詰まった授業はなかなかにヘビーであり、まっすぐ帰ってしまいたいという欲求は決して小さくないが、そうすると後で何を言われるか分かったものではないので、こうして部室まで重い足を引きずってきた。

　だというのに、部長様の姿は見当たらない。荷物もないから、ちょっと留守にしているというわけでもないようだ。高行は部屋の隅すみにカバンを放り出して、スツールに腰を下ろした。部室にはスツールの他に、おんぼろのデスクひとつがあって、山と積まれた古本に埋もれている。左右の壁は棚たなになっていて、本とガラクタでパズルのように埋め尽くされている。大きく息を吸うと、少し埃ほこりっぽいような、それでいて懐かしいような匂においがする。

「……ねむ」

　高たか行ゆきは大きくあくびをして、目め尻じりに浮いた涙を拭ふく。

　瑞みず穂ほ荘そうの自分の部屋以外で、こんなふうに気が緩ゆるむのは滅めつ多たにないことだ。一年間通い続けた陸上部の部室は、単なる荷物置場でしかなく、結局最後まで心休まるような場所ではなかった。対して、第二科学部の部室は、まだ入部から一ヶ月ばかりだというのに、すっかり馴な染じんでしまっている。この差はどこからくるのだろう。

　とろとろしかけた頭を振って、なんとなしにデスクに積み上げられた古本を物色した。

　すると『ラヴクラフト全集』と『岬みさきにての物語』の隙すき間まから、一冊のキャンパスノートが出てきた。多少日に焼けているが、未使用のようである。丁度良くちびた鉛筆が転がっている。

　トイレですら紙を使わない学園都市において、紙のノートと鉛筆をセットで目にすることなど滅多にない。高行はノートを開いて、なんとなく自分の名前を書いてみた。白い紙の上を鉛筆がつるつる滑すべる感触が新鮮である。学園に来る以前はこれが当たり前だったのに、慣れというのは恐ろしいものだ。

　右手の棚に押し込められたシーラカンスの模型が目に留まったので、その姿を落書きしてみる。高行が一切の絵心を母の胎たい内ないに置き忘れてきたことが判明したのは、わずか三歳の時分であるが、描くこと自体は嫌いではなかった。

　無心に鉛筆を走らせること数分、試し行こう錯さく誤ごを繰り返した落書きたちがノートの半分ほどを占領していた。中でも自信作のシーラカンスにちょこっと背景を描き加え、高行は大変満足して何度も頷うなずいた。先月の終わり、夕焼けの空に消えた『フラジイル一号』を彷ほう彿ふつとさせる。

「それ、カエル？　カメ？」

　いつの間にか、後ろに有あり屋やが立って、高行の肩越しにノートを覗のぞき込んでいた。普通にドアを開けて入ってきたようだが、それに気付かないほど落書きに熱中していたらしい。

　高行は、有屋の顔と、落書きと、棚のシーラカンスを見比べて「……カエル、かな」と悲しく呟つぶやいた。今日の有屋は、右と左で袖そでの長さが違う、オシャレなのかアートなのかよく分からない服を着ていた。似合っているので良いけれど。

「海かい竜りゆう王おう寺じさんは？」

「今日はまだ見てないな」

「そっか」

　有屋は狭い部室を横切って、窓を開け放った。

　緩く吹き込んできた風が有屋の短い髪を揺ゆらした。

「そういえば。たっきー、携けい帯たいの電源切ってる？　電話したんだよ」

「いや、なくした。というか、消えた」

　あまり詳くわしくは語りたくないのだが、ゴールデンウィークに起きた事件とも呼べないような騒動の最中、高たか行ゆきの携けい帯たいはこの地球上から跡形もなく消し飛んでしまった。二度と返ってくることはない。有あり屋やは大おお袈げ裟さに驚いて、

「それっていつの話？　携帯なかったら、学食も使えないよっ！　飢うえ死にしちゃう」

　有屋の驚きも無理はない。学園都市における携帯は、通信機器としてのみならず、財布、学生証、ロッカーの鍵かぎ、筆記用具、交通パスといった複数の機能を兼ね備えている。生活必需品と言っても過言ではない。

「ところがどっこい生きている。無いなら無いで、どうにかなるものだ」

「はあ……わたしみたいな、現代っ子には到底無理ですワ」

　有屋は中等部から学園都市で暮らしている。高行よりも一層、ここでの「当たり前」が染み付いてしまっているのだろう。彼女は適当な段ボールに腰を下ろして言った。

「ゴールデンウィークに何があったの？」

「色々あったんだよ。本当に」

　ふうん、と有屋は少し不満げに唇を尖とがらせる。有屋はころころと表情を変える。

「楽しかった？」

「楽しいというか大変だった。有屋は帰省してたんだよな？」

「うん、水泳部の合宿があったから、最初は帰省しないつもりだったんだけどねっ。お父さんが、『帰ってこないなら俺が学園に行く！』ってうるさくって。もう、やんなっちゃうよ」

「気にしてくれるのはいいことじゃないか。うちなんて夫婦で旅行に行くから帰ってくるなと言われたぞ」

「夫婦で旅行かあ。ラブラブだねえ！」

「いい年こいて恥はずかしいだけだ。あんなの」

「そうかなあ、わたしは羨うらやましいと思うけど」

　高行は、いまだに下の名前にさん付けで呼び合う両親を思い出して、げんなりした。そしてまたぼんやりとした。有屋はそんな高行を見て小首を傾かしげる。

「なんか元気なさげ？　元気がないと言うより覇は気きがないなっ。悩み事でもあるのかね？」

　有屋は誰かさんの口調を真ま似ねてそう言った。有屋の言う通り、ここ数日、高行はぼんやりと悩んでいるのだった。それは、口にするのも恥ずかしい種類の、高校二年生には痛々しいくらいステロタイプな悩みだった。

「いかに生きるべきか、ということかな」

　口に出してみると、やっぱり恥ずかしいではないか。陸上と訣けつ別べつして、正式に第二科学部に入部して、ゴールデンウィークは嵐のように過ぎ去った。いくら恥ずかしくったって、そろそろ向き合わなければならない頃合いだろう。宿題をギリギリまでやらないでおくのは子供のすることだ。有あり屋やは天井を見上げて首を傾かしげる。

「たっきーのやりたいことをやればいいんじゃないかしら」

　それは分かっている。それが何なのか分からないから悩んでいる。自分がこれからどうなっていくのか、十年後どころか一年後でさえビジョンがない。

「焦あせらなくてもいいんじゃないかな？　青春するのが、わたしたちの仕事なわけですし」

　学園都市には校貨という独自の通貨が流通している。授業に出る、テストを受ける、レポートを提出する、部活に打ち込む、文化活動に参加する──ありとあらゆる学生生活が評価され、生活していくために必要なお金に換算される。そういう意味では、確かに青春するのが自分たちの仕事だと言えるかもしれない。

　また考え込み始めた高たか行ゆきを見て、有屋はちょっと慌あわてたように言った。

「そ、そんなにムツカシク考えなくていいんじゃないかなっ？　わたしと青春しようゼ！」

　そのちょっと慌てた感じが、おかしくて、高行は噴き出してしまった。

「な、なんで笑うかなあ！　面おも白しろいこと言ってませんけどっ？」ぶう、とむくれた有屋は、携けい帯たいを取り出して、「せっかくコレ、ゲットしてきたのになあ。どーしよっかなあ」

　表示された画面には、赤地に金色でこう書いてあった。『焼肉食べ放題　お一人様１０００円　人数無制限』──なるほど、奇き跡せきとはこういうことを言うのだと思った。

「有屋さん、それは、一体、どういうことですか」高行は打ち震えた。

「中なか河が原わら通りの『みさか』って焼肉屋さん、知ってるでしょ？　あそこ、今月で創業十周年なんだって。このクーポン、手に入れるの苦労したんだから」

「連れてってください」

　高行は三つ指をついて土下座した。プライドもへったくれもないその姿に、有屋はふふんと得意げである。ついと人差し指を立てる。

「じゃあ、海かい竜りゆう王おう寺じさんを連れてくること」

「八やつ葉はを……？」

　食べ放題、しかも焼肉ともなれば、体育会系の人間に絶大な効果を発はつ揮きすることは周知の通りである。しかし、八葉は放っておくとデリバリーとファストフードだけで生きているようなやつなので、同様の効き目があるとは思えない。それよりなにより、傍ぼう若じやく無ぶ人じんで他人の都合など考えもしないくせ、変に臆おく病びようで人見知りをするところが、八葉にはある。彼女が有屋と顔を合わせて、まともに会話をしている場面など数えるほどしかない。

「だからこそっ！」有屋は力強く言った。「第二科学部に入ったのに、いつまでもこのままじゃ嫌いやだし、そんなのつまらないし。わたしだって、海竜王寺さんと仲良くなりたいもの。まだ、アドレスだって交換してないんだよ？」

「ふむ……」

「きっと大丈夫！　だって肉だよ？　食べ放題だよっ？」

「それは確かに魅力的だが」

「十七時。正門集合ね」と有あり屋やは一方的に言った。「んだば、わたしはもうひと頑がん張ばりしてきますかねー。っていうか六限が数学って拷ごう問もんじゃない？　誰か代わりに出てくれないかなあ」

「他人がいくら勉強しても、有屋の頭は良くならないぜ？」

「ということは、自分がもうひとりいればすべて解決じゃないかしら」

「もうひとりの有屋も、もうひとり自分がいればと思う。そのもうひとりも、またもうひとり自分がと思う。そうやって有屋が無限に増えていくことになる」

「それは恐ろしいよ……そうか。わたしが二人いても、たっきーはひとりだよね」

「うん？　それは、そうだな？」質問の意図がよく分からない。

「じゃあ、やっぱりダメ。わたしはわたしだけでいいです。では、そういうことでっ！」

　びしっと変なポーズを決めて、有屋はばたばたと慌あわただしく部室を出ていった。

　高たか行ゆきはふむ、と唸うなった。

　有屋は八やつ葉はと仲良くなりたいという。八葉が有屋のことをどう思っているかは分からない。しかし八葉は友達がいない。高行も友達が多い方ではない。有屋はたいへん友達が多そうである。八葉と有屋が仲良くなれば、必然的に八葉の友達も増える。それは良いことだと思う。

　高行も体育会の人間なので、焼肉の魔力にあらがうことはできない。八葉と行き違いになったことを考えノートを一ページ破って書き置きを残し、カバンを持ってそそくさと部室を後にした。携帯がないので、自分の目と足で八葉を探さなければならない。待ち合わせまであと三時間。高等部の無駄な広さを考慮すると、闇やみ雲くもに探して見つかるものではない。高行は歩きながら、頭を働かせた。

　さて、我らが部長はどこにいるのだろう。




　　　　　　　　　　▼




　海かい竜りゆう王おう寺じ八葉、という厳しいのか可愛かわいらしいのか、よく分からない名前の女がいる。

　第三学園都市の高等部二年生である。基本的にずぼらな性格で細かいことを気にせず、また身の回りを整せい頓とんするということを滅多にしない。そのくせ所有欲が旺おう盛せいであり、この街では滅多に見かけない紙かみ書しよ籍せきや、海洋生物の標本、何に使うかも分からないガラクタなど懐かい古こ趣味的な品々を買い集める。背は低く胸が大きい、トランジスタグラマーな体型であるが、学園指定の制服や汚れた白衣などを好んで着るので、そのワガママボディが衆目に触れる機会は稀まれである。年頃の女の子が何よりも優先するような事柄──たとえばファッション、髪型、化粧などにはほとんど興味を持たない。薄汚れた白衣をやめて、寝ね癖ぐせを直せば、かなりイイ線行くのではないかと思うが、本人にそのつもりがないのでは如何いかんともし難がたい。その代わりというように、様々な研究を同時並行で手がけている。興が乗ってくると寝食を忘れて没ぼつ頭とうするので、たまに風呂に叩たたき込んで、ピザを食べさせないといけない。そうして個人的研究にのみ時間を費やし、学校の授業に出ることはほとんどないが、それを咎とがめられることもまたない。なぜなら、彼女の前で教きよう鞭べんを執とれる教師などいないからである。自己の欲求に素直であり、ルールや学則を蔑ないがしろにする傾向があるものの、まずペナルティを受けることはない。なぜなら、彼女には外交官並みの特権が保障されているからである。彼女が部長を務める「第二科学部」は、彼女を含めて部員がたったの三人しかいないにもかかわらず、学園から正式に部として認められている。

　なぜなら、彼女が〝ジーニアス〟と呼ばれる存在だからである。

　すべてはその一言に尽きる。




　　　　　　　　　　▼




　携けい帯たいがまだ一般的に普及していなかった頃は、どうやって待ち合わせをしていたのか。調べてみればちょっとしたレポートになる気がする。気がするだけで実際に調べてみたりはしない。

　最初に分室へ行ってみたが、八やつ葉ははいなかった。先月までは、使われていない教室棟の屋上を不当占せん拠きよしたこの場所で、八葉は昼も夜もなく『フラジイル一号』の製作に取り組んでいた。それらの名残であるガラクタや工具類はそのまま放置されているが、『フラジイル一号』の起動実験以降、八葉は一度も分室に来ていないようだった。

　高たか行ゆきにしてみれば色々と思い入れのある場所なのだが、八葉にとっては、すでに用済みの、通過点に過ぎないのかもしれなかった。またぼんやりと考え込んでしまいそうになり、高行は頭を振った。今は焼肉に──八葉の捜そう索さくに注力する。

　部室にも分室にもいない。しかし、八葉が授業に出ているとは思えない。気の置けない友達とお喋しやべりを楽しんでいる可能性は皆無に等しい。だが、必ず登校しているはずである。それが海かい竜りゆう王おう寺じ八葉のポリシーだからだ。

「となると……」

　心当たりの場所へ移動を再開する。高等部にはいくつも学食があり、それぞれメニューや内装に個性がある。最初のうちは珍めずらしがって学食巡りをしたりするが、高等部での生活に慣れるにつれ、日常的に利用する学食は自然と絞られてくる。

　第二科学部が、というより八葉が日常的に利用している第三学食は、全面ガラス張りで晴れの日は光に溢あふれ、雨の日は水の底にいるような、未来然とした建物である。オープンテラスの向こう側には、よく手入れの行き届いた芝しば生ふの広場がある。

　その広場の片隅。すっかり花を散らして、青々とした若葉を茂しげらせた桜の木の下に、八葉を見つけた。台風の直撃を受けたようなダイナミックな寝ね癖ぐせはいつも通り。これもいつも通りのブレザータイプの制服の上に、薄汚れた白衣を重ねていた。

　八葉の隣には、初等部らしい男の子がいて、向き合って芝生に座り、なにやら話し込んでいる風だった。半ズボンの少年は、何やら身振り手振りを交えて熱弁を振るっている。八やつ葉はは大おお袈げ裟さに頷うなずいたり、首を傾かしげたり、小さく笑ったりする。その様子は、まるで年の離れた兄弟のようにも見えて微ほほ笑えましい。

　高たか行ゆきはやや距離を残したところで足を止め、しばらく二人を眺めた。桜の木の木こ漏もれ日が、八葉の長い髪にまだらの模様を描いていて、風が吹くたびに揺ゆれるのを、動画に撮って残しておきたいと思った。携帯の非携帯を不便と感じたのは、これが始めてのことであった。

　そろそろ声をかけようかと思った、そのときである。

　高行は我が目を疑った。少年が両手を伸ばしたかと思うと、八葉の胸を鷲わし摑づかみにしたのだ。そればかりか、鼻が触れそうなぐらい顔を近づけ、入念にその感触を確かめているように見える。八葉は、されるがままになっていた。

　一分近くそうしていただろうか。少年はたいへん満足したように頷いて、八葉の乳から手を離す。ぴょんと飛び跳ねるようにして立ち上がり、礼儀正しく頭を下げ、そうして背筋を伸ばして歩み去っていった。高行は天を仰いで、目撃した光景に合理的な解釈を与えようと試みたが無理だった。なぜか少しだけ腹立たしいような気もした。

　そうしているうちに、八葉がこちらに気付いた。

「おうい。どうしてそんなところに突っ立っているの？」

　高行は八葉に歩み寄り、乳ちち揉もみ少年が去っていった方向を見やって、

「さっきの小僧は？」

「彼はカトリくんだね」

「そのカトリ少年は、おまえの乳を揉んで良い券でも持っているのか？」

「なんだ、見てたのか」と八葉は言った。「そういう券を発行したことはないし、する予定もないよ。彼はいま、女性の胸について研究しているそうでね。クラスの女子に頼んだら泣かれて、先生に頼んだら説教されたそうだ。それに、先生にも僕ほどのサイズはいないというので、ひと胸揉ませてあげたというわけさ」

「ふた胸だろう」と高行は訂正した。「ああいった行為は、青少年の教育上あまりよろしくないのではないかと、俺は思う」

「それは考えすぎというものだよ。カトリくんは小学四年生だよ？　ついこの間まで、御母堂の乳を吸っていた年頃ではないか」

　小学四年生であるということが、一体何を保証するというのであろう。あの頃の自分は、女の子の尻しりばかり観察していたものだが。

「彼とは工学系のコミュニティで偶然知り合ってね。色々相談に乗ってあげていたのさ。彼はなかなか見所がある。ジーニアスではないけれど、間違いなく天才だ。それも百年に一度クラスの。彼ならば、もしかすると世界の答えにだってたどり着けるかもしれない」

「乳の研究が、そんなに大層なものか」

「すべての謎なぞは世界の答えにつながっているよ。猫の肉球からでも、美お味いしいコーヒーの淹いれ方からでも、そこにたどり着くことはできるはずなのだ」

　八やつ葉はは嫌らしく笑う。「それとも、アレかな。焼やき餅もちというやつ？　キミが泣いて懇こん願がんするなら、券の発行を考えてあげないこともないのだよ？」

　高たか行ゆきは八葉の誘惑を「阿あ呆ほうらしい」と雄々しく拒否した。「そこらの男共と一緒にするな。この俺が、そんな柔らかいだけの脂し肪ぼうの塊かたまりに、そそのかされると思うなよ」

　さらにここで、乳と尻しりどちらが優れているか仔し細さいに語っても良かったが、そういうのは鹿か児ご島しまと語らった方が面おも白しろかろうと思い自じ粛しゆくした。我ながら賢明な判断であると言わざるを得ない。

「そうかい？　残念だよ。気が変わって発券して欲しくなったら、いつでも言ってくれたまえ」

　八葉は冗談なのか本気なのか、判断に困る調子で言った。「僕もそろそろ新しい研究に取り組まなくてはいけないな。『フラジイル』はかなり良いところまで行ったからね。次こそは必ず」

「何かテーマくらいは考えているのか？」

「今日明日にどうこう、という段階ではないけれどね、色々と種たね蒔まきはしているよ。引き続き『悪魔の眼』も捜そう索さくしないといけないな。ガラクタ市ではあと一歩のところだったのだが」

　それも今すぐというわけではあるまい。高行は本題に入った。

「これから焼肉食べに行かないか？」

「ヤキニク？」

　有あり屋やの発案で、その意図が「親しん睦ぼく会かい」であることを説明する。

「おまえ、有屋とアドレスも交換してないらしいじゃないか」

　八葉は悪戯いたずらを叱しかられた子供のような顔をする。

「だって、何を話せばいいのか分からないんだもの。有屋くんとは、同じ研究に取り組んでいるわけではないし、彼女が大昔の小説や深海生物に興味があるとも思えない。僕とはぜんぜん違う。共通の話題なんて探す方が難しいのではないかな」

　案の定、八葉は焼肉にそれほど魅力を感じていないようだ。これは旗はた色いろが悪そうだ、と思う。

「知っていると思うが、僕はこれまで、あまり積極的に他人と関わろうとはしてこなかった。親しくなった人たちとも、プライベートまでは踏み込まないよう心がけてきた。でもね、それはひとりが好きだからというわけでも、人嫌いだからというわけでもない。僕だって、友達と食事をしたり、買い物に行ったりしてみたいさ」

「じゃあ、なぜ？」

「怖いから」八葉は自分の言葉に頷うなずくようにして言った。

「親しい人が傷つくのは、とても辛つらいことだ。それが自分のせいだとしたらなおさらね」

　八葉が有屋を嫌っているわけでも、興味がないわけでもないことには安心した。同時に、八葉の抱えている問題はとても自分の手には負えないもののように思えた。自分はまだ、八葉のことを何も知らないのかもしれない。黙り込んだ高たか行ゆきに、八やつ葉ははにやにやと笑って言う。

「そんな顔をしないでくれ。心配しなくても、キミにはたっぷりと迷惑をかけるつもりだから。約束したじゃないか」

「そんな約束した覚えはない」

「僕が間違えるはずがないから、キミが忘れているだけだね」

　八葉は立ち上がって、ばふばふと白衣を払う。

「キミも行くんだろう？」

「え？」

「だから、焼肉」

　それはもちろんだ。この奇き跡せきを逃す手はない。

「じゃあ、僕も行くよ」八葉は緊張した面おももちで頷うなずく。

「僕は決心した。キミと一緒なら地獄の一丁目も恐るるに足らない」

「……なんじゃそりゃ」

　ただの焼肉に、どうしてそこまで巨大な決心が必要なのか。

「本来ならすれ違うことさえなかった僕と有あり屋やくんを、キミがつないでくれた。その縁えんを大切にしたいと僕は思うのだよ」

　八葉はそう言って、普通の女の子のように笑った。
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　広大な高等部の敷地には学生の登下校を管理するゲートがいくつも存在している。大だい正せい門もんはその名前の通りやたらに巨大で、環状線の駅に直結していることから、利用する学生が最も多い。十七時まで、まだ少し時間があった。神殿の柱のような白はく亜あのゲートに寄りかかって有屋を待つ。高行と八葉の横を、まばらに人が流れてゆく。運動部らしいジャージの一団があり、楽器を背負った五人組があり、手をつないで歩く男女がある。みんな駅に向かって流れていく。まっすぐ寮に帰る者は少数派で、大部分は街へと繰り出していく。

「口、開いてる」と、八葉に言われて我に返る。またぼんやりしていたらしい。

「ずいぶん呆ほうけた顔をしていたね。らしくもない。何か悩み事でもあるのかい？」

　つい数時間前にも、同じことを言われたような気がする。自分はそんなに頭の中が顔に出やすいのだろうかと不安になりつつ、有屋に漏もらしたのと同じ悩みを口にする。

　すなわち、いかに生きるべきかという問題だ。

　八葉は「なんだそんなことか」と息を吐はいた。「キミは第二科学部にいるだけでいい。僕を見ていてくれればいい。その約束も忘れてしまったの？」

　そういうわけではないけれど、果たしてそれだけでいいのだろうか。

「やりたいことがないのなら、とりあえずは、やるべきことを、やるべきようにやりたまえよ。僕にも、キミにも、どんな人にも、それはあるのだから」

　八やつ葉はの答えは、有あり屋やとは対照的だった。

「運命ってことか？」

「そんなロマン溢あふれるものではないよ」と八葉は笑った。「もっとシステマティックに──役割とでもいうべきかな。やるやらないは個人の自由だ。自分がやらなければ、他の誰かがいつかそれをやる。ただそれだけの話さ。役者が変わっても脚本の結末は変わらないようにね」

　たとえば、時間を遡さかのぼってアインシュタインを抹まつ殺さつしても、他の誰かが相対性理論を組み立てたに違いない。役割だけを考えるなら、代わりのいない人間などいないのかもしれない。

　でも、それは、なんだか寂しいことのようにも思える。自分が八葉と出で逢あっていなかったとしたら、他の誰かが第二科学部の一員になっていたのだろうか。だとすれば、高たか行ゆきが高行であることに意味はないのだろうか。

　──そういう色々を高行はうまく言葉にできず、八葉から目をそらした。

　そらした視線の先に、正門から出てくる一組の男女がいた。灰はい塚づかと伊い佐さであった。黒に赤のラインが入った下したっ端ぱ戦せん闘とう員いんのような陸上部のジャージを着ている。高行は八葉の背後に隠かくれてやり過ごそうとした。しかし灰塚はまるで匂においでも嗅かぎつけたように高行を見つけ、嬉うれしそうな顔で駆け寄ってきた。伊佐は眉み間けんに皺しわを寄せ、歩調を変えずに近づいてくる。灰塚はきびきびとした動作で「よっす！」と八葉に挨あい拶さつした。

「うん。こんにちは」

　八葉はにっこりと微ほほ笑えむ。うぶな中学生ならそれだけで恋に落ちてしまいそうな笑みだった。高行の前で見せるワガママでイタズラっぽい表情とはまるで違う。

「先日は世話になったね」

「あれぐらい、なんでもないよ」

　灰塚はぽんと手を打って、

「俺たち、いま部活が終わったところなんだ。せっかくだから一緒に飯でも行かないか？」

　普段であれば「なにがせっかくだ、あっちいけ」くらいのあしらい方をするのだが、伊佐が怖い顔でこっちを見ているので、高行は正直に言った。

「これから焼肉に行くんだよ。食べ放題」

　灰塚はほとんど条件反射のように「俺も行きたい！」と吠ほえて、伊佐を振り返る。

　伊佐は溜ため息いきをついて、

「ダメよ。邪じや魔ましちゃ悪いでしょ……そりゃ、焼肉は魅力的だけど」

　伊佐と灰塚が、行く行かないの押し問答を続けていると、「たっきー」と声がした。そんなふうに高行を呼ぶのはひとりしかいない。有屋はぱたぱたと駆けてくる。

「今日はお誘いありがとう」と八葉は言った。

「どういたしまして」と有あり屋やは笑う。それから、灰はい塚づかの腕を引っ張っている伊い佐さに気付いて、「ゆりっぺ？　なぜゆえここに？」

「美み月つき。その呼び方はやめて」

　どうやら、有屋と伊佐は顔見知りらしく、親しげに言葉を交わす。

　有屋の性格からして、当然次のような流れになった。

「ゆりっぺも一緒に焼肉する？　千円で食べ放題だよっ」

　その破格の料金に、さしもの伊佐はぐらりと揺ゆれた。焼肉の魔力は驚異的である。

「……でも、いいのかしら？」

　伊佐は窺うかがうような視線を八葉に向ける。有屋と灰塚も、不安と期待に満ちた目を向ける。

　急に注目を集めることになり、八葉はまごまごした。

　高たか行ゆきは有屋たちからは見えない角度で、八葉の背中を叩たたいてやった。

「もちろん構わないとも。何をするにも人数は多い方が楽しい。僕は基本的に食事はひとりで摂とるけれども、別段こだわりがあるというわけじゃないからね。むしろ焼肉のようなひとりでは入り難にくい飲食店は、機会さえあれば積極的に体験してみたいと常々思っていたところだ」

　八葉はスイッチが入ったみたいな饒じよう舌ぜつぶりを発揮し、有屋と灰塚は大おお袈げ裟さなくらいに喜ぶ。伊佐が、私はどうなっても知らないからね、という目でこちらを睨にらんでいる。

　俺だって知るもんか、と高行は思う。
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　高等部大だい正せい門もんからバスに揺られること十分。中なか河が原わら通りは高等部から最も近い繁はん華か街がいで、飲食店の数も多い。どの店も、食欲旺おう盛せいな学生たちの気を引くべく、大盛り、増量、食べ放題を謳うたっている。有屋が食べ放題クーポンを手に入れてきた焼肉「みさか」は創業十周年。歴史の浅い学園都市では老舗しにせの部類に入る。タンパク質から合成され、電気刺激で筋トレさせられた肉っぽい何かではなく、本物の自然肉を提供しており、価格設定も平均よりやや高いため、主に運動部の祝勝会や追い出しコンパなどに利用されることが多い。少なくとも学校帰りに気軽に立ち寄る店ではない。その「みさか」で食べ放題がたったの千円。奇跡と言う他ない。

　入店から数分後。高行たちが陣取った卓上では、文字通り骨肉の争いが繰り広げられていた。

　金かな網あみの上にはみっちりと肉が敷き詰められ、野菜が入る隙すき間まなどありはしない。熱い油が弾はじけるのも、まだ赤いところがあるのも構わず、四方から突き出される箸はしが、次々に肉をさらっていく。確保した肉を嚙かみちぎり、口の周りをタレでベタベタにして、生肉を金網の上に投入する間も、両目は間断なく次の獲物を狙う。餓が鬼き道どうもかくや、という凄すさまじい光景であった。有屋や灰塚はもちろん、すでに運動部ではない高行も、クールフェイスの伊佐も例外ではない。

　食べ放題なのだからゆっくり食べればいいのに、と言っても彼らには通じない。食べ放題にはすべからく時間制限がある。「みさか」のそれは六十分である。

「自分の食べる分は自分で確保する。それが食べ放題の掟おきてだ」と高たか行ゆきは言った。

「なんと厳しい世界だろう。これが生存競争というものか」

　みんなの剣幕に気け圧おされてぷるぷる震えていた八やつ葉はは、むんと気合いを入れ直し、いい具合に焼けた肉に箸はしを伸ばした。だが、有あり屋やに横取りされてしまい、有屋が得意げな顔で口に放り込もうとした肉へ、灰はい塚づかが肉食魚のように食らいつき、伊い佐さが「行儀が悪い！」と怒っている隙すきに、高行は伊佐がキープしていた肉を掠かすめ取り、それを真ま似ねしようとした八葉は運悪く伊佐に見つかってしまう。

　報復が報復を呼ぶ。悲しみの場外乱らん闘とうが始まる。

　若さに裏打ちされた食欲をこれでもかとぶつけあった挙句、そこに生まれたのが熱い友情であったのか、あるいは深い溝であったのかは判断に悩むところである。

　何はともあれ、怒ど濤とうの如ごとき六十分を戦い抜いたフードファイターたちは、有屋が「みさか」の店長と顔見知りであるのを良いことに、河かわ岸ぎしを変えずに二次会に突入する。高行たちは動物性タンパク質を大量に摂取したことで上機嫌になり、これもまた体育会系の悪しき慣習である余興を始めた。すなわち一発芸大会である。新入部員は歓迎会の席において、かならず一発芸を要求される。運動部の二年生ともなれば、鉄板ネタの一つや二つは持っているものだ。

　割り箸のくじ引きで順番を決める。
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　一番を引き当てた有あり屋やは、本ほん邦ぽう初公開だというカメレオンのモノマネを披ひ露ろうした。左右の目を別々の方向にギョロつかせ、きれいなピンク色の舌を出したり引っ込めたりする。恐るべき完成度だったが、百年の恋も冷めるほど不気味であった。満場一致で、このモノマネは封印すべきとの判断が下された。

　八やつ葉はは二番のくじを引いていたが「まだ考え中」と言って、順番を最後にして欲しいと言った。高たか行ゆきたちは快かい諾だくした。出番が後になればなるほどハードルがあがっていくことを嫌と言うほど知っていたからだ。

　そういうわけで、三番の灰はい塚づかが繰り上がり、箸はしを使ってお得意の手品を披露した。灰塚の指先で箸がまるで軟なん体たい動物のように踊おどる。手首を返して箸を消失させ、八葉の制服のポケットから出現させる。丸飲みにした箸を二本に増やして両耳から引っ張り出す、などなど。高行の経験則であるが、芸をやるならマジックが一番お手軽で一番モテる。

「清きよ彦ひこ。あんた男なんだから、ちょっとは身体張りなさいよ」

　そう言って自分でハードルをあげた伊い佐さは、卓上の七味と豆トウ板バン醬ジヤンを手に取ると、フタを外して、半分くらい残っていたウーロン茶の中に全部入れてしまった。箸でぐるぐるとかき混ぜ、そうして出来上がったゾッとするような赤黒い液体を、一気に飲み干してみせる。その場の全員が明日の肛こう門もんを襲うであろう悲劇を想像して、声にならない悲鳴をあげた。

「辛からくないの？」八葉がおそるおそる訊たずねる。

「死ぬほど辛つらいに決まってるでしょ」

　けろりとした顔で答える伊佐は、首から下が真っ赤になっていた。

　身体を張った伊佐の芸で、さらにハードルはあがった。しかし高行は余裕を見せた。陸上部の会合にはあまり積極的に参加してこなかった高行だが、同じ瑞みず穂ほ荘そうの住人である香か澄すみさんが開催する酒しゆ宴えんに巻き込まれては、思い出したくもない地獄を味わった。そこで身につけた十七の芸は、もはや超高校生級と言って良い。

　高行はおもむろに枝豆を注文すると、小皿の上に、莢さやから押し出した豆を三粒ほど並べた。そして、大きく息を吸って、皿の上の前に顔を近づけた。

　十七芸の三番目「どんぐり」である。

　次の瞬間、店内を爆笑の渦うずが包み込んだ。笑いすぎた店員が、皿を取り落として割ってしまうほどであった。

「ず、ずるいっ。それはずるいっ！」と有屋。

「くそう……負けた。完全にオレの負けだッ」と灰塚。

「少し見直したわ。そして、見下げ果てたわ」と伊佐。

　そして、八葉だけが難しい顔で俯うつむいている。

　無理もない。もはやハードルは途方もなく高い位置にある。誰が何をやっても、ひどい目に遭あうのは分かりきっている。それで構わないのだ。これは一種のイニシエーションであって、ウケるかどうかは二の次。度胸一発、何かやってみせることが重要なのである。

　みんなそんなことは承知した上で、何も言わずに八やつ葉はを見つめた。

　八葉はしばらく考え込んだ末、重々しく口を開く。

「僕は、絶対に人前でやらないと決めている行為が三つある。しかし、こうなっては仕方はない。その禁のひとつを、今ここに解放しよう」

　おもむろに立ち上がり、空になったグラスを手に取る。その表情は硬くこわばっており、唐とう突とつに持ち上がったただならぬ気配に、店内が息を飲んだ。衆しゆう人じん環かん視しを受けながら、八葉は携けい帯たいをテーブルの上に置いて、ぽちぽちと操作する。アバターのサメが姿を現して、彼女の周囲をぐるぐると回遊した。一拍遅れて、携帯が物悲しいギターの旋せん律りつを奏でる。

　空グラスをマイクのように捧げ持ち、たっぷりと情感を込めて言った。

「聞いてください。イーグルスで、『ホテル・カリフォルニア』」

　八葉が人前でやらないと決めている三つの行為。そのひとつとは、「歌うこと」だった。

　その秘められし歌唱力については、なんというか、うん。

　永えい劫ごう秘めたままにしておけばよかったのに、という感じであった。
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　焼肉「みさか」から出てきたところで、「銭湯に行こう」と提案したのは八葉であった。自分からそんな提案をするとは驚きだが、思う存分歌って（一曲で終わらず、七十年代ロックメドレーに突入した）、気が大きくなったのかもしれぬ。

「この近くに僕がよく通っている風呂屋があるんだよ」

　有あり屋やは首を傾かしげる。「風呂屋って、銭湯？」

「湯船がとても広いし、いろんな風呂がある」

「銭湯なんて近くにあるの？」

「ここから歩いて十分くらいかな」

「私、銭湯初めてかも」伊い佐さが呟つぶやいた。

「誰にも何事にも初めてはあるものさ」

　これでもかと肉を喰くらい、全身が油臭くさくなっていたので、あえて銭湯行きに反対する者はいなかった。肉争奪線を繰り広げたことで、八葉の緊張も少しはほぐれたらしい。普段の調子が戻りつつあるようだった。

「では案内しよう。ついてきたまえ」

　八葉は猫のような足取りでスイスイ歩いて行く。有屋はしきりに八葉と手をつなごうとする。伊佐は「前見て歩きなさい」と小言を言いながらそれを追いかける。高たか行ゆきと灰はい塚づかは膨ふくれた腹をさすりながら、のんびり歩いた。

　八やつ葉はが引きずられるようにして案内したのは、旧きゆう稲いな媛ひめ市街にすこし足を踏み入れた場所にある、古式ゆかしき風呂屋「伏ふし見み湯ゆ」だった。高たか行ゆきは、前に一度来たことがある。

　灰はい塚づかは風呂屋を見上げ、「高行と飯を食べるのは久しぶりだったけど、一緒に風呂に入るのも久しぶりだな。去年の合宿以来かな？」

「日常的に入っていたらおかしいだろう」

「照れるな照れるな」

「何を照れろというんだ。阿あ呆ほうらしい」

　男湯の暖簾のれんをくぐっていく二人の背中を、有あり屋やは目で追いながら、

「なんだかんだ言って、仲良しだよね。あの二人」

「そうなのよね」と伊い佐さがぼやく。「竹たけ原はらが陸上部をやめて、ちょっとは疎そ遠えんになるかと思ったのに。むしろ前より仲良くなってる気がするのはなぜかしら？」

　むむむ、と言い知れない危機感を覚えている二人の背中をぽんぽんと八葉が押した。

「こっちはこっちで、女同士仲良くやろうではないか」
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　風呂屋が最も混雑する時間帯のはずだが、先客は数えるほどしかいなかった。これで潰つぶれないのだから謎なぞである。高行は黙々と身体を洗う。銭湯初体験だという灰塚は、物珍しそうにでかい図体でうろちょろし、湯船をのぞき込んだり、黄色い洗面器を無意味に積み重ねたりした。電気風呂につかって小刻みに震えている老人を見て、灰塚は心配そうな顔をする。

「あれはどういうこと？　お湯に電気が流れてるのか？　それ本当に身体にいいのか？」

「うるさいな。自分で試してみたらいいだろう。どうでもいいけど、湯船につかる前に身体を洗えよ。あとタオルを湯船に入れてはいけない。これは鉄の掟おきてだ」

　灰塚は神妙に頷うなずいた。身体を洗い終え、高行は熱々の湯船にじりじりと肩までつかって、魂たましいが抜けるような溜ため息いきをついた。タオルを頭に乗せて目を閉じた。身体が芯しんまで温まっていくのを感じる。とても生きているなあ、という気がしてくる。マッサージ風呂がぼこぼこと泡立つ音に耳を澄まし、少しだけうとうとした。

　灰塚がざぶざぶと湯をかき分けて近づいてきて、「ちょっと熱すぎやしない？　のぼせてしまう」と言った。分からないやつである。風呂は熱めに限るというのに。

　無視された灰塚は、湯の中の高行の身体を見て、

「高行。ちょっと筋肉が落ちたんじゃないか」

「おまえこそ、また無駄な筋肉をつけているように見えるがな。ボディビルでもやるつもりか」

　しばしの静せい寂じやくがあり、

「やるか」と灰塚が言う。

「望むところだ」と高たか行ゆきが応じる。

　高行と灰はい塚づかは同時に湯船から出ると、前を隠かくそうともせず対たい峙じした。そうしてみると体格の違いがよく分かる。陸上部顧問のモンちゃんは、二人の体格を自転車にたとえて、高行は無駄をそぎ落とし最高速度を追求したロードレーサー。灰塚は剛性が高くどんな悪路にも対応できるマウンテンバイクだと評した。モンちゃんも百回に一回くらい的を射たことを言う。

「今こそ目覚めよ！　俺の上じよう腕わん二に頭とう筋きんっ！」

　高行は全身に緊張感を漲みなぎらせ、獅し子しを彷ほう彿ふつとさせるダブルバイセップスの構えを取った。

「雄お叫たけびを上げろ！　オレの大胸筋っ！」

　対する灰塚は、流れるような動きから荒あら鷲わしの如ごときラットスプレッド・フロントを決める。

　お湯にのぼせておかしくなったわけではない。陸上部の合宿などで灰塚と一緒に風呂に入ると、このように筋肉自慢勝負が開催されるのが常だった。いつも勝者はなく、後で我に返って「どうしてあんな阿あ呆ほうな真似をしたのか」と自己嫌悪に陥おちいるのも恒例であった。

　いつの間にかチビッコがひとり、目を輝かせてその戦いを観戦しており、ずいぶん悩んだ末に両手を上げた。引き分けということらしい。審査員がいることで、二人は俄が然ぜんやる気を出した。やるな、という顔でポーズを解く高行。おまえこそ、と灰塚は白い歯を剝むき出しにする。

　先攻と後攻が入れ替わる。

「オレの愛しい菱ひし形がた筋きんよ、今こそ僧そう帽ぼう筋きんに力を貸してくれっ！」

　灰塚はラットスプレッド・バックで背筋の隆起を強調してきた。悔しいが見事だ。上半身の鍛きたえ方は灰塚の方が上だ。そう判断した高行が選択するのはアドミナル・アンド・サイだ。きれいに割れた腹筋と、重量と筋力のバランスを両立した大だい腿たい筋きんのラインには自信がある。

「俺の腹ふく斜しや筋きんを本気にさせたな？　大腿四頭筋も黙っちゃいねえぞっ！」

　灰塚の肉体は、立ちこめる湯気と噴き出した汗で、生まれたての軟体動物のようにぬめぬめしている。きっと自分も似たような有様になっていることだろう。チビッコが高行の尻しりをひっぱたいてげらげらと笑う。二回戦は高行の勝利、ということらしい。小休止を挟はさんで、三回戦が始まる。誰も止める者がいないので、不毛な筋肉自慢はそれからしばらく続いた。
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　考えてみれば銭湯に入るのは初めてじゃないかしら、と伊い佐さ勇ゆう里りは靴下を脱いだところで思った。急に人前で裸はだかになるのが恥はずかしくなってくる。妙な話である。陸上部の更衣室やシャワールームでは、そんな羞しゆう恥ち心しんを感じたりはしないし、少なくとも見苦しくはない体型と自負もしているのに。

　上から脱ごうか下から脱ごうか、と伊佐がもじもじしている横で、海かい竜りゆう王おう寺じはあっと言う間に生まれたままの姿になった。手際よくタオルを身体に巻き付ける。

「それじゃお先に。貴重品もその籠かごに入れて大丈夫だよ。番台のおばちゃんがちゃんと見ていてくれるからね。それからフルーツ牛乳は風呂上がりと決まっているからまだ飲んではダメだ。ではお先に」

　そう言って海かい竜りゆう王おう寺じは浴場の引き戸を開け、湯気の向こうに消えていく。その後ろ姿を見て、彼女はジーニアスなのよね？　と伊い佐さは自問する。生まれながらの天才、すべてを過去にする者、世界の破壊者──そんなふうに呼ばれるジーニアスと、こんなふうに接する機会があろうとは思いもしなかった。ジーニアスとて人間であり、焼肉も食べるし、銭湯にも入る。自分と同じ女子高生なのである。そんなことを意外に感じている自分がいる。

　ジーニアスは、自分とは全く違う世界の、自分とはどうしようもなくかけ離れた存在なのだと、無意識に思い込んでいたのかもしれない。

　ふと有あり屋やと目が合う。

　伊佐と同じようにまだ靴くつ下したしか脱いでいない。変に恥はずかしがっている方がみっともないように思えて、伊佐と有屋はさっさと裸はだかになった。浴場に自分たちの他に客はおらず、図らずも貸し切り状態である。こんな客入りで潰つぶれないのかしら、と思う。

　伊佐は手早く身体を洗い終え、何かポリシーでもあるのかシャンプーの泡を乗っけた頭を念入りにマッサージしている有屋を残して湯船に向かった。

　先に海竜王寺が入っていて、伊佐を見上げてふわふわと言った。

「今日の薬湯はヨモギ風呂だね。ヨモギは腰痛、冷え性、肌の美容にも効果がある優すぐれものだ」

「何でも知ってるのね」

「いや、脱衣所の張り紙に書いてあったから」

　伊佐は独特の匂においに抵抗を覚えつつも湯船に足を入れた。ちょっと迷って、海竜王寺の隣に座った。二人は並んでじんわりと温まった。ふと見上げた天井が、不思議な形をしている。湯気の水滴が客に落ちないよう工夫が凝こらされているのかもしれない。薬草の詰まった布袋がぷかぷかと漂ただよってくる。それをひとしきり弄もてあそんでから、伊佐は思い切って言った。

「私、海竜王寺さんに謝らなきゃいけないことがあるわ」

　それは無論、海竜王寺にとって大切なものだと知りながら『悪魔の眼』を盗み出したことに他ならない。鷹たか嘴はし由ゆ真まに唆そそのかされたということは言い訳にもならないし、もしまた同じ状況に置かれても自分は同じ行動をすると断言する。後悔はしていない。かといって、完全に開き直ることもできない。そのことが、喉のどに刺さった小骨のようにずっと気にかかっていた。

　伊佐は海竜王寺が自分の横顔を見つめているのを感じたが、目を合わせることができなかった。ゆらゆら揺ゆれる水面を睨にらんで話の接ぎ穂を探していると、海竜王寺が先に口を開いた。

「それは奇遇だね。僕は、キミにお礼を言わないといけないと思っていたところだ」

　思わぬ言葉に驚いて伊佐は顔を上げた。

　初めて正面から見た海竜王寺は、不思議なくらい透明な表情をしていた。

「キミが、高たか行ゆきくんと灰はい塚づかくんを向かい合わせてくれたのだろう。おかげで、高行くんは学園に残る決断をしてくれた。僕から感謝こそすれ、謝られるような覚えはないよ」

「それは……皮肉のつもり？」

「まさか。そんな無駄なことはしない」

　伊い佐さはヨモギの匂においのする湯気の中で、ふうと息を吐はいた。「私は海かい竜りゆう王おう寺じさんのために、それをしたわけじゃないわ。竹たけ原はらのためでも……たぶん清きよ彦ひこのためでもない」

「それで構わないのではないかな。自分のために一生懸命で、それが他人のためになっている。僕はそういう人が好きだよ」海竜王寺は軽い声で言った。「僕もキミも自分のために行動した。その結果がお互い納なつ得とくできるものなら、それでいいじゃないか。法に照らせば、はみ出す部分もあるだろうけれど、ここは学園都市だ。時に法より優先されるべき事柄がある。たとえば夢とか恋とか、友情とかね」

「でも……」と言い募った伊佐に、海竜王寺は人を食ったような笑みを見せる。

「僕が許すと言ってキミの気が済むなら何度だって言ってあげる。でも、そうじゃないね？」

　それはそうだ。謝って許されて、それで終わりにできるなら、初めから気に病やんだりしない。

「それなら、詫わびたいと思う私は、どうしたらいいのかしら」

「さあ。それぐらい自分で考えたまえよ。僕は僕自身のことで忙しいのだ」

　それから二人はしばらく黙って湯につかった。男湯から高行と灰塚の意味不明の雄お叫たけび、それから子供のはしゃぐ声が聞こえてきた。

「何を騒いでるのかしら、あいつら」

「見せ合いっこでもしているんじゃないのかな。僕らもするかい？」

「やめておくわ。私なんて筋肉ばっかりだから見ても楽しくないわよ」

「僕は筋肉も好きだよ。どれどれ、僕に見せてごらん」

「ちょっと、やめて。湯船に潜もぐらないの」

　ばしゃばしゃと縺もつれ合っている二人のところへ、ようやく身体を洗い終えた有あり屋やがやってきて「なになにっ？」と話題に加わろうとした。

「なんでもないよ」と海竜王寺は言って立ち上がる。羨うらやましいくらいに白くて柔らかそうな肌の上を、お湯が滑すべって落ちる。湯船から出て、ぺたぺたどこかへ歩いていく。

「どこいくの？」

「サウナに入ろうと思ってね。さすがにちょっと食べ過ぎた」

「なんと。そうやって自分だけ瘦やせるつもりかっ！　ゆりっぺ、どう思う？」

「そうね。抜け駆けは感心しないわ」

　浴場の隅に設もうけられた小さなサウナに我先にと駆け込む。板張りのサウナの中には、むせ返るような熱気と湿気、それから檜ひのきの匂いが充満していた。狭いサウナは女三人で並んで座ると、それでもうぎゅうぎゅうになってしまう。

　伊い佐さは暑さに強い。というより、暑い方が好きである。燦さん々さんと照りつける真夏の太陽の下、汗まみれになりながら走り込みをしていると、心身がめきめき鍛きたえられている！　という気がしてくる。そんな自分をちょっとＭの気があるのかもと思わなくもないが、自分を自分で虐いじめられない選手は決して強くなれないのである。

　伊佐は目を閉じて、ゆっくりと呼吸しながら数を数えた。全身からじわじわと汗が染み出して、珠たまになって肌の上を滑すべり落ちていく。六百を数える頃には、頭の芯がぼうっとしてきて、自然に呼吸が速まってくる。

　横目で海かい竜りゆう王おう寺じを見ると、まだまだ余裕の様子だった。あまり汗もかいていない。まるで暑さを遮断する魔法でも使っているみたいに、涼すずしげな顔で鼻歌など歌っている。

　対照的に、有あり屋やはそろそろ限界のようだった。前かがみになって、ふうふうと息を吐はき、鼻の頭から絶え間なく汗が落ちている。

「有屋くん、ずいぶん辛つらそうだが。大丈夫かね？　無理はいけないよ、無理は」

「こ、これくらい平気の平へい左ざですよっ！」

　有屋はうー、と呟つぶやいた後で、思い切ったように言う。

「海竜王寺さん。ひとつ、訊きいてもいい？」

「僕に答えられることならば」

「どうして、わたしを第二科学部に入れてくれたのかなっ？」

「入部届を持ってきたのはキミじゃないか」

「えっと、そういうことじゃなくて、ねっ？」

　有屋が言い難にくそうに言葉尻じりを濁にごらせると、海竜王寺は「高たか行ゆきくんのことかね？」とずばり言った。「まあ、つまり、そういうことなんだけど……」と有屋はもじもじする。

「海竜王寺さんは、その……たっきーのこと、どう思ってるのかな？」

　ふむ、海竜王寺は天井からぶら下がった裸電球を見上げる。

「どうなのだろう。自分のことはよく分からないな」

「そんな悠ゆう長ちようなこと言ってると、わたしが頂いちゃうかもしれないよ」

「それは困るなあ」

「なら、今からでも入部取り消す？」

「いいや。ジーニアスに二言はないのだよ」

　二人の会話をぼんやりと聞きながら、伊佐は内心首を傾かしげた。

　有屋とは中学からの付き合いになるが、とても魅力的な女の子だと思う。あの明るさと素直さは、決して自分にはないものだ。海竜王寺のことは、とやかく言えるほど知らないが、人を惹ひきつける雰ふん囲い気きのようなものがあるように思う。自分とは比べものにならないくらい、色々なことを知っていて、頭も良いのだろう。ものすごくスタイルもいいし。

　それぞれに魅力的な二人の少女が、なぜ竹たけ原はら高行にこだわるのか、伊佐にはちっとも分からない。あんな自分勝手で優しくないやつより、清きよ彦ひこの方がよっぽど──唐とう突とつに、うなじにぬめっとしたものを押しつけられて、伊い佐さは「うぎゃ」と飛び上がった。

　海かい竜りゆう王おう寺じが舌なめずりをして、「しょっぱくて、それでいてちょっと甘いのう」

「いま、何した？」伊佐はうなじを押さえて、海竜王寺からじりじりと距離を取った。

「うなじがおいしそうだったのでついペロッと」

「なにが、ついよ！　自分のでも舐なめてればいいでしょ！」

　伊佐は汗に濡ぬれてつやつや光る海竜王寺の胸をつついた。すると、伊佐の指を驚きよう異い的てきな弾力で跳ね返した。有あり屋やは物欲しげな顔でその半球を見つめ、

「せめて、海竜王寺さんの半分くらいあればなぁ……」

「残念ながら、高たか行ゆきくんはこんな柔らかいだけの脂し肪ぼうの塊かたまりに興味はないそうだよ」

「そうなんだ？　たっきーはどこが好きなんだろう？」

　うーん、と考え込んだ海竜王寺は、急に伊佐に詰め寄った。

「確認しておきたいのだけれど、伊佐くんと灰はい塚づかくんは、幼稚舎からの付き合いだそうだね？」

「そ、そうだけど」

「どうやって、そんなに長い間、灰塚くんを虜とりこにしているのだろう？　彼は伊佐くんのどこにメロメロなの？　経験の浅い僕たちに、恋愛遊ゆう戯ぎの先達として是ぜ非ひご教授願いたいな」

　有屋もそれは興味ある、という顔で見つめてくる。ここに至って、まだキスもしていないとは言えなかった。伊佐は苦し紛まぎれにデタラメを言った。「せ、背中、かしら」

「なんと……」海竜王寺は、地動説を閃ひらめいたコペルニクスのように深々と呟つぶやいた。

「まったくの盲もう点てんだったなあ。さすがに僕も自分の背中は見えない」

　有屋は自分の背中を一生懸命見ようとしながら、

「でも、それはちょっとマニアックすぎやしない？」

「有屋くんにも一理ある。背中をどう使えばいいのか、具体的に教えてくれまいか」

　じりじりと詰め寄ってくる二人に追いつめられ、伊佐はサウナから逃げ出した。有屋がさっきまでバテていたとは思えない俊しゆん敏びんさで追いついてきて、「おまえの背中を舐めさせろー」と妖怪のように抱きついてくる。

「やめなさい！　あっ、バカ、本当に舐めるな！」

　ふりほどこうともがいているうちに、足を滑すべらせて二人一緒に水風呂に転落する。火ほ照てった皮ひ膚ふがきゅっと冷やされて、危あやうく破裂してしまうかと思った。

「おやおや」遅れてサウナから出てきた海竜王寺が「サウナ後の水風呂直行は心臓に負担がかかるよ」と愉快そうに注意した。
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　女の風呂と買い物はどうしたって長いのだから、これをゆっくり待てるのが良い男の条件というものだね、とばあちゃんが言っていたのを思い出す。

　高たか行ゆきは「待つ」という行為が大変苦手だし、「待たされる」という状況は大嫌いだが、ここ最近は時間にルーズな八やつ葉はに振り回されて、やや感覚が麻ま痺ひしつつあるような気がする。これは八葉のおかげで良い男になったと思うべきなのだろうか。

「伏ふし見み湯ゆ」の脱衣所には十分百円で稼働する骨こつ董とう品ひんじみたマッサージチェアがあって、灰はい塚づかがこれを気に入ってなかなか腰をあげようとしないので、高行は灰塚を置いて外に出てきた。日はすっかり沈んでしまっている。頼りない街灯がポツポツと並んでいる夜道には、人通りがほとんどない。時折吹く風は湯上がりには冷たいくらいである。

　女湯の暖簾のれんが揺れて、顔を出したのは有あり屋やだった。頰ほおはきれいな桜色で、髪はしっとり濡ぬれている。駆け寄ってきて、高行にどんと体当たりした。その拍子にふんわり良い匂においがする。高行も同じ備え付けのシャンプーを使ったはずだがこんな匂いはしない。不思議である。

「きよっちは？　一緒じゃないの？」

「もうちょっと日頃の疲れを癒いやしたいんだと。そっちは？」

「二人は髪乾かしたりなんだりで、もうちょっとかかるかなー。ほら、わたしは自然乾燥派ですのでっ」有屋は男らしく胸を張った。番台のおばちゃんからフルーツ牛乳を二本買い、銭湯の前に置かれたベンチに座った。程良く冷えたフルーツ牛乳を有屋に手渡す。

「うい。おごっちゃる」

「おお、ありがとうごぜえますだ」

　有屋は両手をモミモミしてフルーツ牛乳を受け取った。それからちびちびと牛乳瓶びんに口をつけて、有屋は色々なことを喋しやべった。今日の数学の授業が一ミリも理解できなかったこと、来月の試験がいまから憂ゆう鬱うつであること、友人の彼氏が浮気をしていたので代わりに鉄てつ拳けん制裁を加えたこと、登校途中で女の子が馬のように巨大な犬に乗って散歩しているのを見かけたこと。有屋が繰り出す取り留めのない話題を、高行は適当に相あい槌づちを打って聞いていたが、繰り出される話題があまりに取り留めがないので、「ずいぶんご機嫌だなあ」とちょっと呆あきれた。

「なんだかね、海かい竜りゆう王おう寺じさんと上う手まくやっていけそうな気がするんだよねっ。手応えあり、っていうか！」有屋は斜め前方を見上げてぐっと握り拳こぶしを作った。

「そっかい。たしかにあいつもいつになく楽しそうだったしな。よろしくしてやってくれ」

「たっきーって、時々海竜王寺さんのお父さんみたいだよねえ」

「勘かん弁べんしてくれよ」

　有屋はけらけらと笑う。しかし、父親イコール保護者と考えれば、納得できないわけではない。万能の天才なんて呼ばれるくせに、どうも危なっかしくて目の離せないところが八葉にはある。賑にぎやかで飽きない楽しさはあるものの、四六時中はちょっと疲れる。有屋が八葉と仲良くなれば、高行の負担も減るというものだ。「是非とも頑張ってくれ」と高行は有屋の背中を叩たたいた。牛乳が変なところに入ったのか、けほけほと小さくむせた有あり屋やは、ふと何か思い出したように言った。「そういえば。ゴールデンウィーク前から気になっていたことあるんだけど、第二科学部副部長さんにお訊たずねしてもよろしい？」

「なんだよ？　急に」

　有屋は真ま面じ目めぶった顔で、

「第二科学部ってのは具体的に何をする部活なのかしらっ？」

「あー……やっぱりそこ気付いちゃいました？」

　猥わい雑ざつ極きわまる世界から、海の如ごとく深き知性と、風の如く大胆な行動力、そして油田の如く飽くなき好奇心をもって、輝ける真実を拾い上げんとする探求の徒と──云うん々ぬんと、あいつは言っていた。甚はなはだ具体性に欠ける。八やつ葉はは先月までフラジイル一号という「空を泳ぐ魚」の研究開発を手がけていたけれども、それはある程度の成功と予想外の失敗を残して空の藻も屑くずと消えた。それから何か新しい研究に着手した様子はない。

「海かい竜りゆう王おう寺じさんはどうして第二科学部を作ったのかなあ」

　有屋は独り言のように呟つぶやいた。高たか行ゆきもその点に気付いていなかったわけではない。デリバードと呼ばれる研究を通して《特ブ化ラ領ン域チ》を見み出いだす、というのは八葉個人の目的であって、あえて部という体てい裁さいを取る必要はないのである。

　有屋は腕組みをして首を傾かしげ、

「やっぱり、たっきーをスカウトするため？」

「いや」と高行は否定した。「その前から、部は立ち上がっていたはずだぞ」

　もっと言うなら、彼女が高行を初めて見た去年の夏以前から第二科学部は存在している。

「うーん。案外、単純に寂しかったのかなっ？」

　あいつがそんなタマか、と思う。むしろどんなに寂しくても、寂しくなんてないと虚勢を張るのがあいつらしい。高行がそう言うと、有屋は溜ため息いきをついた。

「たっきーは、海竜王寺さんのことを分かっているねっ」

「俺だってちっとも分かってないよ。そこは、これから分かっていけばいいんじゃないのかな」

　そうだね、と有屋はくすぐったそうに笑った。高行は思いつく順に取り留めもなく、海竜王寺八葉という人物について有屋に話して聞かせた。それが、少しでも有屋と八葉の仲を深める助けになればと思う。ややあって、本人が外に出てきたので話を切り上げた。

　八葉は高行と有屋を交互に見て、「何を話していたの？」と言う。

「海竜王寺さんのことをたっきーから聞いてたんだよっ」

「ほう。それは実に興味深いな」八葉はじろりと高行を睨にらんだ。余計なことは言っていまいな、という目だ。高行はそっぽを向いて誤ご魔ま化かした。

「ふうん。そういう態度を取るのかい。ふうん」

　八葉は唇を尖とがらせて、恨めしげな顔をした。

　有あり屋やがまあまあ、と笑って。「お風呂に入ったら小腹が空すかない？　ちょっと歩いたところに甘味処どころがあるんだけどね、そこの白玉あんみつが絶品なんだよっ」

「素晴らしい。ぜひ行こう。僕は白玉がこの世で五番目に好きだ」

　まだ食うつもりか、こいつら。高たか行ゆきは、たらふく食べ、風呂に入り、もう帰って寝るだけという気分になっていたので少々うんざりした。遅れて灰はい塚づかが合流して、あっけなく甘味の誘惑に流された。「あ、オレもオレも」とでかい図体で灰塚が飛び跳ねて、続けて出てきた伊い佐さに「道ばたで騒がない！」と叱しかられる。八やつ葉はと有屋が一緒になって笑っている。

　こういうのもたまには悪くない、と高行は思った。
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　壮絶な苦く闘もんの末に白玉あんみつを完食した高行は、学生寮エリアに帰る八葉たちと駅前で別れ、瑞みず穂ほ荘そうの最も寄よりまで行くバスに乗り込む。携帯を紛失しても仮の交通パスが支給されるので、なんら問題なくバスを利用出来る。運転手も乗客もいないバスは、まるで空っぽの水すい槽そうのようだった。窓の外を流れていく街の明かりを眺めていると、ほんの少しだけ寂しいような気がしなくもない。一日の終わりを寂しく思うのは、その一日が充実していたということだ。

　バスの揺ゆれに合わせて小さく船を漕こいでいると、高行の尻しりのあたりから『ダッタン人の踊おどり』が聞こえてきた。放ほう屁ひにしては匠たくみすぎる。眠気を一瞬で吹き飛ばされた高行は、もそもそと尻のポケットを探った。

　そこから出てきたのは、見覚えのない携けい帯たいである。ずいぶんと分厚く、メタリックな質感でずっしりと手のひらに重い。表面に埋め込まれたランプが赤色に明めい滅めつしている。こんなものがポケットに入っていることに気付かないとは、焼肉と風呂によって身も心も緩ゆるんでしまっていたらしい。マナー違反だが、他に乗客もいないのでよかろうと判断し、通話ボタンを押した。

『あ、やっとつながった。もしもし、ちゃんと聞こえているかね？』

「やっぱりおまえか」

　声の主は別れたばかりの八葉であった。「いつの間に、こんなものを」

『キミ、携帯をなくしていただろ。不便だろうと思ってね。僕からのプレゼントだ』

「いや、しかし、料金とか」

『その携帯は僕が作ったものだから料金はかからない。いろいろと面おも白しろい機能を詰め込んでおいたから、後で感想を聞かせてね。新製品のモニターだと思ってくれればいい』

「……自爆とかしないだろうな」

『そんな機能はないよ。変形もしないし空も飛ばない。未来日記が届いたり、深宇宙の電波を受信したりもしない。代わりと言っちゃなんだが、色々教えてやってくれ。自分の子供に接するように、優しさと厳しさとユーモアを織おり交ぜてね』

「教える？　なんの話だ？」

『すぐに分かる』

　八やつ葉は自作の携けい帯たいを使う使わない以前の問題として、携帯を個人が勝手に作って良いものなのだろうか。そこはかとなく法に触れそうな香りがしたので追及するのはやめておいた。代わりに、有あり屋やが第二科学部の活動内容について気にしていたことを伝える。

『そうか。有屋くんは我が部の活動に積極的ということだね。感心感心。キミもちょっとは見習ったらいかが？』

「うるせえよ」

『明日の放課後にでも部会をやろう』

　八葉はあらかじめ決めていたように言った。

「部会？」

『うむ。第二科学部２０１９年度第一回活動方針部会だな。何か案を考えてくるように。有屋くんにも伝えておいて』

「面倒臭くさい……」

『返事は？』

「りょーかい」

『では、また明日』と八葉は通話を切りかけて『ああ、それから』と言った。

『今日は楽しかったよ。ああいう時間を過ごせるとは思ってもみなかった。キミのおかげだ』

「俺は何もしてねえよ。礼を言うとしたら有あり屋やにだろ。今度はおまえから誘ってやれ」

　八葉は少し考えてから言った。

『そうだね。努力してみよう』
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　高たか行ゆきはつやつやした携帯の表面を撫なでながら、何やら騒がしくなってきたな、面倒だなと思う。その一方で、少しだけわくわくしている自分もいる。以前の自分であれば、考えられないことである。そんな変化を興味深く感じていると、携帯のランプが青色に光った。

『ユーザー認証を開始します。お名前をどうぞ』

　携帯が、男性とも女性ともつかない合成音でそう言った。

　驚きのあまり声も出ない。沈ちん黙もくの数秒があり、

『タイムアウト。認証に失敗しました。自爆プログラムを起動してよろしいですか？』

「よろしいわけあるかっ」

　携帯は平へい坦たんに告げる。

『指紋および声紋照合。学籍番号19023508。タケハラ・タカユキと確認。貴方あなたを本機のユーザーとして登録します』

「勝手に登録された!?」

　音声は単純に録音されているものではないらしい。

　高たか行ゆきは不気味なものを見るような目を、携けい帯たいに向けた。

「なんなんだ、一体……」

『ワタシは本機に搭とう載さいされている疑似人格インターフェース型ナビゲーションＡＩです。名前はまだありません。パーソナルネームは半角英数字六文字以上十八文字以内で設定可能です』

　八やつ葉はの作るものがまともであるはずがない。携帯はもともと「喋しやべる」ためのものだが、それにしたって、携帯が「喋る」のはちょいと新機軸すぎやしないだろうか。

　携帯は青いランプを明滅させて、やはり平へい坦たんに言うのだった。

『以後、宜よろしくお願いします。マスター』

　結局、良い名前を思い付かなかったので、携帯ＡＩの命名はひとまず保留とした。













　　　　　　　２







　第三学園都市にはクラス分けがなく、必修と選択をおりまぜてある程度自由に授業を選択できる単位制が取られている。そのため、同じ学年といえども横のつながりは希薄で、部活動やサークルといった縦のつながりが重視される。

　かつて高行が末席を汚していた陸上部を例に挙げるなら、幼稚舎から大学部まですべてに「陸上部」が存在しており、定期的に全学合同の練習会が開かれ、年長者は年少者の陸上以外の面倒も見てやり、年少者は年長者に指導を仰ぐ、という一種の師弟関係が築かれていた。傍らに人無きが如ごとく振る舞っていた高行は、ろくすっぽ合同練習会には参加していなかったが。

　必ずしも何かしらの団体に所属しなければならない、という学則はないものの、まったくの無所属という学生はほとんどいないと言っていい。自分より大きな何かの一部でいないと安心できない性質が、人にはすべからく備わっているのであろう。

　学園都市に存在する団体の数は、運営機構から正式に認可を受けているものだけでも千以上。非認可サークルや地下組織を加えると優に万を数える、と言われているが、正確なところは誰も知らない。これだけ膨ぼう大だいな数の、活動内容も行動範囲も異なるグループがひしめき合っていれば、当然トラブルも日常茶さ飯はん事じである。有う象ぞう無む象ぞうのサークル間における、部員や部室を巡る争奪戦はその典型であろう。本来なら、じゃんけんで済むような些さ細さいないざこざが、極きわめて個人的な男と女の痴ち話わ喧げん嘩かが、強い仲間意識があるばかりにサークル同士の抗争へと発展し、流れなくてもよい血と汗と涙が無用に流された時代がある。

　およそ十年前のことだ。学園都市における大人の最大勢力である運営機構がどれだけ締しめ付けても、むしろ締め付けが厳しくなればなるほど、混乱は拡大していった。ついに、事態を重く見た運営機構と学生自治会の間で協議が持たれ、ひとつの重要な決定がなされた。

　すなわち「課外活動統とう括かつ委員会」の設立である。

　成績優秀文武両道のはえぬき組で構成され、下部組織まで含め会員数は二千ほど。しかし、ひとまず品行方正を装よそおって学生生活を送っている限り、彼らとの接点はあまり多くない。彼らは週に一回、街角や校門に立って挨あい拶さつ運動をするので、学園に転入してきたばかりの者は挨拶委員会だと勘かん違ちがいすることがままある。

　しかし、彼らが身に纏まとう軍服の如ごとき漆しつ黒こくの制服は、自由と無責任をこよなく愛する学生にとって、畏い怖ふと忌き避ひの象徴である。学園都市にはおよそ百万の人間が暮らす。その九割は親元を離れた学生である。夜よ毎ごとに酒盛りを開いて馬ば鹿か騒ぎを繰り返そうと、昼夜逆転の不健康生活を送ろうと、不純異性交遊三ざん昧まいに耽ふけろうと、文句を言う者はいない。

　ただし、学則に触れない限りにおいて。

　野放図な学生が羽目を外しすぎた時、課外活動統括委員会は、獲物を見つけた猟犬のように姿を現す。警察のいない学園都市において、学生犯罪を取り締まるのが、彼ら課外活動統括委員会なのである。

　その名前の示すとおり課外活動──部活動やサークル、他の委員会に対する捜査権を持ち、条件さえ整えば、学生を逮捕することも、団体を解散させることもできる。その手腕は卓たく越えつしており、彼らがひと吹きしただけで零れい細さいサークルなど藁わらの家のように吹き飛ぶ。目を付けられた学生にはまず逃げ延びる途みちがない。

　課外活動統括委員会の設立──それはつまり、学生犯罪やサークル抗争の取り締まりを、学生自身の手に委ゆだねるという大転換であった。もちろん、発足当時は内外から賛否両論あったそうだが、統括委員会は実際に成果を上げ、学園都市の運営は安定した。

　統括委員会は、その性質上、運営機構からの情報提供を元に捜査を行うため、反体制的な学生たちからは「校こう狗く」と呼ばれ、忌いみ嫌われている。

　もっとも、かつては陸上部に、現在は第二科学部に所属する高たか行ゆきにとって、彼らはやはり週に一度見かける挨拶委員会でしかなかったのだった。




　（2019/05/10）

　夜のうちに雨が降ったらしく、空は高く晴れているのに湿気の多い日であった。空気全体が潤うるんでいるような気がする。高行は湿気であらぬ方向に跳ねる前髪を気にしながら歩いていた。大きな体育館の裏手に回ると、我らが第二科学部の部室が入っている部室長屋が見えてくる。

「……今日はまた一段と」

　溜ため息いきが漏もれた。春のうららかな日差しの下では、部室長屋の異様な佇たたずまいが際きわ立だつ。長屋は、横に長い二階建てのプレハブ建築物を二つ連結した構造になっていて、それぞれ単純に東館・西館と呼ばれている。流体建築の校舎が整然と並ぶ高等部の中にあって、薄汚れたプレハブ建築というだけでも十分浮いているのだが、それぐらいで驚いていてはいけない。

　長屋の周囲には、真っ二つに切断された軽トラックや、ダッチワイフとパイプ椅い子すを悪魔合体させたオブジェ、触れるとじゅくじゅく緑色の液体が染み出すブルーシートなど、数々の異形の物体が散乱して部外者を無む闇やみに威圧している。窓からは「学生総決起」と書かれた垂れ幕が伸びていたり、しみったれた煎せん餅べい布団が干されていたりする。屋根を見上げれば、手作りのパラボラアンテナが悪魔の花のように咲き誇っている。

　自分たちの独自性を天下に知らしめたいという気持ちも分からないではないけれども、もう少しやりようというものがあるだろう。

　この部室長屋が、外部の学生から「学園のガラパゴス」「学生無法地帯」「精神と時の長屋」などと呼ばれていることを知ったのは、つい最近のことだ。高たか行ゆきがかつて所属していた陸上部のクラブハウスとは、月とスッポン、雲と泥どろ、天と地ほどの差である。

　高行が言いしれない切なさを感じていると、「たっきー！」と大声で呼ばれた。部室の窓から有あり屋やが身を乗り出すようにして手を振っている。第二科学部の部室は西館一階に位置している。

「たっきーもぼんやりしてないで手伝って！」

　高行は「手伝うって何を」と言い返しながら近づいた。

　窓から部室をのぞき込んで、ウッとなった。部室の床が半分ほど水みず浸びたしになっていた。床に積まれていた書しよ籍せきや段ボールが水を吸って悲ひ惨さんなことになっている。あの本、三十万ぐらいするのではなかったか。

　その惨さん状じようを前に、腕組みをしていた八やつ葉はがこちらを振り返り、「やあ、高行くん」と言った。

「やあ、じゃない。どうしたんだこれ」

「大おお袈げ裟さに言うと水害、ありきたりに言うと雨あま漏もりだね」

　八葉は頭上を指さした。見れば、天井の一部に濡ぬれたようなシミが広がっている。

「わたしが最初に見つけたんだけどね、もうびっくりだよっ！」

　有屋がばたばたと手を振って言った。

「ここ一階だよね？　雨漏りするのは、おかしくない？」

「配水設備のキャパを超えた雨量が降ると、壁や床の中に溢あふれだして、巡り巡った末にうちの天井から染み出すらしい。しかし、ここまで派手に雨漏りしたのは今回が初めてだな。部会を始める前に、片付けをしなくては」

　八葉はまだ水に濡れていないものだけでも避難させようと、山と積まれた書籍に手を伸ばした。雨がたくさん降った後には、水だけではなく地じ滑すべりや崖がけ崩くずれにも気をつけなくてはいけないよ、というおばあちゃんの言葉を思い出したのも後の祭り。

　八葉が書籍の山に触れたとたん、山全体がぐらりと傾いた。基底部が水を含んでもろくなっていたのであろう。連鎖的に隣の山が崩くずれ、また隣の山も崩れ、ついでに棚たなから無数のガラクタが転がり落ちてきた。大だい惨さん事じだった。

「わあっ!?　海かい竜りゆう王おう寺じさんが埋まったっ！」

　有あり屋やがおろおろする。大量の本とガラクタの隙すき間まから、八やつ葉はの右手が力なく伸びて、「たすけてー」とくぐもった声が聞こえてきた。高たか行ゆきは「何してんだ、まったく」と窓枠を乗り越え、有屋とともに八葉の救出に取りかかった。数分後、救出された八葉は奇跡的にかすり傷程度で済んだものの、部会を始める前にたっぷり一時間かけて片付けをしなくてはいけなかった。
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「あー、びっくりした。死ぬかと思った」

　片付け作業がひと段落して、八葉は擦すりむいた膝ひざを撫なでながら呟つぶやいた。床の堆たい積せき物ぶつから発掘した缶コーヒーを高行と有屋にもすすめる。高行は黙って飲み、有屋はおそるおそる口を付けた。

「海竜王寺さん、余計なお世話かもだけどさ、もーちょっと整理整せい頓とんした方がよいのでは？　明らかに物が多すぎるよ、ここ」

　有屋の意見に、高行は大いに賛同した。

「有屋、聞いて驚け。これでも先月、かなり頑張って物を減らしたんだぞ」

「これで？」目をぱちくりさせる有屋。

「これで、だ」高行は嘆たん息そくした。「それも半分くらい元通りになりつつある。あんなに苦労したのに。八葉、おまえはどういうつもりだ」

　高行が文句を言うと、八葉は他ひ人と事ごとのように頷うなずき、

「やはり、この状態が部室のあるべき姿だということなのだろうなあ。驚異的な回復力だ」

「なるほどっ。自然の神秘だねっ！」

「人間も自然の一部。ならば、人間の作り出した環境もまた自然の一部なのさ」

「その自然をコントロールするのが人間じゃないのか」

　高行は口を挟はさんだ。八葉は愉快そうに笑う。

「言うじゃないか。どこで仕入れてきたんだい、その知識は」

　そうやってしばらく実のない会話をしていると、有屋がトイレに立とうとした。彼女が第二科学部に出入りするようになってまだ日が浅い。部室長屋の構造や奇き怪かいな生態系を把は握あくできてはいないはずである。八葉もそのあたりを察したのか、「僕もついて行こうか」と提案したが、有屋は「大丈夫大丈夫」と手を振って、すたすたと部室を出ていってしまった。

　八葉はスツールにすとんと腰を落とし、首を傾かしげた。

「おかしいな。断られた。年頃の女の子は集団で排はい泄せつ行為を行う習性があるはずなのだが」

「事実だけど、なんか言い方が嫌だ」

　高たか行ゆきは適当な段ボールに腰掛けた。まだ崩落事故の傷跡生々しい部室の一角を眺ながめて、

「そんなことより。本当にもうちょっとなんとかしようぜ。有あり屋やも入部したことだし、だいぶ手狭だろ。片付けられないなら、いっそ引っ越すっていう手もあるんじゃないのか？」

　有屋の言うことは一理ある。ジーニアスに与えられている特権を行使したなら、もっと新しくて広くて、設備の整った部室を手に入れるのは造作も無いはずである。それ以前に、この部室が八やつ葉はの能力に見合った場所であるとも思えないのだが。

「いや、それがそうでもないのだよ」と八葉は言った。「この長屋は、その歴史的性質上、学園側からも自治会側からも干渉されないエアポケットのようになっている。まずはこれが好都合だ。そして、なにより長屋住民の気質が独特でね」

「長屋住民の……？」

　部室長屋にはアクの強いサークルが顔を揃そろえているが、どのサークルも我が道を行き過ぎるあまり、他の追つい随ずいを許さない、むしろ追随したくもない孤高を極きわめている感がある。

「以前は、別の部室棟に第二科学部の部室を置いていたのだが。僕に遠慮したのか、あるいは怖がったのか。周りのサークルがどんどん引っ越していって、しまいには部室棟が幽ゆう霊れい屋敷みたいになってしまったことがあるのだよ。その点、この長屋の住民は肝きもが据わっている。僕がジーニアスだからといって特別扱あつかいしたりしない。無む闇やみに近づいてきたりもしない。きっと自分たちの趣味に関係ない事柄には無関心なのだろうな」

「それは、本当に良いことなのか……？」

「少なくとも、これはこれで、たいへん居心地が良いものだよ。こういう条件を満たすような物件は、そうそう見つかるものじゃない」

　どこへ行っても、何をしても、特別扱いをされる。海かい竜りゆう王おう寺じ八葉という人間として見られることはまずなく、ジーニアスという属性だけが一人歩きをして、無闇に他人を威い圧あつしてしまう。──そんな気持ちはたぶん八葉本人にしか分からないのだろうけれど。周囲からの孤立と無関心がある種の心地良さを伴うことを、高行も理解できないではない。

「しかし、高行くんが、どうしても嫌だというのなら引っ越しを検討しないこともないよ」

「長屋はともかくとして、この部室は欠伸あくびが出る程度には気に入ってる」

「あくび？」

「こんなトコでも、住めば都ってことだろう、たぶん」

　高行は肩をすくめて言って、この時はそれ以上深く考えなかった。

　と、そこへ有屋が血相を変えて戻ってきた。有屋は口をパクパクさせ、「と、トイレに、変な人たちがいる！　トイレでお茶飲んでたっ！」と悲鳴のように言った。

　血ち塗まみれの日本兵でも見たような顔をしている有屋に、八葉は「ああ、あれか」と頷うなずいた。

「先に説明しておけばよかったね。心配しなくていい。彼らは変質者の類たぐいではない。むしろ、昨今稀まれに見る紳しん士したちなのだ」

　部室長屋のトイレは狭くて古いが、いつでも隅すみ々ずみまで手入れが行き届いており、陰毛の一本も落ちてはいない。なぜかというと、長屋のトイレは、発足以来長く迫害を受けてきた異端サークルＴＩＦ（トイレ・イズ・フリーダム）が最後にたどり着いた安住の地であり、れっきとした彼らの部室なのである。トイレを人が作り出した至高の文化的空間と位置づける彼らは、日夜トイレの美と歴史と未来について熱く議論を戦わせ、エクストリーム・トイレ掃除という未知なるスポーツの普及にいそしむ文武両道のエリート集団なのである。これからも、自分とは関係の無いところで力強く生き抜いて欲しいと切に願うものだ。

　有あり屋やはたいへん感心したような声を漏もらした。

「すごい人たちがいたもんだね！　わたし、驚いて逃げてきちゃったよ。謝ってこないと」

「それがいいだろうね。今度は僕も一緒に行こう。彼らは長屋の中でも最古参のサークルだから、ちゃんと挨あい拶さつをしておいて損はない。高たか行ゆきくんも行くかい？」

「いいや。留守番してる。二人で行ってこいよ」

　八やつ葉はと有屋が連れ立ってトイレに行くのを見送って、高行は片かた膝ひざに頰ほお杖づえをついた。焼肉の一件以来、二人の距離は少しずつ縮まりつつある。まだお互いにぎこちなさや遠慮はあるようだけれども、それは時間が解決してくれる問題だろう、この時の高行はそんなふうに思っていた。
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　テーブルを退かしてできたスペースに、スツール一脚と、適当な段ボールを二つで、小さな三角形を作るように並べる。スツールには八葉が、段ボールには高行と有屋が座った。

　八葉は自分の携けい帯たいを開いた。三人の中心にレーザーディスプレイを大きく表示して、指ペンで「２０１９年度第一回第二科学部活動方針部会」と癖くせの強い字で書いた。こほんと咳せき払ばらいをして、

「第二科学部は部員の自主性を尊重する。僕としては、何かを強制するつもりも、何かを禁止するつもりもない。しかし、各々好きにやれというのでは、部としての存在意義が疑われよう。そこで部全体としてのある程度具体的な活動方針を設定するのが本部会の趣旨である」

　有屋が盛んに、高行はおざなりに、それぞれ拍手した。

　高行の携帯が『書記は私が務めます』と言った。

　有屋は最初、声の出所が分からずきょろきょろしていたが、それが高行の携帯から発されたのだと分かると、たいへんな興味を示したので、部会はいきなり中断した。

「すごいっ！　え、なんで喋しやべるの？　エーアイ？　すっげー！」

『お褒ほめに与あずかり光栄です。有屋美み月つき』

「わっ。フルネームで呼ばれた。この子？　名前はなんて言うの？」

　高たか行ゆきが「まだ決めていない」と言うと、有あり屋やは「それじゃあねえ」と考え込むようにして、「ＡＩだからアイちゃんっていうのはどう？」

「安直だな」『安直すぎるかと』

　主従から同時に却下され、「ダメかー」と仰のけ反った。

「ほらほら、それは後からゆっくり決めればいいだろう。部会を続けるよ」

　八やつ葉はは手を叩たたいて言った。

「では、言いだしっぺの高行くんから。試案を発表してくれたまえ」

　水を向けられた高行は、適当にネットから拾っておいた「一週間に一冊本を読む」や「スポーツ曜日を設もうける」や「月に一回の部室整理」といった、実に当り障さわりのない案を挙げた。

　携けい帯たいが高行の声を拾って、ディスプレイに文字として反映する。

　八葉はそれらを一いち瞥べつして「くだらん」と切って捨てた。

「なんだね。この適当にネットから拾ってきました、みたいな案は。やる気ないの？　投げやりなの？」

　思いっきりバレていた。苦し紛まぎれに「そういうお前はどうなんだ」と言い返してやると、八葉は「色々考えているけれど、まだ人に話せる段階じゃない」とのたまった。反論するくせに対案は出さない。いけしゃあしゃあとは、こいつのためにある言葉だ。

「次はわたしっ」と有屋が手を上げた。

「じゃあ、有屋くん」

　八葉に指名された有屋は、「図書館塔探検」「学園都市七不思議の解明」「稲いな姫ひめ入道捕獲作戦」といった、活動案をぽんぽんと挙げてみせた。全般的に、高行が出したものとは比べものにならないくらい面おも白しろそうであった。学生生活の楽しみ方を心得ているという感じがした。

　しかし八葉は、ディスプレイに反映された有屋の試案を眺めて、難しい顔をしている。おもむろに脚を組む。スカートの裾すそから白い太ふと腿ももが顕あらわになる。たまに無防備でこういう仕草をするから困ってしまう。有屋と顔を見合わせて、少し居心地の悪い沈黙が通り過ぎるのを待った。やがて八葉は静かに言った。

「有屋くんの挙げてくれた案は、それぞれユニークで興味深いと思う。けれど、これはキミが本当にやりたいことなのかな？」

　思いもよらない指し摘てきだったのだろう。有屋は不思議そうな顔で瞬まばたきをした。

　そんな有屋をちらりと一瞥した八葉は、携帯を操作してディスプレイの右下に、いくつかのグラフと文字を表示した。それが一体なんなのか、高行も有屋もすぐに理解できなかった。本来、こんなふうに見ることができないものなのだから、それも当然だ。

「キミは学園都市に編入した中等部一年から現在まで、計十一のサークルやクラブを転々としているね？　僕には、それらのチョイスがどうも腑ふに落ちないんだ。柔道部、サイクリング同好会、ボーリング愛好会に、山登りの友──一貫しているのは、体育会系ということぐらいかな。それ以外、共通点がまるで見られない。適性検査の指標を意図的に無視しているような節ふしもある。僕は第二科学部の活動方針なんかより、キミの行動原理の方がずっと興味深い」

　高たか行ゆきは八やつ葉はがディスプレイに表示したものの正体が、やっと理解できた。

　これは、有あり屋やの個人情報パーソナルデータだ。

　有屋もほとんど同時に気付いたらしく、みるみるうちに表情がこわばっていく。八葉はそれに気付かず喋しやべり続けている。

　これは、ちょっとまずい。八葉を止めた方が良いと思ったが、遅かった。

「どうして、私のデータを海かい竜りゆう王おう寺じさんが持ってるの、かな？」

　八葉はきょとんとした目つきで有屋を見上げる。「そりゃあ。学園のサーバーから拝借してきたに決まっているだろう。それが、どうかしたのかね？」

「いや、うん……ちょっと気分悪いっす」

　有屋は弾はじかれたように立ち上がると、乱暴にドアを開けて部室を飛び出していった。

　半分立ち上がりかけていた高行は、脱力して腰を落とした。わしゃわしゃと頭をかき混ぜる。迂う闊かつだった。ちょっと油断したらこれだ。

　八葉は、頭を抱える高行と、有屋が開けっぱなしにしていったドアを交互に見て、「もしかして。僕は有屋くんを怒らせるようなことをしてしまったのかな」

「……正解」高行はこぼれそうになる溜ため息いきをぐっと飲み込んだ。

　運営機構からすべての学生に発行される個人情報には、身長や体重、出身地や略歴など基本的な情報の他に、適性検査の結果も記載されている。その人にどんな長所・短所があるのか、どんな職業に適正があるのか、あるいはないのか。個人情報を読み解けば、すべて分かってしまう。滅めつ多たなことでは他人に見せたりしないし、無む闇やみに見てもいけないもの──らしい。

　そうした傾向は学園での生活が長いはえぬき組に顕著だった。

「そうだったのか……全然、知らなかった」

　八葉は呆ぼう然ぜんとして呟つぶやく。だろうな、と高行は思う。

　個人情報は生体認証錠が施ほどこされ、基本的には本人以外閲えつ覧らんできないようになっているものの、絶対に他人に見せてはいけない、という学則はない。いわゆる一般常識、不文律というやつだ。高行以上に友達の乏しい八葉が、それを知らなくても不思議はない。しかし、ようやく八葉と有屋の関係が進展を見せた矢先に、「なぜこんなことを」と呟かざるを得ない。

「だって仕方ないじゃないか」

　八葉はスツールの上で膝ひざを抱かかえた。

「僕は、有屋くんのことを何も知らないんだから」

　叱しかられた子供みたいにもごもごと言う。

　高行は溜息を吐ついて立ち上がった。「分かった……悪気がなかったことは俺が説明してくる。有あり屋やも分かってくれるだろ。けど、おまえからちゃんと後で謝れよ」

　こくん、と八やつ葉はは頷うなずいた。有屋を追いかけるべく踵きびすを返した高たか行ゆきは、制服の裾すそを引っ張られて立ち止まった。八葉が高行の制服の裾を摑つかんでいた。

「なんだよ？」

「僕はキミにも、謝らないといけない」

　八葉は少しうつむくようにして言った。

「去年の夏頃、かな。やっぱり、キミの個人情報パーソナルデータも勝手に見てしまったことがある」

　高行は苦笑した。寝ね癖ぐせのひどい八葉の頭をぽかりと叩たたいた。

「許す。以後、気をつけるように」

　八葉は叩かれた頭を撫なでて、ぎこちなく微ほほ笑えんだ。

「すまない。有屋くんを頼む」
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　有屋はそれなりに有名人だったりするので、道行く学生から目撃情報を聞き集めることができた。農学科が怪しげな野菜を育てているビニールハウスが並ぶ歩道で、とぼとぼ歩く有屋の背中に追いついた。さて、なんと言ってとりなすべきか、と考えあぐねていると、有屋が歩みを止めて振り返った。照れくさそうに笑って、「追いかけてきてくれたんだ」と言った。

「さっきは、ちょっと驚いちゃった」

「あれは全面的に八葉が悪い」

　高行は言った。「ただ、有屋のことを知りたかっただけで、悪気があったわけじゃないってことだけは分かってやってくれ。有屋だって気になる人がいたら、それとなく友達に訊きいてみたりするだろ？　けどあいつは友達いないし、そのくせ変に器用だから」

　友達に話を聞くのと同じぐらいの感覚で、八葉は十と重え二は十た重えに電子防護された秘ひ匿とくサーバーにアクセスできてしまう。役立つこともあれば、誰かを傷つけてしまうこともある。それはジーニアスの在り方そのものではないだろうか。

「それは海かい竜りゆう王おう寺じさんがそう言ってたの？」と有屋は言った。

「あ、いや。俺がなんとなくそう思うだけで。本当は違うのかもしれないけど」

「そっか……うん、でもきっと、たっきーがそう思うなら、そういうことなんだろうね」

「ちゃんと八葉からも謝らせるけど。拳げん骨こつ一発くらいで許してやってくれ」

「大丈夫大丈夫。もう気にしてないですしっ」

　有屋はひらひらと手を振って笑った。気にしていないとは言うものの、その横顔を見れば、すべてすっきり水に流したということでもないのは明らかだった。

　少しだけ、疑問に思わないでもない。

　個人情報パーソナルデータを他人に見られるのは恥はずかしいことだが、感覚としては女の子の体重やスリーサイズに近いものであるらしい。気にする人は気にするけれど、そうでない人は無む頓とん着ちやくだったりもする。体重を知られたぐらいのことで、飛び出していったりするだろうか。おまえにはデリカシーが欠けていると言われてしまえば返す言葉もないけれど。

「これもルール違反かもしれないけど。訊きいてもいい？」

　高たか行ゆきが頷うなずくと、有あり屋やは「ありがと」と言った。

「適性検査、学園に編入した時、たっきーも受けたでしょ。どう、だったのかな？」

「どう、って？」

「その、つまりさ、たっきーには、人生かけてもいいって思えるぐらい、陸上の才能があったの？　だから、学園でも陸上を続けてきたの？」

　高行は返答に窮きゆうした。正直なところ、自分の個人情報を真ま面じ目めに読み解いたことがなかったのだ。陸上部にいた頃はもちろん、怪け我がで跳べなくなってからも、陸上以外のことをやっている自分を、想像することさえしなかった。八やつ葉はに出会って、陸上部をやめて、それでもここに残ると決めて──ようやく、それ以外の自分を考え始めたのだ。

　何をすべきなのか、何がしたいのか。まだちっとも見えてこないけれど。

　そういう諸もろ々もろを言葉にして伝えるのはすごく難しかったが、有屋は口を挟はさまずに最後まで聞いてくれた。それから感心したように溜ため息いきをついた。

「やっぱり、たっきーはすごいね。どうすれば、そんなふうに自分を信じられるんだろう」

「たぶん、そんなに立派なもんじゃないぞ。なにも、考えてなかっただけだ」

「普通は、あれこれ考えちゃうよ。すごいことを、平然とやるのがたっきーのすごいところだよ。海かい竜りゆう王おう寺じさんのこと、ちゃんと分かってるし」

「なんだかほめられている気がしない」

「そんなことないよ。わたしは、たっきーをそんけーしています。ということで。飴あめあげる」

　飴を受け取りながら思った。八葉は、有屋が意図して適性のない部活やサークルばかりを渡り歩いていると言っていた。本当のところはどうなのだろう、事実であればなぜ、と気になったが、ようやく有屋の機嫌が直ってきたところで、その話題を蒸し返すのは気が引けた。

「そろそろ戻ろっか」と有屋が言う。

　高行は頷いて、もらった飴を口に入れた。

　ほろ苦いコーヒー味がした。
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　長屋へ戻ってきた頃には、やや陽が傾いて長屋の窓の半分くらいに明かりが灯っていた。その明かりと、長屋前の放置されたガラクタが作るでたらめな陰影の中に、八葉は腕組みをして立ち、地面を睨にらみつけていた。まるで蟻ありが地球の覇は権けんを握る可能性について、真剣に考察しているかのようだった。高たか行ゆきが近づいていくと、八やつ葉はは顔を上げた。高行の隣にいる有あり屋やを見て、ほっとしたような、緊張したような、複雑な表情で「おかえり」と言った。

　有屋も似たような表情で「お騒がせしましたっ」と言う。

「さっきの件は僕が浅せん慮りよだった」

「そんなの気にしなくていいよ。全然」

「そうか、うん、それならいいのだけど」

　有屋と八葉のやりとりは中学生カップルの初デートのように焦じれったくて、背筋がむずがゆくなる。それ以上見ていられなかったので、自分らしくないセリフだとは思いつつも、「そういう恥はずかしいのは、メールでやれよ。現代っ子らしく」と言ってやった。

　二人は揃そろって高行に軽けい蔑べつのまなざしを向けた。

「デリカシーのないやつだね、キミは」

「たっきーは、そういうところ直すべきっ」

　なぜか高行が悪いことになっていたが、二人の意見がめでたく一致を見たので良しとする。軽くカフェテラスにでも立ち寄ろうかと話していると、有屋が何かに気付いたように高行の背後を見て、眉まゆをひそめた。振り返ってみると、こちらへまっすぐやってくる異様な一団があった。一様に愛想のない顔をして、軍服のような制服を一分の隙すきもなく完かん璧ぺきに着こなしていた。

　有屋が小声で「あの制服って……」と不安げに呟つぶやいた。

　どこかで見たことのある黒服だと思ったら、あれは課外活動統とう括かつ委員会ではないか。たまに二、三人が校門のところへ立って挨あい拶さつ活動をしているのを見かけるが、こんな大所帯で行動しているのは初めて見た。

「ふむ、どうも剣けん吞のんだな。彼らが挨拶活動以外で姿を見せたということは、何かしらの事件が起きているということに他ならない。どこかのバカタレが部室で大麻でも育てていたのかな？」

　八葉が他ひ人と事ごとのように言った。黒服たちとすれ違う瞬間、ひとりの女がちらりと高行に一いち瞥べつをくれてきた。濡ぬれたように黒い髪をひとつに結い上げている。眼鏡の奥のひやりと冷たそうな目つきが印象的な美人であった。

　黒服の一団は、長屋の前でぴたりと静止した。その先頭に立っていた男が、もう一歩前に出る。やや小柄で、髪をぴっちりと撫なでつけている。どことなく神経質そうな印象を受ける。彼は他の黒服から小型の拡かく声せい器きを受け取ると、長屋全体に向かって大音声を上げた。

「俺は課外活動統括委員会副委員長、寺てら尾お荘そう司じだ。これから重要な連絡事項を伝える。一度しか言わないので、ようく聞くように」

　強烈なハウリングに加えて、黒服の男──寺尾の声は無駄に高圧的であった。彼の右腕には副委員長と書かれた腕章がかかっている。長屋住民たちは、一体何事かと駆け出てきたり、窓から顔を出したりしている。

「諸君のような落らく伍ご者しやたちにはおよそ計り知れないだろうが、学園はいままさに変革期にある。これまでまかり通ってきた、自由と自律などという耳みみ障ざわりが良いだけのお題目を改めるべき時に来ているのだ。この部室長屋は、堕落し爛ただれた旧来の風潮の象徴とも言うべきもの。そこにたむろする有う象ぞう無む象ぞうの非公認サークルもまた同じである」

　寺てら尾おはこめかみに青筋を浮かべ、拡声器など必要ないのではと思える大声で熱弁を振るう。八やつ葉はが「後はちょび髭ひげがあれば完かん璧ぺきだねえ」と言った。長屋住民たちも、いきなり何の演説を始めているのだ、と不思議そうにしている。重要な連絡事項があるのではなかったのか。

　独りよがりな演説をたっぷりと披ひ露ろうした末に、寺尾はようやく本題に入った。

「諸君が使用している部室長屋──三十八・三十九仮設部室棟の取り壊しが本日決定した。ついては、現在入居しているサークル、その他すべての団体は五月二十七日までに退去するように。一切の例外は認めないのでそのつもりで」

　耳が痛いくらいの静せい寂じやくがあった。その場の誰しもが、寺尾の言葉を日本語として理解するために少々の時間を要したものと思われる。次の瞬間、長屋を激震が襲った。「ふざけんな」「何言ってんだ」「寝ぼけてんのか」「おまえの母ちゃんデベソ」という嵐のような罵ば声せいとともに、窓からザブトンやトイレットペーパー、こけし、シャンプーハットなどが散々に投げつけられた。濡ぬれ雑ぞう巾きんの直撃を受けた寺尾が「貴様らこんなことをしてタダじゃすまさんぞ」と怒鳴っている。降って湧わいた騒ぎの中、八葉だけが冷静だった。鍋なべの蓋ふたを拾って頭部をガードしながら統とう括かつ委員会に近づいていき、「取り込み中すまないが。もう少し詳しく説明してくれないだろうか」と言った。

　その場の空気が硬さを増す。統括委員会の面々は、そこで初めて海かい竜りゆう王おう寺じ八葉の存在に気づいたらしい。彼らは一様に、戸惑ったような、あるいは怯おびえたような表情を見せる。女の子ひとり相手に、天下の統括委員会が情けないったらない。しかし一方で、ジーニアスについてまったく無知でもない限りは、それも無理はなかろうとも思うのだ。

　ジーニアスは人体実験を暗黙のうちに了承されている、ジーニアスに危害を加えた者はＧＣＯの懲ちよう罰ばつ部隊に連行されて二度と帰ってこない──高たか行ゆきがジーニアスにまつわるそんな根拠のない噂うわさを知ったのは、八葉に出会った後のことだ。ついつい忘れがちだが、それほどにリヴァイアサン・海竜王寺八葉という名前には得体のしれない響きがある。

　統括委員の中で、先ほど目に留まった黒髪美人が、ただひとり八葉に臆おくすることなく答えた。

「私は二年の宮みや野の真ま琴ことと申します」

　こんな状況でもよく通る凜りんとした声だった。

「長屋の取り壊しが決定した、と言ったね？　しかし我々の同意もなしに、学生自治会がそんなことを認めるとは思えないのだが」

「学生自治会の認可は必要ありません。この決定は契約書にもとづいたものですので」

「契約書だって？」
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　宮みや野のの携けい帯たいから和風の格好をしたウサギアバターが現れる。ウサギは飾り紐ひもで綴とじられた巻物を携たずさえていた。「まずはご一読を。質問があれば後日承うけたまわります」

　八やつ葉はのサメアバターがスイスイ泳いでゆき、巻物を口に咥くわえて戻ってくる。

　八葉は降ってきたスリッパを鍋なべぶたで防ぎつつ、

「もうひとつ訊たずねたいのだが、よいかね」

「なんでしょうか」

「書面なりなんなり、もう少し穏便な方法で伝えてくれてもよかったのでは？」

「寺てら尾お副委員長の意向ですので」

　宮野は腰から抜いた特とく殊しゆ警棒で、飛んできたサッカーボールを打ち返し、淡々と言った。

「なるほど。キミもなかなか大変そうだね」

「いえ、仕事ですから」

　宮野は眼鏡に軽く触れると、「それでは」と頭を下げ、すぐさま撤てつ収しゆうを宣言した。まだ激怒して口角泡を飛ばしていた寺尾は、黒服たちにずるずると引きずられていった。

　状況についていけていない有あり屋やが、ぽつりと呟つぶやいた。

「いったい何がはじまるの？」

「さてね。統とう括かつ委員会の言うことが事実なら、長屋存続の危機なわけだが」

　八葉は契約書を開封しながら言った。

「まずは、こいつを見てみようじゃないか」

　統とう括かつ委員会が去った後、長屋住人たちが入り口周辺に集まってきた。制服を着た者、白衣姿の者、ひどく汚れた作業着の者、何かのコスプレを私服のように着こなした者、裸はだかの方がまだマシという卑ひ猥わいな格好をした者──と、恐ろしくバラエティに富んでいる。学生の見本市の如ごとしである。活動内容も活動時間もまったく異なる長屋の住人たちが、これだけ一堂に会するのは滅多にあることではない。

　宮みや野のが渡してきたデータファイルは、それぞれコピーを受け取って目を通している。

　高たか行ゆきも一度開いてみたが、目の痛くなるような細かい文字が延々並んでいるのを見て、解読は八やつ葉はに任せることにした。有あり屋やは頭痛をこらえているような顔で、ファイルとにらめっこしている。テストの成績は高行とそう変わらない有屋ではあるが基本的には真ま面じ目めなのだった。

　やがて一通り読み終えた八葉が「なるほど」と呟つぶやいた。

「たしかに、これは三十八・三十九号仮説部室棟──つまりこの長屋の使用に関して、運営機構と学生自治会の間で結ばれた契約書だ。捺なつ印いんもある。間違いなく本物だろう。締てい結けつ日びは十年前の五月一日。有効期間は無制限の自動更新になっているようだね」

　八葉の言葉に、長屋住民たちはがやがやと騒いだ。

「ちょっと待ってくれないか」

　長屋の最古参であるＴＩＦの代表が手を上げた。エクストリーム・トイレ掃除のユニフォームでもある真っ青なツナギ、頭に巻いた真っ白なタオルという、農家のあんちゃんのような出いで立ちである。

「そんな契約書は見たことも聞いたこともない。もちろん、同意した覚えもないのだが」

「僕も今日初めて存在を知ったよ。しかし、契約書の冒ぼう頭とうに当とう該がい施し設せつ──つまり、この部室長屋だが──これを使用する団体は契約書に同意したものとみなすとある。知りませんでした、は通らないと言うことだ。法律的にはかなり有効性の疑わしい条項だが、学園で日本の法を持ち出してみても詮せん無ないことだ」

　八葉は契約書をスクロールさせていき、ある一ヶ所を指した。

「ここを見たまえ。第十六条『当該施設の解散及び廃止』。これによると契約書締結から十年が経過した時点で、運営機構は学生自治会の認可を受けることなく長屋を廃止できるとある」

　また長屋住民たちが騒ぎだした。無理もない、と思う。あまりにも一方的で、学生側に不利な条項である。現在であれば到底ありえない内容だが。

「十年前と言えば、この学園でもっとも学生運動が激しかった頃だと聞く。そういう時世だったからこそ、こんな契約が成立したのかもしれないね。この契約書は、学生側も同様のデータを保管していたはずだが、今となってはどこにあるのやら」

　十年前、と言われてもぴんとこない。会ったこともない親しん戚せきの借金を払えと言われているような気分だ。こんなものを引っ張りだしてくる統括委員会のやり方も感心しないが、しっかり引き継ぎをして来なかった諸先輩方にも文句のひとつぐらい言ってやりたい。

「そんなのおかしくないかしらっ」

　ずっと黙っていた有あり屋やが、口をへの字に曲げて言った。

「自分たちの居場所なんだよ？　どうして自分で決められないの？」

　長屋住民たちが「そうだ」「そうだ」と声を合わせる。「統とう括かつ委員会の横暴許すまじ」と叫んで、そこらのガラクタに八つ当たりしている者もいる。

　有屋はむふーっと鼻息を荒くして、「たっきーだってそう思うでしょ」と高たか行ゆきに同意を求めた。

「そりゃあ、面おも白しろくはないけど──」

「海かい竜りゆう王おう寺じさんはどう？」

　有屋が言ったところで、高行は周囲の喧けん噪そうが治まって、長屋住人たちの注目がこちらに集まっていることに気がついた。個性派ぞろいの部室長屋においても、第二科学部の存在感は決して小さくない。理由はいわずもがなである。

　ジーニアス・海竜王寺八やつ葉はが、この降って湧わいた事態にどう動くのか。それは趨すう勢せいを左右しかねない重大事であった。誰もが彼女の次の言葉に注目をしていた。

　許容量を超える注目を集めて、にわかにそわそわし始めた八葉はちょいちょいと高行を手招きした。高行は溜ため息いきをついて、八葉に耳を貸した。ごにょごにょと呟つぶやかれた耳打ちを長屋住民たちにそのまま伝える。

「真に価値ある課外活動は、体制と距離を置いてこそ、なしえるものである。これは学生の自由に対する攻撃である。断固として受け入れることはできないのである──以上」

　長屋住民たちが一いつ斉せいに拍手をした。有屋が前に出て、よく通る声を上げた。

「長屋の取り壊しに反対の人っ！」

　高行と八葉を除く、その場の全員がまっすぐに手を上げた。有屋は満足げにうんうんと頷うなずいた。それからちょっと考えるようにして、高行を振り向き「これから、どうすればいいのかな？」と首を傾かしげた。長屋住民たちも同じように首を捻ひねっている。なんとなく団結してみたものの、具体的にどうするかは誰も考えていなかったらしい。

「……みんなで考えてみたらいいんじゃないか」

「なるほど」有屋は向き直って強引にまとめに入った。「というわけで、これから対策会議を開きたいと思います。えっと、つまり、あれです。三人寄れば文もん殊じゆっ！」

　一同拍手。

　本当に大丈夫かな、と高行は少し不安になった。




　　　　　　　　　　▼




　騒ぎが収まった後、ＴＩＦ代表は一同を長屋の裏手に案内した。そこにはマンホール状の入り口がひっそりと存在しており、その暗くて狭い隧すい道どうは部室長屋の地下へ続いていた。ＴＩＦ代表によると、この地下空間は十年前の学生運動時に、当時の長屋住民の手によって作られた秘密会議室であり、学園側もこの場所は把は握あくしていないらしい。

　会議室と言っても、四畳半くらいのスペースしかない。薄汚れたちゃぶ台がちょんと置かれ、骨こつ董とう品ひんのような白熱電球がぼんやりとそれを照らしており、まるで独居房のような風ふ情ぜいがある。

　到底、長屋住民全員が入れるはずもないので、第二科学部の三人に加え、長屋の中でも主要なメンバーだけが顔を揃そろえた。高たか行ゆきの知っているところだと、ＴＩＦ代表の他に、立体造形俱く楽ら部ぶ『レジンキャスト』工場長、菓子愛好会『スイーツの友』会長、ＳＦ喫きつ茶さ『静止軌き道どう』店長などなど。個性的で濃厚な連中が顔を揃えている。八やつ葉はと有あり屋や以外、女性はいない。ゆらゆらと不規則に揺れる電球の明かりの中に、むさくるしい男たちの顔がぬうっと浮かび上がってくる光景は、もはやホラーだった。

　会議は、出だしから紛ふん糾きゆうした。『レジンキャスト』工場長は長屋に立てこもり徹てつ底てい抗戦するべきと主張し、『スイーツの友』会長は軽率な行動は避け学生自治会に直訴してはどうかと提案し、『静止軌道』店長は最悪の場合を考えて新しい部室棟を確保しておいた方がいいのではとぶつぶつ呟つぶやく。どいつもこいつも自分の言いたいことを言う。ＴＩＦ代表や有屋がなんとか意見をまとめようとするのだが、無為に唾つばが飛び交うばかりであった。

　高行はこっそりと溜ため息いきをついた。長屋住民はそれぞれ個性の塊かたまりのような連中であり、『レジンキャスト』のように他の部室棟で問題を起こしたり、ＴＩＦのように居場所を追われたりして、この長屋に流れ着いた団体も少なくない。

　共通の敵が現れたからといって簡単に団結できるぐらいなら、冷戦は起こらなかったのだ。

　やがて誰もが喋しやべり疲れて、会議室にはずっしりと重い沈黙が発生した。

「そろそろ鶴の一声が欲しい頃合いだな」

　高行は小声で八葉に言った。八葉は会議の冒ぼう頭とうから黙っていたが、思案しているというふうではなく、発言のタイミングを逃し続けているようだった。

「なんなら、俺が代わりに言ってやろうか？」

　八葉は少し硬い笑みを見せて「大丈夫」と呟いた。

　それから、ごほんと咳せき払ばらいをして、一同の注目を集めた。

「みんな、いいかね？　統括委員会が提示してきた契約書はどうやら本物で、これ自体は覆くつがえしようがない。力にモノを言わせても、情に訴えても、勝ち目はない」

『レジンキャスト』工場長が「しからばどうする」と唸うなり、『静止軌道』店長は「やっぱり諦あきらめるしか……」とぼやく。また不毛な言い合いが始まりかけたのを、有屋が「人の話は最後まで聞きなさいっ！」と制した。

「海かい竜りゆう王おう寺じさん、続けてくれる？」

　八葉は頷うなずいて続けた。「向こうはこれ以上ないくらい正攻法で攻めてきている。ならばこちらも真正面から相手をするほかない。学則大たい綱こう五七条だ」

　そう言われて、即そく座ざに思い出せた者はひとりもいまい。

　というか、こいつはあの膨ぼう大だいな学則をすべて記憶しているのか。

「運営機構および学生自治会が決定した事項であっても、学生は相当数の署名をもってこれを覆くつがえすことができる、という学則だ。署名提出の期限は、退去勧告が行われた今日から起算して十日後。つまり五月二十日月曜日ということになる」

「して、いかほどの署名が必要ですか」とＴＩＦ代表。

「過去の類例から判断するに、高等部全学生の五十分の一。それだけあれば確実だろう」

「そんなに、ですか……」

　ＴＩＦ代表は唸うなった。他の面々もみな難しい顔をしている。

　高等部の学生はおよそ三十万人、その五十分の一といえば六千人にあたる。数字だけ聞けばなんとかなりそうな気がしないでもない。しかし、高等部に限った話ではないが、学園都市では学生同士・団体同士の横の結びつきが弱い。高等部だけでも敷地は広大で、学生の数は膨大だ。自分に直接関係のない事柄に関しては、どうしても無関心になりがちなのである。直接署名かつ生体認証サインがなければ署名として認められない上に、十日間という期限付き。

　六千人は、おそらく相当厳しい数字だ。

「それでも、やるしかないよね」

　有あり屋やが言った。「このまま何もしないで追い出されるのは納なつ得とくいかないもん」

　異を唱える者はなく、長屋住民たちは静かに頷うなずいていた。高たか行ゆきは不思議に思った。さっきもそうだったが、長屋に来て間もない彼女の言葉で、ばらばらだった住民たちがひとつになっている。やはり人ひと柄がらのなせる業わざであろうか。少なくとも自分や八やつ葉はにはできないことだ。

「しかし、署名集めなんてしたことがない。募金みたいに、街角に立てばいいのかな？」

『静止軌き道どう』店長が困ったように言った。八葉はゆるりと首を振る。

「単に署名を六千人分集めれば良いというわけではないのだよ。署名の目的を理解した上でしてもらわなければ、のちのち無効ということにもなりかねない」

「しかし、わざわざ足を止めて、我々の話を聞いてくれるものだろうか」

『レジンキャスト』工場長が怒ったように言って、それから重苦しい沈黙が地下室を満たした。何か妙案はないものか、と一同がうんうん唸っていると、

「……バザーを開くっていうのはどうかなっ？」

　有屋がぽつりと呟つぶやいた。

「バザーって。不用品売ったり、模も擬ぎ店てん出したりする？」

「そのバザーですっ」有屋はびしりと高行を指さした。「今思い出したんだけど、わたしがちっちゃい頃に通ってたクレードルが閉鎖されそうになってね。その時、署名を集めるためにバザーを開いたことがあったんだ」

　クレードルというのは、すべての学校施し設せつが統合され学園都市が整備された後に残った、民間教育施設の総称だ。たいがい児童館とスポーツクラブが合わさったような形態で、基本的には地元住民のボランティアによって運営されている。

「結局、子供の数が減っちゃってクレードルは閉鎖されちゃったけど……」

　有あり屋やは少し声のトーンを落とす。すぐに気を取り直して、

「バザーを開けば一度にたくさん人を集められるだけじゃなくて、わたしたちが普段どんな活動をしているか知ってもらう良い機会になると思うんだよっ。外から見たら、この長屋ってどんなサークルがあるのかも分からないし」

　それは一理ある。長屋は部外者立ち入り禁止というわけではない。むしろ野の良ら猫もゴキブリも入り放題という野放図ぶりを遺い憾かんなく発揮しているのだが、だからこそ高等部の中ではひどく浮いてしまっている。第二科学部に入部しなければ、高たか行ゆきとて近寄ることさえなかったはずだ。署名を集めるにしても、まずは自分たちのことを理解してもらう努力は必要だろう。もちろん、あんまり大っぴらにしない方が良い部分も多々あるけれど。

「バザーを開かい催さいするという案には全面的に賛成ですよ」と、『スイーツ友の会』会長は言った。「しかし、何をやるにしても先立つものが必要ですよ。自慢じゃないですが、ウチは極きわめて貧乏だ。無い袖そでは振れやしません」

　非公認サークルはどんなに真ま面じ目めに活動しても、運営機構から校貨を支給されることはない。台所事情が苦しいのはどこも一緒だ。唯ゆい一いつの例外を除いては──

「資金面に関しては、僕が何とかしてみよう」と八やつ葉はが言った。

　太っ腹な発言に注目が集まる。八葉は少しおどけるようにしてみせて、

「懐ふところには少々余裕があるからね。バザーのひとつやふたつ、どうということはないよ。それに運営機構から無償で支給されている校貨だ。惜しむようなものではないし、どう使おうと文句を言われる筋合いはない」

「でも、やっぱり海かい竜りゆう王おう寺じさんだけが負担するっていうのはよくないと思う」

　有屋が言うと、ＴＩＦ代表も同意した。

「必要経費はなるべく各サークルが捻ねん出しゆつして、どうしても足りない分は海竜王寺さんに貸してもらう、というのはどうでしょうか？」

「それで納得がいくなら僕は構わないよ」

　八葉は鷹おう揚ように頷うなずいた。「バザーの開催日はどうするかね？　準備期間を最大限取るのなら退去期限の前日、来週の日曜十九日だが。それだとバザーで目標の署名人数が集まらなかった場合、後がないということになる。二日くらい余裕を見て十七日がベターかもしれないね」

「わたしは十九日がいいと思う」と有屋は言った。「自分で提案しておいてなんだけど、きっと一週間やそこらでバザーの準備をするのは大変だと思うし。時間が足りなくて中途半端になっちゃうよりは、出来る限り楽しいバザーにしたいな」

　これには、長屋の中では比較的体育会系で通っているらしい『レジンキャスト』工場長と他数名が賛同した。八やつ葉はは「ふむ」とやや考え込むようにして、

「背水の陣という考え方もあるか……本当ならそんな状況に陥おちいることは避けるべきだけど、今回は初手からだいぶん追い詰められているわけだからね。退路を気にしても仕方がない」

　八葉が折れたことで、バザーの開催日は十九日ということで固まった。それから、週明けまでに各サークルは出し物と必要経費を申告すること。準備期間中も各自でなるべくたくさんの署名を集めることを確認して、その日の会議はお開きとなった。




　　　　　　　　　　▼




　秘密会議室から出てくると、あたりはもう暗くなっていた。

　春とはいえまだ陽は長くなく、夜に吹く風は冷たい。

　有あり屋やはバザーに向けてたいへんやる気を出しており、明日からやらなければいけないことを指折り数えていた。八葉は何か思うところがあるらしく、統とう括かつ委員会が持ち出してきた契約書をムツカシイ顔で眺めていた。

　週明けまでにバザーで出し物を考えてくることを決めて、二人と別れた。高たか行ゆきは葉桜を眺めながら、恐るべき急きゆう勾こう配ばいの坂道を下って、瑞みず穂ほ荘そうへ帰る。暮れゆく夕空はすっきりと晴れ渡っていて、すでにいくつか星が浮かんでいる。眼下の街並みには、様々な色の明かりが灯って、小さく揺れているように見える。

　そこまで来たところで、今日は第二科学部の活動方針を決めるために集まったはずだったことを思い出した。色々なことがありすぎてうやむやになってしまったけれども、ひとまず一個の目標に向けて動き出すことになったのだから良しとするべきか。

　そんなことを考えながら歩いていくと、やがて植木に囲まれた瑞穂荘が見えてきた。植木の隙すき間まから暖かそうな明かりが漏もれている。玄関を上がると、台所兼食堂から、瑠る璃り垣がきさんが夕食の準備をしている音が聞こえてきたけれども、あまり腹も空いていなかったので、まっすぐ自室に戻った。

　自室のドアを開けると、鹿か児ご島しまが部屋の真ん中に寝そべって、ひとりでジェンガをやっていた。

　高行は問答無用で鞄かばんを投げつけ、ジェンガを倒壊させた。

「ああっ」と鹿児島は泣きそうな声を出す。

「てめえの部屋でやれ」

　高行は一言だけ言って、制服を脱いで部屋着に着替える。

「ひどいことをなさる」鹿児島はまたジェンガを積み上げながら、「相変わらずいい身体してますなあ。ちょっと筋肉分けてくださいよ」と嫌らしく笑った。

　鹿か児ご島しま修しゆう平へい。高等部理工学科二年。モヤシの国の王子のような顔と体型をしている。誰に対してものらりくらりと敬語で喋しやべり、それがたいへん鼻につく。高たか行ゆきとは主に貶けなし合い、たまに憐あわれみ合い、ごくたまに助け合うこともあるかもしれない仲である。

　この男、高行がこれまでに見たことも聞いたこともない筋金入りのオタクであった。勉学やスポーツに励はげむことを断固として拒否し、単位の不足を恐れずただひたすらに己の信ずる道を邁まい進しんする。その守備範囲は量子力学から世界史、心理学、薬学、フィギュア制作、同人誌収集まで多た岐きに渡る。アニメとゲームのない時代に生まれていれば、知の巨人・南みな方かた熊くま楠ぐす先生と肩を並べていたかもしれぬ。いや、それはない。

　無駄に広範な興味の中でも、鹿児島が一時期特に力を注いだのは、妄もう想そう的文章の執筆とフィギュアの制作であった。去年の夏、入学式で一ひと目め惚ぼれした二年女子をモデルにした恐ろしく完成度の高い１／８フィギュアを作成し、読むにも聞くにも耐えない戦せん慄りつのラブポエムを添付して本人に送りつける、という反英雄的行動に出たことは、ごく一部の男たちの間で今も語り草になっている。一応捕ほ捉そくしておくと、フィギュアを送りつけられた女子生徒は、気丈にもその足で課外活動統とう括かつ委員会に駆け込んだ。委員会から、どのような手段で彼女のバストやウエストのサイズを計測したのか詰問された鹿児島は、毅き然ぜんとして答えた。

「すべては、合法的観察とたゆまぬ妄想の成果であります」

　数ヶ月後、証拠品として押収されていたフィギュアが返ってくるやいなや、首だけすげ替え、その手のコンクールに出品してグランプリを獲得。鹿児島はさらなる軽けい蔑べつと、ほんのわずかな賞賛を浴びた。彼が「七転八倒斎さい」の通り名で呼ばれるようになったのはこの頃からである。

　以上のエピソードからも分かるように、一切見習うべきところのない卑ひ猥わいと厚顔の権化のような男だが、誰にでもひとつくらいは取とり柄えがあるもので──

「ああ、そういえば」と鹿児島はわざとらしく言った。「今日はなにやら大変だったそうじゃないですか。第二科学部も入っている部室長屋が、統括委員会に目を付けられたとか」

「貴様、なんでそんなことを知っている」

　着替え終えた高行は鹿児島の尻しりを踏んだ。ぷりぷりと柔らかい感触が、逆に腹立たしい。

「私はあなたのことなら何でも知っているんです」と、鹿児島は嘯うそぶいた。「統括委員会が十年も昔の契約書を出してきたんでしょう？　どうもあれ、運営機構も最近まで手元になかったものらしいんですね。七年前の《大停電》でデータが吹っ飛んじゃってたらしくて」

　鹿児島は、一体いかなる手段をしてか、学園のアンダーグラウンドな情報に深く精通していた。深入りしたくないので、あまり詳くわしくは聞いていないが、情報屋の真ま似ね事ごとをして泡あわ銭ぜにを稼いでいるらしい。情報社会の歪ゆがみから生まれたような男だ。系統としては、あの鷹たか嘴はし由ゆ真まに近しい人間だが、情報を手に入れ公開することを生なり業わいとする由真と、情報そのものを売り買いする鹿児島とは、似て非なる者だと言えよう。

「紛失していたデータが、今頃になって出てきた理由はなんだ」

「んー、それがどうも、どこか別の場所に保管されていたものを、何者かが運営機構にリークしたようなんですねえ。そこへ寺てら尾お副委員長が食いついた、と」

「密告ってことか。いったい何の得があって、そんなことを」

「案外、竹たけ原はらさんが原因だったりして」

「なんだと？」

「昔、ひどい振り方をした女の意趣返しとか」

「この野郎。適当なことを抜かすとぶち殺すぞ」

　鹿か児ご島しまは怪鳥のような奇声を上げて笑った。この男、何が嫌いかと言って、隣人の幸せがこの世で最も許せないという、極めて下げ衆すな性格をしている。一刻も早く地獄に堕おちるべきだ。

「この週末も、海かい竜りゆう王おう寺じさんとか有あり屋やさんとか、可愛かわいい女の子とデートとかしちゃったりするんでしょ。あわよくば大人の階段上っちゃおうってんでしょ。ああ、嫌らしい。汚らわしい」

「別にそんな予定はない。勝手に妄もう想そうするな」

　そう言い返した後で、すぐにしまったと思った。

　鹿児島は言質取ったりという笑みを浮かべて、

「おやおや、暇ひまなのですか？　それじゃあ明日、私とお出かけしませんか。アニメの耐久上映会があるんですよ。おごりますから。ね？　ね？」

　なぜ我が慢まんしてアニメを見なければいけないのか甚はなはだ疑問ではあったが、ぺたぺたと擦すり寄ってくる鹿児島の気持ち悪さに負け、契約書に関する情報をもらった手前もあり、ついには耐久上映会への参加を承しよう諾だくしてしまった。

「明日の朝お迎えに上がります。良い夢を」

　鹿児島は上機嫌で高たか行ゆきの部屋を出ていった。高行は溜ため息いきをついて、どっかと腰を下ろした。今日は最後まで盛り沢だく山さんな一日だった。食欲はなくて、ひどく疲れているような気もしたが、神経の端っこがささくれ立っていて眠くはなかった。

　天井の木目を見上げてぼんやりしていると、『マスター、要望があります』とポケットの中で携けい帯たいが言った。しばらく静かにしていたので少し驚いた。

　高行が黙っていると、携帯は続けた。

『マスターの個人情報パーソナルデータを閲えつ覧らんしたいのですが』

「……なぜ？」

『マスターの豊かで実りある生活をサポートするためには、より深くマスターについて理解しなければなりません。個人情報はそのために必要な情報であると判断します』

　これにはさらに驚いた。学園都市においてＡＩはごく有り触れているものだ。携帯のアバターだって一種のＡＩだし、学園を縦横に走る無人バスにも、街角の自販機にも、それは当たり前に組み込まれている。ＡＩはより上位のＡＩによってコントロールされ、社会性の昆こん虫ちゆうのように一糸乱れず仕事をこなす。しかし高行の知る限り、ＡＩは自発的に何かを要求したりはしない。受身で人間の要求に応えるだけのはずだ。

　携帯をポケットから取り出して、じっと眺める。実は中の人がいました、とかそういうオチではなかろうな、と思う。

「おまえ、本当にＡＩか？」

『本機には疑ぎ似じ人格インターフェースが搭とう載さいされています。経験値の蓄ちく積せきによって、より円えん滑かつでストレスのないサービスを提供することが可能となります』

「ストレスのない、ね……」

　八やつ葉はは、色々教えてやってくれと言っていた。

「別に。好きにしろよ。そんなもんで何が分かるか知らないけど」

　携帯は『ありがとうございます』とランプをぴかぴかさせた。即そく座ざに高等部のサーバーから高たか行ゆきの個人情報パーソナルデータがダウンロードされ、本人以外は閲えつ覧らんできないよう暗号化されているはずのデータが瞬またたく間にデコードされていく。やっぱりこいつの生みの親は八葉なのだな、と納得した。

　それきり、まるで本でも読み耽ふけっているように、携帯は静かになった。

　なんだかなあ、と思う。そうしていると急に空腹を覚えた。今日の夕食はなんだろうと想いを馳はせつつ、高行はベッドから身体を起こした。

　そうして、土曜は見たくもないアニメを丸一日かけて鑑賞させられ、翌日曜日はその反動でほとんど寝て過ごし、高行は週末をまったく棒に振ったのだった。




　（2019/05/13）

　週明けて、部室長屋はバザーに向けて本格的に動き出していた。

　各サークルから希望する出し物が申告され、八葉がそれを吟ぎん味みした上で軍資金を渡していく。署名してくれる学生の心証に悪影響を与えそうな企画には、この時点で修正が加えられた。たとえばフィギュア展示・即売会を企画した『レジンキャスト』には、成人向けのアイテムの自じ粛しゆくを頼んだりした。キャストオフはさすがに引く。

　有あり屋やは、高行が鹿か児ご島しまと不毛な休日を過ごしていた間にも下準備を進めていたらしく、かつて所属していたという出張清掃サークル『ぴかぴか』の友人を伴って現れ、部室長屋の大掃除に取りかかった。周辺のがらくたを片付け、わけの分からない汁で汚れた壁面を洗い流し、落ちない汚れはペンキで塗り潰つぶした。それだけでも長屋全体の印象はだいぶ違って見えた。

　その後も有屋は不要なものをすぱっと捨て、必要なものを手際よく揃そろえていく。長屋住民たちの中心となって忙しく動き回る、まさに八面六ろつ臂ぴの活躍だったが、逆に働きすぎて第二科学部の出し物までは手が回りそうになかった。

　有屋はぱちんと手を合わせて頭を下げた。「ホントーに申し訳ないっ！」

「みんな有屋くんのことを頼りにしているようだからね。こちらは僕たちに任せてくれたまえ」

　有屋は何か言いたげだったけれども、すぐに誰かに呼ばれて作業に戻っていった。

　八やつ葉はは高たか行ゆきに向き直って、

「さて、僕らの出し物だが」

「それはさっき決まっただろう」

　高行はすかさず言った。

　第二科学部の出し物を決める際、八葉は企画展示「チョウチンアンコウの恋」を提案し強硬に推おした。ちなみにある種のチョウチンアンコウの雄おすは、雌めすに比べてたいへん小さく、雌に出会うとすぐさま融合してしまい、そのまま雌の身体の一部として一生を終えるという珍妙な性質を持つ。どうでもよいがマニアックすぎる。有あり屋やと結託し高行が提案した焼きソバの模も擬ぎ店てんに二票を入れたので、八葉の案はあえなく退けられた。

「分かっているとも。チョウチンアンコウは諦あきらめる。だが、単純に焼きソバを作って売るだけでは、あんまりにも安直。創意工夫に欠けはしないだろうか。僕のジーニアスとしてのプライドが許さないよ」

「分かった分かった。じゃあ、どうしたいんだよ？」

「全自動で焼きソバを作るロボットを作ろうよ」

「ワケの分からんことを……」

　しかし、これを却下するとまたチョウチンアンコウに逆戻りしそうだった。八葉はチョウチンアンコウ型の高性能寝間着を自作するくらいなので、かの魚類にはずいぶんと思い入れがあるらしい。だが、ブサイクな上に食べれもしないアンコウに興味はないのである。

「ロボットでもマシーンでも好きにしたらいいけど。バザーまでに間に合うんだろうな？」

「ゼロから作ろうというんじゃないよ。それには時間もお金もかかりすぎるからね」

　八葉はふふんと鼻を鳴らした。「実はちょっと当てがあるんだ」




　　　　　　　　　　▼




　高等部から左回りの環状線に乗ることしばし。先月、八葉と訪れた水族館と同じエリアに、「ロボット工学研究所」はある。

　研究所の入り口横には、某ぼう有名ロボットアニメの主人公機が、十八メートルの一分の一サイズで屹きつ立りつしている。立っているだけでなく遠えん隔かく操作することもできるのだが、風が吹くと転ぶので滅めつ多たなことでは動かさないらしい。

　八葉はこの研究所にも顔が利きくらしく、いくつものセキュリティを顔パスで抜けていった。ロボット研究所というので工場か造船所のような場所を想像していたのだが、実際には病院のように清せい潔けつで、図書館のように静かだった。かすかにオイルの臭においが鼻につく。

　白い廊下を歩いていくと、時折分厚いガラスの窓がある。その向こうには、人間とみまごうばかりのロボットがベッドに寝かされていたり、タコのようなロボットが宙に浮いていたり、親指くらいの虫型ロボットが無数に蠢うごめいていたりして、見ているだけでも面おも白しろかった。

　やがて廊下は鉄製の自動ドアに突き当たる。ドアが開くとオイルの臭においが一気に強くなる。そこは飛行機の整備工場のような半屋外の空間だった。ドアから延びる通路は、外周に張り巡らされたキャットウォークに続いており、地面からは結構な高さがある。

　眼下には大きなコンテナが整然と並んでいる。開いているコンテナの中には形も大きさも様々なロボットがぎっしりと詰め込まれているのが見えた。

「まるでロボットの墓場だな」

「その表現はちょっと適切ではないね。この研究所では、作ったロボットはどんな失敗作であれ一定期間保存しておく方針が取られている。ここでは役目を終えたロボットたちが、いつかまた日の目を見る時を待っているというわけ」

「ここから、焼きソバ製造ロボットに使えそうなやつを探し出そうってことか」

「そういうこと」

　キャットウォークが広がって作業スペースのようになっている場所に、備え付けの端たん末まつがあった。八葉がそれを操作すると、天井から吊つり下げられた風船のようなものが動き出す。あれはユニバーサルグリッパーという名前で、仕組みはいまいち分からないけれども、どんな形状のロボットでも傷つけることなくコンテナからピックアップすることができるらしい。

「何か手伝うことは？」

「んー」八葉は端末を操作しながら、「見ていてくれればいいよ」と言った。

　高たか行ゆきは手て摺すりによりかかって、様々なロボットが運ばれては戻されてくるのをぽかんと眺めた。八葉はロボットが運ばれてくるたびに真剣な表情で検分しているけれども、高行には何をしているのかちっとも分からない。ふと思い出したので、忘れないうちに鹿か児ご島しまから聞いた話を伝えておいた。八葉は作業の手を止めないまま耳を傾けていたが、やがてぽつりと言った。

「すまないね。僕のせいで、面倒なことに巻き込んでしまって」

「なんでおまえが謝る？　面倒は統とう括かつ委員会のせいだろ」

「統括委員会が面倒事を起こすのは、僕のせいだということだよ」

　高行がよく分かりませんという顔をすると、八葉は小さく溜ため息いきを吐ついた。

「そのあたりを理解してもらうためには、まずジーニアスと学園の関係を知ってもらわないといけないだろうな。この学園が日本で唯ゆい一いつの、世界でも数少ないジーニアスを受け入れている教育機関だということは知っているかい？」

「それは聞いたことがある。最初の頃は、受け入れるかどうかでだいぶ揉もめたって」

「ジーニアスは単体でも十分危険で厄やつ介かいな代しろ物ものだが、二人以上のジーニアスが和合すると、予期せぬ化学反応を起こすことがある。ときには混合爆薬のようになって、何もかもを吹き飛ばしてしまう。その威力は崩壊したアメリカの例を出すまでもないだろう」

「モノみたいに言うなよ」

「モノの例えだよ。ジーニアスは混ぜるな危険。そういう認識があるからＧＣＯはジーニアス同士の接触を厳しく制限している。だというのに、この学園には、世界中から集められたジーニアスが、おそらく十人前後は暮らしている。それだけのジーニアスを抱えるのは、学園にとって途方もないリスクになる」

「……でも、それ以上のメリットがあるってことか？」

「少なくとも、ジーニアスからもたらされる知識や技術に、それだけの価値があると考えているのだろうね。しかし、ジーニアスも利用されているばかりじゃない。僕がどうして第二科学部を作ったと思う？」

「それは、前々から訊ききたいとは思っていた」

「ぶっちゃけるとお金のためだ」

「金か」

「ジーニアスとて霞かすみを食って生きていくことはできない。むしろ、普通の人とはかけ離れた能力を持つがために、普通の人のように生活することが出来ないジーニアスも少なくない。そうでなくたって周囲が放っては置かない。ジーニアスから甘い汁をチュウチュウ吸ってやろうという輩やからが、そこら中で手ぐすねを引いている。学園が大っぴらにジーニアスを受け入れるためのお題目が、そこにある」

　なるほど、と思う。その点、学園に籍を置いていれば、学生としての権利が保障され、有象無象の寄生虫から身を守ることができる。寝ているだけで金に困らない生活ができるばかりか、その気になれば大規模な研究も手がけることができる。

「ギブ・アンド・テイクというわけだ。あまり胸のすくような話じゃないが」と高たか行ゆきは言った。

　学園がジーニアスを保護しているといえば聞こえはいいけれど。その実はパトロン企業や怪しげな宗教団体と変わらない。ジーニアスを一ヶ所に集めて、他の学生まで危険にさらしている分、余計にたちが悪いとも言える。

「ありがとう。僕のために怒ってくれるのはキミだけだ」八やつ葉はは笑った。

　面と向かって言われると、たいへん面おも映はゆい。

「キミの言う通り、ギブ・アンド・テイクなんだよ。統とう括かつ委員会の後ろにいるのは、まず間違いなく運営機構だ。僕はこれまでにも何度も、運営機構主導のプロジェクトへの参加を断ってきたからね。いい加減痺しびれを切らしていたのだろう。そこへタイミング良く契約書がリークされて、ここぞとばかりにプレッシャーをかけてきた、と」

「タイミングが良すぎるような気がしないでもないがな」

「なんにせよ、僕が運営機構に譲歩すれば、長屋の取り壊しはなくなるかもしれない」

「でも、譲歩するつもりなんてないんだろ？」

「自分の都合でたくさんの人に迷惑をかけて、僕はなんてひどいやつだろう」

　そう言って八葉は皮肉っぽく笑った。彼女が、ジーニアスだというだけで一体どれだけたくさんの面倒事に巻き込まれてきたのか分からない。自分にはそれを防ぐことは出来ない。けれどこれからは、一緒に面倒に巻き込まれるぐらいのことはできるはずだ。

　八やつ葉はは言った。「このことは有あり屋やくんには内密にしておいてくれるかな」

「どうして？」

「今回の一件から察するに、有屋くんは自分の気持ちに素直で、かつ他人の身になってモノを感じることができるタイプだ。それが彼女の美徳だし、だからこそ曲くせ者ものぞろいの長屋住民を纏まとめ上げることができているのだろうが。僕の事情を知ったら運営機構に殴り込みかねない」

　それは、ありうる話だと思う。彼女の行動力は、しばしばこちらの予想の斜ななめ上を行く。

「もし長屋の取り壊しが避けられないとなれば、僕は第二科学部の部としての公認を返上して、しばらく地下に潜もぐるつもりだ。さすがに、有屋くんにそこまで迷惑はかけられないよ」

「有屋には駄だ目めだけど、俺には迷惑かけてもいいってのか？」

「当然だ。議論の余地はない」と八葉はきっぱり言った。

　八葉が自分を頼りにしてくれるのは嬉うれしい。同時に八葉と有屋の微び妙みような距離がもどかしい。高行はもやもやとした気分になった。なんとか顔には出なかったと思うけれど。

「ん。あれはなかなかよさげだね」

　八葉が言った。全長二メートルぐらいのロボットが、グリッパーに摑つかまれてゆっくりと降りてくる。上半身は筋肉質な人型、下半身は四輪のタイヤが並んだ装輪式をしていた。作業スペースに降ろされたところへ近づいてみると、コンテナ送りになって長いのか、あちこちに錆さびが目立つこと、無骨なシルエットに似合わぬ繊細なマニュピレーターを備えていることが知れた。

「どうやら災害地域や放射能で汚染されたエリアなんかで、精密作業を行うために開発されたロボットのようだね。軍用だからある程度の耐久性と馬力も備えている」

「それにするのか？」

「そうしよう。まあ、こいつも焼きソバを作ることになろうとは夢にも思わなかっただろうが」

「だけど、ここで腐ってるよりはずっとマシだろ」

「それもそうだね」八葉はロボットを見上げて、「世の中、ままならないものだからな。ここはひとつ勘かん弁べんしてくれたまえ」

　その分厚い胸板をこつんと叩たたいた。




　（2019/05/14）

　八葉も有屋も、長屋住民たちも、それぞれの思うところはあれど、週末のバザーへ向けて動き出している。自分ひとり、何もしないでいるわけにもいくまい。

　八葉とロボット研究所に出向いた翌日、高行はバザーの準備が続く部室長屋へまっすぐには行かず、ちょっと寄り道をした。

　数ヶ月前まではほとんど毎日のように通っていた道のりを、懐かしくさえ思いながら歩く。やがて、南一号グラウンドが見えてくる。ナイター設備はもちろんのこと、競技に応じて自在にラインを引くことができる投影式マーキングも完備。全面に舗ほ装そうされた煉れん瓦が色のゴムは衝撃吸収性に優れるばかりか、ナノマシンによる自己修復機能によってコンディションはいつも最高に保たれている。尻しりのポケットに入れた携けい帯たいが、『ここには学園都市内で最高水準の設備が整っていますね』と言った。この携帯、高たか行ゆきがひとりでいる時に限って無駄口を叩たたくことを覚えたらしい。

「そうだな。こうしてみると自分がいかに恵まれていたか、よく分かる」

　グラウンドでは陸上部が練習に精を出していた。

　フィールドを見渡してみるが、高跳びのバーとマットは見当たらない。トラックの隅すみでミニハードルを並べている一年生の女子に、「部長はどこにいる？」と声をかけた。一年生は少し戸惑った表情を見せつつも、「倉庫にいると思います」と教えてくれた。

　彼女にお礼を言ってグラウンドを横切り、立派なクラブハウスに併設された倉庫へ入った。倉庫だけで部室長屋と同等の規模があり、パーテーションで区切られた内部は空調が効いている。格差社会もここに極きわまれりだ。

　陸上部に割り当てられたスペースの前に、灰はい塚づかがいた。

「あ、高行」

「よう。何してんだ？」

「いやあ、急に要り用になった備品があるんだけどさ。モンちゃんがどこにしまい込んだか忘れちゃって。あちこち探してるんだけど。なかなか見つかんないんだよ」

「ふうん……」

　またモンちゃんがおかしな思いつきでもしたのだろうか。五月は大きな競技会や記録会もないので、常に忙しい陸上部も比較的ゆったりとしている。そういう状況も考こう慮りよして、出向いてきたのだが。

「何しに来たの」

　パーテーションの陰から、刃物のような視線が飛んできた。伊い佐さがじいっとこちらを睨にらんでいた。高行はおそるおそる事情を説明した。

　第二科学部が入っている部室長屋が取り壊しの危機にあること。取り壊しを止めるためにはたくさんの署名が必要なこと。今週末にはバザーを開いて、そこで一気に署名を集めようという算段であること。それでも、目標の数に届くかどうかは微び妙みようなラインであること。

　説明しているうちに、伊佐の形の良い眉まゆ毛げがみるみる吊つり上がっていくので、高行の声は尻すぼみになった。伊佐は苛いら立だたしげに足を踏み鳴らして、

「回りくどいわね。それで、私たちにどうしろっていうの？」

「部員とかおまえらの知り合いなんかに、署名してもらえるように頼んでくれないか。ついでに、バザーの宣伝もしてくれると嬉うれしい」

　言っていて、我ながら図々しい頼みである。陸上部時代、高たか行ゆきは陸上部に散々迷惑をかけてきた。何かにつけて他人を見み下くだし、ろくに練習にも参加せず、そのくせ常に出場メンバーに選ばれていた。部員たちには疎うとまれて当然だろうし、伊い佐さが自分を嫌っていることも重々承知している。しかし、他に頼れる人脈がなかったのだから仕方がない。

　伊佐はおでこに手を当てて、細く息を吐はいた。

「……分かったわ。出来る限り、協力してあげる」

　高行は我が耳を疑った。「本当に？」

「ええ……借りもあることだしね」

「借り？　なんのことだ」

「あんたには関係ないわ」

　はらはらと見守っていた灰はい塚づかが「よかったなあ！」と自分のことのように喜んで、高行の肩を思いっ切り叩たたいた。「いてえよ！　ちょっとは加減しろよな！」高行は灰塚の向こう脛ずねを蹴け飛とばしてから、伊佐に礼を言った。「ありがとう。本当に助かる」

「美み月つきと海かい竜りゆう王おう寺じさんのためであって、間違ってもあんたのためじゃないから。そこを勘かん違ちがいしないでよね」

　そう言ってそっぽを向く伊佐の頰ほおは、少しだけ赤くなっていた。

　高行は思った。──灰塚よ、おまえの彼女は時々すごく可愛かわいらしい。




　（2019/05/15）

　バザーの準備は着々と整いつつあった。

　有名観光地の提灯ちようちんがずらりと並べられていたり、五月でなんとなくめでたいものという理由でカラフルな吹流しや鯉こいのぼりか飾られているけれども、近づくものを無む闇やみに不安にさせる混こん沌とんは払ふつ拭しよくされて、人外魔境から人内魔境になったぐらいの変化はあった。

　第二科学部の焼きソバ屋台も徐々に形になりつつある。雨よけの簡易テントが設置され、その下には巨大な鉄板と炭火にも負けない大火力の電気式加熱器が据え付けられている。焼きソバの材料となる生なま麵めんや野菜も手配済みである。

　レシピは香か澄すみさん直じき伝でんだ。高行が試作した焼きソバに感激した八やつ葉はは、この味を忠実に再現するためロボットの改造と調整に余念がない。全長二メートル余りのロボットが高速で野菜を切り刻み、鉄の腕を振るって麵を炒いためる姿は、見せ物としても迫力十分だった。なお、ロボットは『レジンキャスト』の協力で塗装が施ほどこされ、遠目からみると白い厨ちゆう房ぼう服を着た大おお柄がらなコックさんに見えなくもない。

「高行くん、試食してくれるかい？」

　ロボットが紙皿に盛りつけてくれた焼きソバを受け取る。これで三回目の試食である。野菜の切り方や炒め具合は申し分ない。

「ん……味付けはだいぶ良くなってきたんじゃないか。麵めんの蒸らしが若干足りないのが気になるかな。そこが直れば言うことなし」

「なるほど、参考になるよ」八やつ葉はは携けい帯たいにメモを取って、苦笑いを浮かべた。「僕がちょっとでも料理ができたら、調整ももう少し楽なんだけどねえ」

「この機会に練習してみたらどうだ」

「僕は無む駄だなことはしない主義だよ。農家の方々に申し訳が立たない」

「潔いさぎよいのか、諦あきらめが早いのか分からんな。他に手伝うことは？」

「いや、今のところは大丈夫。力仕事が発生したら頼むよ」

　そう言って、八葉は作業に戻っていった。先日も、先月も同じようなシチュエーションがあったような気がする。準備段階はともかく、八葉が作業に取りかかってしまうと、高たか行ゆきができることは少ない。せいぜい、八葉が根を詰めすぎぬよう適度に休きゆう憩けいを取らせるくらいのものだ。

　手持ちぶさたになった高行が、何か仕事はないかと長屋周辺をうろうろしていると、有あり屋やに出くわした。変なポーズをして「ひるだよい」と言うので、高行も同じポーズで「ひるだわい」と応えた。最近流は行やっている挨あい拶さつらしいけれども、どこあたりで流行っているのかは知らない。

「たっきー、お昼はもう食べた？」

「いや、まだだけど」

「これから自治会にバザーを開きますよー、って申請を出しにいくんだけどね。ついでにお昼ご一緒しませんか？　おごっちゃうよっ！」

「ごちになります」

　学生自治会の事務所は高等部のあちこちに点在しているが、最も寄よりの事務所までは自動歩道を乗り継いで十分ほどの距離があった。有屋と並んで、たらたら歩く。歩道の上には左右からハルニレがせり出している。ここ数日の晴天続きで、新緑は塗ったように青々として、春風がむせ返るような緑の匂においを運んでくる。有屋は気持ちよさそうに大きく伸びをして、

「なんだか、たっきーとこうやって話すの久しぶりな気がするよっ」

「有屋がちょっと頑がん張ばりすぎなんだ。どうせ、今日もまた授業サボったんだろ。時間ないのは分かるけど、ほどほどにしないと来月のテストで痛い目見るぞ」

「分かってますよう」

　有屋はぶうと膨ふくれた。「でも、やれるだけのことはやっておきたいんだよ。後からもっと頑張れたかもしれないって後悔するのは嫌いやだもん」

　有屋の頑張りは素直にすごいと思う。しかし、彼女がどうしてこんなに必死になっているのかは疑問だった。運営機構と距離を置きたい八葉や、長屋を追い出されたら行く先のない住民たちとは違う。言ってみれば、一番の新参者なのだ。高行がそう指し摘てきすると、有屋はむむっと唸うなった。ややあって、ひとつひとつ言葉を選ぶようにして言った。

「わたしは頭ごなしに、これをやりなさい、あれはやっちゃ駄目、って言われるのが嫌なだけなんだよっ。自分のことは、自分で決めたいっていうかさ」

　だから、なのだろうか。有あり屋やが自身の適性を無視するように、部活やサークルを選んでいるのは。少し釈然としなかった。

「それにね。わたし、決めたんだ。いままではあちこちフラフラしてたけどね、これを最後にするって。あの長屋を──第二科学部を、わたしの居場所にするって」

　そう言う有屋の目があんまりまっすぐなので、高たか行ゆきはどぎまぎした。灰はい塚づかのような鈍どん感かんを演じるつもりはない。自分の後を追うように、有屋が第二科学部に入部してきた理由を、考えたことがなかったわけではない。

「わたし、その場の勢いでバザーやろうなんて言っちゃったけど。たっきーは、こういうふうに騒がしいの、あんまり好きじゃないよね？」

「別にそんなことはないぞ。正月とか祭りとか、わけもなく浮かれてる雰ふん囲い気きは嫌いじゃない。まあ、そこに自分が参加しているのが、どうも似合わないとは思うけれど」

「そっか……うん。たっきーらしいね」

　有屋は嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。なぜ嬉しそうなのかは分からなかった。

　西に延びる歩道を降りて、北キャンパス行きの歩道に乗り換えて進んでいくと、背後からかすかなモーター音が近づいてきていることに気がついた。なんだと思って振り向くと、そこをパシャリとやられた。動力付きキックボードに乗った鷹たか嘴はし由ゆ真まが、歩道の左側を併走していた。

「やあやあ、たかくん、有屋さん。おひさしゅう」

　にゃはは、と顔のパーツを全部使って笑う。

　首から下げたレトロなカメラ。着崩した制服に派手な柄シャツ。アジアンテイストのアクセサリーという無駄に目立つ服装。学園都市の動く歩道は、人が走るくらいの速度は出ているので、それに併走する由真の短めのスカートは激しく翻ひるがえっているけれども、スパッツを穿はいているので平気らしかった。

「今日は揃そろってどちらにゆかれますのん？」

　白々しいことを言う。ここしばらく見かけていなかった由真が、ここに来て姿を現したのである。これが単なる偶然だと思うほど、高行はおめでたい性格をしていない。しかし、先月の由真の暗躍ぶりを知らない有屋は、止めるまもなく一切の事情を喋しやべってしまった。

「へえ。そんなことになっとったんや。全然知らんかったわ。なんや大変そうやねえ」

　由真はたいへんわざとっぽく感心して、

「よっしゃ、そういうことならウチもひと肌脱がなあきまへんな！　どっか紙面こじ開けて、バザーの宣伝差し込んであげるヨ」

　高行は由真をじろりと見返して、「……何が狙いだ？」

「ひっどいなあ、たかくん。ウチが何部か忘れてへん？　統とう括かつ委員会の横暴に屈することなく立ち向かう学生たち。これを放っておいたら、報道部の名が廃すたるわ」

　有あり屋やは素直に感激して、「ありがとう鷹たか嘴はしさん！」と言って、由ゆ真まと固い握手を交わした。由真は調子良く「かまへんかまへん」と手を振って、

「当日は取材に行きますわ。ほなよろしゅう」

　そう言い残し、さらにスピードを上げて左折し、歩道から離れていった。高たか行ゆきはその後ろ姿とスパッツの尻しりを見送って、呟つぶやいた。

「まったく。得体のしれんやつだ」

「でも、なんだか格好いいよねっ！　我が道を行くって感じで。今度ちゃんと話してみたいな」

「よせよせ。あいつに関わるとろくなことにならん」

　そういう己おのれこそどっぷり由真と関わってしまっていることに、高行は自覚が足りていない。




　（2019/05/19）

　一週間と少しの準備期間は矢のように過ぎ去って、バザー当日の日曜日がやってきた。

　朝方は少し曇くもっていたが、バザーの開始時刻が近づくにつれて、ちらちらと太陽が顔をのぞかせるようになった。この分なら、昼頃には気持ちの良い晴れ間が広がるだろうと思われた。

　構内に充ちた瑞みず々みずしい春の空気の中、開場の午前十時に向けて、長屋住民たちが忙しく動き回っている。楽しげな笑い声や、ふざけ合うような声が聞こえてくるけれども、昨日までとは明らかに違う緊張感のようなものを、高行は肌で感じ取っていた。

　それも無理のない話である。統とう括かつ委員会の退去勧告から、今日までに集まった署名はおよそ二千。このままのペースでは、明日までに六千名分の署名を集めることなど夢のまた夢。

　取り壊しが止められるかどうかは今日のバザーにかかっている。誰もがそれを分かっていて、あえて顔や言葉に出すことなく、いつも通りに振る舞っている。

「それでも、二千という数字は立派だと思うがね」

　八やつ葉はの声が、頭上から降ってくる。

　彼女は朝から焼きソバ製造ロボットの最終調整にかかりきりであった。脚きや立たつに上って天板の上に立ち、ロボットの背中に設もうけられたハッチを開け、そこへ頭を突っ込んでいる。適当に短めなスカートに包まれた尻しりと、そこから伸びる白い太ふと股ももがふらふらと揺れて、たいへん危なっかしい。その後ろ姿を、長屋住民たちが実に興味深いという顔で眺めながら通り過ぎていくけれども、本人はちっとも気付いていない。

「おい。天板に立つと危ないぞ」

　高行が注意するけれども、八葉は「大丈夫大丈夫」と言って聞く耳を持たない。

「僕は正直、千も集まれば良い方だと思っていたのだ。長屋のサークルはどこもよく言えば個性的、悪く言えばキワモノ揃ぞろいだろう。決して、交友関係が広いとは言えないし、サークル会議に所属していない非公認サークルがほとんどだから、そちらからの援助も期待できない」

　サークル会議は学生自治会を構成する組織のひとつで、体育会や文化会に属さないサークルや同好会などの互ご助じよ団体のようなものである。自治会内での権限は決して大きくないけれども、そのぶんだけ仲間意識が強く、人数だけなら他のどの組織よりも多い。

「そういう逆境の中で、二千もの署名を集めることができたのは、各サークルが他人任せにしたりせず、バザーの準備をしつつも、地道に署名活動を続けてきた結果だ。みんな、本当にこの長屋が好きなのだな」

　高たか行ゆきは八やつ葉はの尻しりを見上げて溜ため息いきを吐ついた。「それに引き換え、第二科学部は、有あり屋やひとりで百人分ぐらい集めてきたと。まったく、情けない話だよな」

　八葉は背中のハッチから顔を上げた。

「そんなことを言って。キミも、陸上部に署名を頼みに行ったのだろ？」

「……どうしておまえが知ってるんだ？」

「焼肉へ行った時、伊い佐さくんともアドレスを交換した」こちらを見下ろして意地悪そうに笑う。

「以前のキミなら、古巣にのこのこ出向いて行って頭をさげるなんて真ま似ね、絶対にしなかっただろうに。伊佐くんも驚いていたよ。一体どういう心境の変化だい？」

　そんなことを言われても困る。自分がどう変わったのかなど、自分で分かるはずがないのだった。けれど、自分が本当に変わったのだとすれば、その理由はひとつしかない。

「ん？　僕の顔に何かついてる？」

　八葉はきょとんと首を傾かしげた。高行は憮ぶ然ぜんとして息を吐はいた。

　話題を変えようと思い、ロボットの正面に回って二メートルの高さにある頭部を見上げる。

「もう調整は済んだのか？」

「無論さ。僕がほとんど一から見直した制御ソフト、スピードピークス社製の軍用人工筋肉、そして毎時一万五千キロカロリーの大火力電気加熱機が、パワフルかつパーフェクトな焼きソバ製造を保証するよ」

「どう考えても、焼きソバひとつ作るのに大おお袈げ裟さすぎる」

　高行はげんなりして言った。「こいつ、名前はあるのか？」

「キミはモノに名前を付けるのが好きだねえ。自転車にも名前を付けているタイプだろう」

「うるさいな。ないなら俺が考えるぞ……そうだな。パワフルでパーフェクトだから、Ｐ２ってのはどう？」

「うん。まあ、いいんじゃない。ロボットっぽくて」

「投げやりだな。自分の作ったものに愛着はないのか」

　そこで高行の携けい帯たいが、『マスター、お言葉ですが』と抗議した。『まだ私のパーソナルネームも決めていないにもかかわらず、このような簡易ＡＩしか搭とう載さいされていないような試作機を先に命名されるのは大変遺い憾かんです』

「いや、名前がないと呼ぶのに不便だろ。でも、おまえは俺しか呼ばないわけだから」

『要不要ではなく、道理の問題です』

　抑よく揚ようのない合成音が、どことなく不機嫌そうに聞こえたのは気のせいだろうか。

「これは驚いたな」と八やつ葉はが言った。「キミの携帯に搭とう載さいしたＡＩは、そんじょそこらの普及品とは一線を画する特別製──いわば『成長するＡＩ』だ。しかしこれほど短期間で、ここまで明確な自意識を持つようになるとは。僕の想定を超えている」

　何が驚きに値するのか、高たか行ゆきにはいまいち理解出来ないのだが、

「やはり、キミに携帯を預けたのは正解だったな」

　八葉が嬉うれしそうにしているので、まあよかろうと思う。それから、携帯が論理的に抗議してくるのを無視して、Ｐ２の繊細なマニュピレーターや巨大なタイヤなどを眺めた。

　やがて、ぱたぱたと足音を立てて有あり屋やが駆け寄ってきた。朝から方々で発生するトラブルに忙ぼう殺さつされ、今になってようやく身体が空いたらしい。脚きや立たつのそばに立って八葉を見上げ、

「お疲つかれさまっ！　ごめんね、全然手伝えなくて。まだ何かできることあるかな？」

「遊んでいたわけではないのだから、謝る必要などあるまい。こっちもちょうど最後の調整が済んだところだよ」

「そっか。それでは、お詫わびと言ってはなんですが」

　有屋はジャージのポケットから、ぽこぽことペットボトルを取り出してみせる。味み噌そピーナツサイダー、玉蜀黍とうもろこし天然水、バイオ・ウコンＸなどなど。どこから買ってきたのか知らないが、個性的なチョイスである。

「ひと休みしませんか？」

　八葉は作業用の手袋をはめた手の甲でぐいと頰ほおを拭ぬぐって、

「いいね、お茶をもらおうかな」

「ほいきた」と有屋がペットボトルを、脚立の上の八葉に投げ渡す。

　空中で見事ペットボトルを摑つかみ取った八葉は、しかし次の瞬間、「うぎゅっ！」と踏み潰つぶされたカエルのような悲鳴を上げた。

「せ、背中つった……」

　苦く悶もんの表情を浮かべて身を捩よじる。不安定な脚立の上でそんな体勢をするものだから、当然バランスを崩す。上体がぐらりと後ろに傾いていく。脚立のすぐそばに立っている有屋は、突然のことにまったく反応出来ていない。

　高行は前に飛び出すようにして、Ｐ２の腕の下をくぐり、八葉と地面の間に身体を滑すべり込ませることに成功した。降ってきた八葉の重みにずしんと肋ろつ骨こつが軋きしむ。ミニマムサイズで軽量級の八葉でも、そこに落下速度が加わると、なかなかの破壊力だった。

「……だから危ないって言っただろう」

　高行は痛みを顔に出さないようにして言った。「人の注意を聞かないからだぞ」

「どうして、キミが僕の下にいるの？」八葉は高行の腹の上で、大きな目をぱちくりさせて、「あれぐらいの高さなら落ちても死にはしないのに」

「素直に礼ぐらいいえんのか、おまえは」

　最初からそんなものは期待していないけれど。
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　溜ため息いきを吐ついた高たか行ゆきは、八やつ葉はの頰ほおにオイルの黒い汚れがついているのを見つけて、「顔汚れてるぞ」と手を伸ばした。すると八葉は「顔ぐらい自分で拭ふけるよ」と言って、高行の手から逃げるように立ち上がる。制服の袖そででごしごしとこすった頰が赤くなっていた。

　有あり屋やが起き上がるのに手を貸してくれた。高行の制服についた土汚れをパタパタと払って「うん、怪け我がはなさそう」と言う。それから急にしょんぼりした。

「……ごめん。わたしが近くにいたのに動けなかった」

「気にすんな。有屋が受け止めていたら、それこそ二人とも怪我をしたかもしれない」

「そうだよ、有屋くん。気にする必要はない。まあ、僕はそんなに重くないから怪我はしなかっただろうけれどね」

　八葉はしょげている有屋の頭をなでなでした。

　それから三人並んで一服した。

　ガラクタを片付けて作られた長屋前の広場には、住民たちが準備した出店や展示物がところ狭しと並んでいる。その中でも、第二科学部の焼きソバ屋は異彩を一ひと際きわ放っていた。長屋の中からも、人の走り回る足音や釘を打つ金かな槌づちの音が絶え間なく聞こえてくる。

「最後までバタバタだな」

「こういうのはいくら時間があっても準備万端とはいかないものさ。一週間でよくぞここまでやったものだよ。バザーと言うよりは、サーカスという感じだが」

　突とつ貫かん工事で準備されたバザーは、長屋住民たちがそれぞれ思い思いの方向に個性を爆ばく発はつさせた結果、決して洗せん練れんされているとは言い難がたいものになった。しかし、どこから何が飛び出してくるのか分からない面おも白しろ味には太鼓判を押せる。なにせ準備していた本人たちでさえ、全容を把は握あくしていないのだ。もう後がないという切迫感と、ここまできたらとことん好きなことをしてやろうという高こう揚よう感が綯ない交ぜになって、バザーの開始を待っていた。

「お客さん、たくさん来てくれればいいんだけど」

「ここ数日の有あり屋やくんの働きには目を見張るものがあった。天命を待つに値する人事だった」

「海かい竜りゆう王おう寺じさん……」と有屋は早くも感かん極きわまったように目を潤うるませる。

「なんでおまえが偉えらそうなんだ」と高たか行ゆきは呆あきれた。

「事実を言っているだけさ。きっと上う手まくいく。僕はそう予測するものだよ」




　　　　　　　　　　▼




　結果から言って、八やつ葉はの予測は的中した。

　出足こそ鈍にぶかったものの、日が高くなるにつれて、どこからともなくたくさんの学生が集まってきた。飲食系の出店や、怪しげな展示ブースに順番待ちの列ができるようになると、偶然通りがかった学生たちも足を止め、賑にぎわいはどんどん加速していった。

　正午をすぎる頃には、予想を超える人出にどこもかしこも大忙しで猫の手を借りたい状況であった。第二科学部に限って言えば、焼きソバはＰ２がほぼ全自動で作ってくれたおかげで、署名活動に集中することができた。ここでは有屋の物もの怖おじしない性格が遺い憾かんなく発揮され、同じ時間で高行の三倍の焼きソバを売り、八葉の五倍の署名を集めた。

　遠くまで呼び込みに行っていた有屋が戻ってきて、「統とう括かつ委員会が来たよっ」と言った。ふと見れば、長屋を監視するように黒い制服の一団がいた。

「統括委員会の副委員長というのは、案外暇なのかな」

　八葉が皮肉っぽく言った。

　黒服の一団の中には、寺てら尾おの姿もあった。バザーの盛況ぶりが気に食わないのか、恨めしげな顔でしきりに髪を撫なでつけている。彼の傍らには、宮みや野のが立っていた。寺尾とは対照的に無表情で涼すずしげにしている。眼鏡越しに、理知的な瞳がちらりとこちらを見たような気がした。

　長屋住民と統括委員会の間に、一度険悪な空気が漂ただよいかけたけれども、むこうから何か言ってくるつもりもないようなので、そのままバザーは続けられた。

　午後になっても人出は絶えなかったが、当初の混雑はひと段落した。高行たちは遅めの昼食にもりもり焼きソバを食べた。一息ついてみると、中等部の制服である学ランやセーラー服、大学生とおぼしきお姉さま方、見ていて微ほほ笑えましい小学生のグループなどが、結構な割合で混じっていることに気付く。

　漏もれ聞こえてきた話では、報道部が発行している各種媒ばい体たいで長屋バザーが大きく取り上げられたことが、この予想外の人出につながったらしい。こればかりは由ゆ真まに礼を言わなるまいなと思ったが、由真はいまだ顔を見せていない。呼んでいないのに現れるくせに、こんな時に限って顔を出さない。つくづく、何を考えているのかわからないやつである。

　さてもうひと頑張りするか、と腰を上げたところへ、今度は灰はい塚づかと伊い佐さが顔を出した。灰塚は「やあっ！」と無駄にさわやかだった。有あり屋やは「来てくれたんだねっ！」とはしゃいだ。

　灰塚は大きな段ボールを抱えていた。それを焼きソバ屋台の右隣にどすんと降ろして、

「高たか行ゆき、ここらへん。ちょっと借りてもいいかな？」

「あ？　何をするつもりだ？」

「写真集を販売させていただきたいのですよ」

　首を傾かしげた高行に答えたのは、いつの間にか背後に立っていた男であった。初めてみる顔だ。身長は灰はい塚づかと同じぐらいだがすらりとした体型で、細身のスーツを着ているので、余計に背が高く感じられる。

「私、出版部の松まつヶが崎さきと申します。以後お見知りおきを」

　そう言って松ヶ崎は、高行たちの携けい帯たいに名刺を送ってよこした。名刺では高等部三年ということになっているが、もっと年上に見えるし、高校生と言うよりは秘書か執事といった風ふう体ていである。──それにしても今、写真集とか言ったか？

「このたび、私ども出版部から灰塚さんのファースト写真集『ブルースカイ』を発売させていただくことになりまして。良い機会ですので、こちらで即売会兼サイン会を行わせていただけないかと思いまして」

　有屋は目を丸くして諸手をあげた。

「ええっ!?　本当に!?　きよっちすごいっ！」

　高行は頭を抱えた。「灰塚、気は確か？」

「いやあ。そんなに褒ほめるなよ。てれる」

「褒めてないよ？　俺、褒めてないよ？」

　八やつ葉はがマイペースに食べていた焼きソバを飲み込んでから言った。

「写真集といっても、紙ではないだろう？　何にサインをするの？」

「ほら、これこれ」

　灰塚は持ってきた段ボールから一枚のＴシャツを引っ張り出した。それは陸上部員だけに配られるクラブＴシャツのレプリカであった。

　松ヶ崎は聞いてもいないのに流れるように喋しやべる。

「ここ数年でアイドルや歌手、タレントなどの、いわゆる芸能人という職業はほとんど絶ぜつ滅めつしました。プロとアマチュアの垣根はなくなり、もっと身近な存在である学生タレントがもてはやされる時代がくると、私は確信しております」

「情報距離というやつだね」

　八やつ葉はは言った。「世界中のありとあらゆる情報がリアルタイムで手に入るようになった今、情報の価値は速度でも正確さでもなく、いかに身近で、いかに自分に関係のあるものかという点で判断される。そういう意味で、学生タレントというのはたいへん理にかなっている。なかなか考えたものだ」

「リヴァイアサンからお褒ほめいただくとは。恐れ入ります」松まつヶが崎さきは恭うやうやしく頭を下げた。

　先ほどから、バザーを訪れた学生や長屋住民たちがちらちらとこちらを気にしていた。

　伊い佐さが《女王蜂クインビー》などともてはやされて、ファンクラブまで存在していることは知っていた。しかし、灰はい塚づかもそれに負けないぐらい人気があり、同様にファンクラブも存在しているというのだから、世の中どうかしている。羨うらやましくはないが腹立たしくはある。

「やってもらえばいいじゃない」

　八葉が言った。「良い客寄せになるだろう。ショバ代として僕にも一冊くれるかな」

「あ、海かい竜りゆう王おう寺じさんばっかりずるいっ！」

「おまえらな……」

　もう言葉も出ない高たか行ゆきに、すすっと松まつヶが崎さきが近寄ってきた。

「どうも、竹たけ原はら高行さん。お噂うわさは灰塚さんからかねがね。もしご興味がありましたら、竹原さんも是非写真集を出しませんか？　見たところ、灰塚さんとはまた違った、良い身体をしていらっしゃるようですし」

　そう言って、松ヶ崎氏は舐なめるような眼まな差ざしを向けてきた。なんだかよく分からないが背筋が寒くなった。高行は頰ほおをひきつらせて「遠慮します」と答えた。それから伊佐に訊たずねた。

「伊佐よ、おまえ本当にいいのか？」

　灰塚のこととなると途端に冷静さを失う伊佐のことである。灰塚が見せ物になるような写真集には当然反対であろうと思ったが、

「見せるぐらいなら構わないでしょう。それに、これは嫌らしいものじゃないの。人の生しよう涯がいで最も瑞みず々みずしい瞬間を切り取った、いわば芸術なんだから。芸術はみんなで共有すべきよ」

　伊佐はとうに冷静さを失っていた。親バカならぬ彼女バカであった。まともなやつは俺しかいないのか、と高行は天を呪のろった。

　伊佐は、さっそく灰塚の写真集に見入っている八葉に歩み寄って、

「受け取ってもらいたいものがあるんだけど」

「おや、何かな？」

　伊佐は携帯を開いて、大量の名簿のようなものを表示した。

「長屋取り壊しの反対署名。だいたい千人分あるわ」

「すごいな」さすがに八やつ葉はも驚きよう嘆たんを漏もらした。「いかな陸上部とはいえ、これほど部員はいないだろう。どうやって集めたんだい？」

「仲の良い運動部と陸上系のサークルまで声をかければ、これぐらいは難しくないわよ」

　伊い佐さはこともなげに言う。しかし、そんな簡単な話ではないことは馬ば鹿かでも分かる。短期間で千人分もの署名を集められたのは、体育会の役員も務める伊佐の人望があってこそだろう。

「とても助かるよ。なんと礼を言っていいか」

「言わないわ。私がやりたいことをしただけだから」

　八葉はフッと笑って、「そうかい」と言った。

　伊佐もまた小さく笑って、「ええ、そうよ」と応じる。

　そんな二人のやりとりを見ていた有あり屋やが、小声で言った。「あの二人、何かあったの？」

「いいや。灰はい塚づか、おまえなんか聞いてるか？」

　灰塚は「さあ、なあんにも？」と含みを持たせて微ほほ笑えんで言った。

　灰塚のくせに生意気なっ！　と思ったので、とりあえず向こう臑ずねを蹴け飛とばしておいた。

　それからは、灰塚の写真集即売会に長ちよう蛇だの列（男女比が三対七ぐらいなのが不気味だった）ができ、有屋がかつて所属していたサークルの仲間らしい学生が何組も訪ねてきて署名に協力してくれたりした。いつの間にか統とう括かつ委員会が姿を消しており、フルスピードで焼きソバを作り続けたＰ２が最終的に火を噴いて動かなくなった以外は、とくにこれといったトラブルもなく、盛況のうちにバザーは終了した。

　そして、この日だけでも目標の六千名に迫る数の署名が集まった。

　これは驚くべきことだ。伊佐が持ってきた千人分と灰塚の写真集目当てに集まったファンの署名も大きかったのだろうが、それがなくとも四千人分は堅かったのではないかと思う。事前に集めていた二千人分と合わせて、目標を達成できていたはずである。

　ともあれ、これで長屋の取り壊しに待ったをかけることができる。長屋住民たちはバザーの後に予定されていた後片づけをほっぽり出し、そのまま杯はい盤ばん狼ろう藉ぜきの打ち上げへと突入した。
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　とうに日は沈んだが、バカ騒ぎは飽きることなく続いている。長屋前の広場には、準備期間中に使っていた夜間照明や、窓辺に並べていた提灯ちようちんが持ち出されて煌こう々こうと輝いている。そのぼやぼやとした灯あかりの中を、人影が賑にぎやかに回遊する光景は、地元の夏祭りを彷ほう彿ふつとさせた。

　広場の真ん中に用意された即席のステージでは、昭和アニソン同好会がライブをやっている。大半の長屋住民はステージの周りに集まって、たがが外れたみたいに盛り上がっていた。

　高たか行ゆきは売れ残った出店からタコ焼きをかっぱらってきて、八葉といっしょに食べながら、盛り上がるライブを遠巻きに眺めた。その人混みの中からＴＩＦ代表が出てきた。「お疲つかれさま」と言って、よく冷えたラムネをくれた。

「バザーなんて本当にできるのかと半信半疑だったけど。こんなに上う手まくいくとはね」

　そう言って、ＴＩＦ代表はラムネを美お味いしそうに飲んだ。ＴＩＦは今日のバザーで、古今東西のトイレを網もう羅らした展示を催もよおしており、それを見て興味を持った学生が仮入会してくれたのだという。

　ＴＩＦ代表は大きな影になっている部室長屋を見上げて、

「これほど長屋のみんながひとつになったことも、これほど我々の活動を知ってもらえたことも、今までにはなかったことだ。君たちには本当に感謝しています」

　八やつ葉はが「我々はやるべきことをやっただけだよ。それに、まだ気を抜くのは早い。取り壊しが完全になくなったと決まったわけではないからね」と空気を読まないことを言う。

「こういう時は、どういたしましてと言っておけばいいんだよ」

「そういうものかね？」

「そういうものだ」

「ふむ。難しいな」

　二人のやりとりを聞いていたＴＩＦ代表は愉快そうに笑った。

「海かい竜りゆう王おう寺じさんは、もっと怖い人だと思っていたな」

　八葉はちょっと微び妙みような顔をして、「僕は天使のように優しいよ」と言った。

「じゃあ今度、第二科学部の部室に遊びに行ってもいいかな」

「無論だ。ドアはいつでも開いている」

「ありがとう。今度うちの部室に遊びに来てくれると嬉うれしいよ」

　それじゃ、と言ってＴＩＦ代表は、また人だかりの中に戻っていった。長屋を見上げる彼の目に、きらりと光るものが浮かんでいたのは見間違いであっただろうか。ただトイレを愛するがために石いし持もて追われてきた彼らの苦難と悲哀を慮おもんぱかると、少しばかり鼻の奥がツンとした。あるいはそれは、ＴＩＦ代表の衣服に染み付いた金きん木もく犀せいの香りのためであったかもしれない。

「僕は、勘かん違ちがいをしていたらしい」八葉は不意に言った。

「勘違い？　おまえが？」

「僕は、互いに無関心で干渉し合わない風潮が気に入って、この長屋に部室を構えたつもりでいた。だが、実のところは、僕が一方的に距離を作っていたのだな。ほんの少しだけ勇気を出せば、いつでも彼らと良き隣人になり得たはずだ。今日までそれをしなかったのは僕の臆おく病びようと怠たい惰だのためだよ。情けないことだ」

「……これからは、そうもいかないだろう」

「それもそうだね」

　高たか行ゆきと八葉はしばらく黙って、長屋を見上げていた。

　ややあって、ライブステージの方からわっと賑にぎやかになった。ステージに有あり屋やがよじ登っていた。ボーカルからマイクを渡され、ぐるんぐるん腕を振り回す。バンドメンバーと二言、三言やりとりしてゴリゴリにアレンジした『学園天国』を歌い出した。どういう選曲だと思わなくもなかったが、この際、盛り上がればなんでもいいのだろう。

「おまえは歌わないのか？　実は歌うの好きだろ」

「僕の歌唱力は知っているくせに。それに、みんな楽しんでいるのを邪じや魔ましては悪いからね」

「別に、邪魔にはならんだろう」

「キミこそ、楽しんできたまえよ。こんな時まで僕に付き合わなくていいんだぜ」

「俺はただ、ああいう馬ば鹿か騒ぎが、似合わない気がするだけだ」

「似合わないか。君らしい物言いだな」

　八やつ葉はは愉快そうに笑った。それから軽く目を閉じて、ステージから届いてくる音と光を、身体全体で味わうようにした。そうしている八葉は、風のない海で穏やかな波に揺られているようだった。高たか行ゆきはステージに目を向けて言った。

「しかし、有屋はすっかりなじんでいるな。あの社交性と適応力はどうやったら身につくんだ」

　彼女なら、どこででも、誰とでも、上う手まくやっていけるのだろうなと思う。

「……羨うらやましいのかい？」

　八葉は目を開けて、にゅっと唇の端を曲げた。

「僕らにそういう素質がないことは、分かりきっていることじゃないか。ないものをねだっても始まらない。隣の芝しばを羨む前に、やるべきことがあるだろう」

　自分に言い聞かせるように言って、八葉はラムネに口をつける。

　水色の瓶びんの内側を、濃い青色のビー玉がころころと転がった。
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　（2019/05/20）

　学園都市における大人の最大勢力は運営機構だと述べた。

　それに対するのは学生側の最大勢力・学生自治会だが、その力の差は歴然としている。

　百万学生の代表たる二十一の委員会、体育会、文化会、そしてサークル会議を中心に構成される学生自治会の決定は、そのまま学園都市の意志であると言って過言ではない。規模も権限も、運営機構とはまるでスケールが違っている。学園都市が子供の国と呼ばれる所以ゆえんだ。

　週明けの月曜日。集めた署名を提出するため、ＴＩＦ代表と他数名とともに高等部内にある学生自治会本部まで出向いた。メールでやりとりすれば済むものを、わざわざ直接持ってこさせるあたりがお役所的である。

　白くて大きな自治会本部を見上げて、「立派だねっ！」と有あり屋やが感服したように言った。学園創設時の建築で、部室長屋よりずっと古い建物のはずだが、昨日出来上がったばかりのように真新しく見える。小一時間待たされた後、署名の提出先が課外活動統とう括かつ委員会だと聞かされた。課外活動全般を取り仕切っているのは統括委員会なのだから、当然といえば当然だ。部室長屋を取り壊そうとしているのは運営機構であり、統括委員会はその実行部隊にすぎない。

　理屈では分かっているが、理屈でなんでも片付くなら苦労はない。

　オフィスのような一室で、署名を受け取ったのは宮みや野のであった。彼女は署名にざっと目を通して「確かに」と言った。「こちらの署名は、私が責任を持って、しかるべき処理をします」

　複雑な表情をしている高たか行ゆきたちを一いち瞥べつして、

「確約はできませんが、署名方法や集め方にも問題はないようですし、問題なく受理されるでしょう。その後、役員会議で審議されている間、退去命令は停止されます。役員会の心証を悪くしないよう、審議中はなるべく大人しくしているのが賢明でしょう」

　最後に、彼女は眼鏡に触れて「以上です」と言った。

　ぞろぞろと自治会本部から出てきた長屋住民たちは、しばらく顔を見合わせた後、いきなり猿のような奇声を上げて飛び上がった。

　宮野の言葉は、実質の敗北宣言と受け取ってよいものであった。ハイタッチをする者、肩を抱き合って変な歌を歌うもの、無意味にバク転をする者。それぞれに喜びを表現する。もれなく本部入り口の警備員に「静かに！」と怒られたが、誰ひとり聞く耳を持たなかった。

　そのうち、有屋がひっぱり出され問答無用で胴どう上あげをされた。高行はどさくさに紛まぎれて、有屋の尻しりを触っているものがいないか監視していた。

「胴上げがこんなに恥はずかしいものだったとはっ」

　ようやく解放された有屋は、顔を赤くしつつ、かしこまって言った。

「今だから言うけど、最初はあの長屋があんまり好きになれなかったんです。だって部室は狭いし、雨あま漏もりするし、トイレには変な人が住んでるしっ！」

　ＴＩＦ代表が「すいません」と頭を搔かいて、笑い声が上がった。

「でも、いまは結構気に入ってるかも。だってこんなに面おも白しろい場所、ちょっと他にはないもの。これからどうなるか分からないけど、長屋を守るためにわたしができることなら、なんでもやるつもりです。新参者ですが、これからもよろしくお願いしますっ！」

　有屋の言葉に、目め頭がしらを熱くしている長屋住民も少なくはなかった。灰はい塚づかもそうだが、恥ずかしい台詞せりふを臆おく面めんもなく言えるのは、一種の才能ではないかと思う。

　その後、宮野の忠告通り、審議の結果が出るまでは品行方正を装うこと、先送りにしたバザーの後片づけは各自分担して今週中に終えることを確認した。

　帰りの道すがら、高行の隣を歩きながら有屋は言った。

「統とう括かつ委員会って無愛想で怖いし、あの寺てら尾おって人は、もう声聞いてるだけでイーッ！　ってなるけど、宮みや野のさんは違う気がするね。噓うそはつかない人だと思う」

「どうだかな。人の顔色をよく見てるし、計算尽くで行動するタイプだと俺は思うね」

「またそうやってひねた言い方するんだから」有あり屋やはくすくすと笑った。それからちょっと首を傾かしげて、「海かい竜りゆう王おう寺じさん、結局来なかったけど。大丈夫かなっ？」

　署名提出に自治会本部を訪れた一行の中に、八やつ葉はの姿はなかった。日曜の夜に「少し体調が悪いので月曜日は休むかもしれない」という旨むねのメールが、高たか行ゆきと有屋に届いていた。

「軟弱なやつだ。ちょっと疲れが出たぐらいで休むとは」

「厳しいね、たっきーも。宮野さんと気が合うかもよ」有屋は笑った。「お見舞いに行こうか？」

「あんまり大おお袈げ裟さにしても嫌がるだろ、あいつは」

　あれでプライドだけは秋空のように高いのである。

「後で電話ぐらいはしてやろう。まあ、どうせ明日にはケロッとしているだろうから、そしたら三人で街にでも行くか」

　高行は努めてさりげなく言った。バサーが大成功を収め、長屋の取り壊しも回かい避ひできそうないまこそ、八葉と有屋の距離をぐっと縮める好機である。二人のやりとりにはまだぎこちないところがあるから、ここは自分が一肌脱がねばならないと高行は断じたのである。

「三人で？」

「そう、三人で」

　有屋はしばらくぽけっとした後、目を輝かせて「それはナイスアイディアだねっ」と言った。「流は行やりのお店とか、色々調べてみるっ！」

「うむ、そういうのは任せた」

　高行は頷うなずいた。
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　有屋と別れた後、高行はさっそく八葉に電話をかけることにした。八葉から渡された携けい帯たいは、モノ自体は型落ちの既製品らしくＥＥＧコントロール──いわゆる、手を使わずに操作する機能はついていない。しかし特別製のＡＩが積まれているのだから、高行に代わって電話帳を呼び出すぐらいのことをしてくれてもよさそうなものだが、『ご自分でどうぞ』ときっぱり断られた。

『マスターご自身が実行可能な作業を代行しても、マスターのためにならないと判断します』

「おまえは、俺の母ちゃんか」

『ぜひマスターには出来ないことをお申し付け下さい』

　釈然としないまま、電話帳を呼び出して八葉の番号に電話をかける。スリーコールの後に『やあ、高たか行ゆきくん』と聞こえてきた八やつ葉はの声は、風船をくっつけたみたいにぽわぽわしていた。寝ていたところを起こしたのかもしれない。

「さっき署名を提出してきた。おそらく問題なく受理されるだろうとのことだ」

『そうか。これで少しは落ち着くといいのだが』と八葉は言った。『引っ越しの日が近づくと、家事がおろそかになったり、日頃の生活パターンが乱れたりするだろ。日本人は農耕民族だからね、ひとつの場所にしっかりと腰を据すえていないと駄だ目めなんだね』

「それは分からんではないな」

『問題は統とう括かつ委員会がここからどう動くかだね』

「何か仕掛けてくるってことか？」

『可能性は高い。渾こん身しんの豪速球を、真正面から打ち返されたのだ。次に放ってくるとしたらタチの悪い変化球だろうね』

　とはいえ守備側から手を出すわけにもいかない。結局は後ご手てに回るしかないのだった。

「具合はどうなんだ？」と高行は訊たずねた。

『だいぶ良いよ。明日には全快だ。ひと仕事終えた後に体調を崩すのはいつものことだから』

「その虚弱体質はどうにかした方がいいな。ちょっとは身体を鍛きたえろってんだ」

『なんだい？　心配してくれるの？』

「バザーの片付けがまるっと残ってるだろ。逃げようたってそうはいかん。それにおまえがいなくちゃ、ぶっ壊れたＰ２も片付けられないだろうが」

『ああ、そうだった』と八葉は悔くやしそうな声を出した。『Ｐ２の冷却系に若干の不安要素があることは分かっていた。でも、時間が足りなくて詰められなかったんだよ。面目ない』

　普通の作業であれば複数人で分担すれば済むことだが、八葉の研究は本人にしか理解できない部分が多すぎる。余人はただ見ていることしか出来ず、八葉はほとんど全部の作業をひとりでこなさなければいけない。

『答えは分かっているのだ。そこまでの道筋もはっきりしている。けれど、自分のスペックが足りなくて走り切ることができない。僕は往々にしてそういうことがあるよ。これが、たいへんもどかしいんだなあ』

　そのもどかしさを、高行が理解することは難しかった。想像でさえひどくぼんやりとしている。まず答えを出すことに四苦八苦する凡人とは、問題の次元が違っているのだ。

「まずは体力をつけることだな。朝晩五キロくらい走ってみろ」

『僕は自分に甘いからのう。監督してくれる人がいないと駄目だな』

「……言っておくが。俺は厳しいぞ。特に他人にはな」

　八葉はくつくつと笑って『お手柔らかに頼むよ』と言った。




　（2019/05/21）

　翌日、八やつ葉はの体調がすっかり回復したので、第二科学部の三人で、バスに乗って街に出かけた。特別、何をすると言うわけではなく、中なか河が原わら通りを中心にブラブラとした。「青せい蛙あ書房」で古本を見たり、有あり屋やがよく通っているという雑貨店やスポーツ用品店を巡ったり、双子の移動屋台でクレープを買い食いしたりした。高たか行ゆきは主に荷物持ちに終始していた。

　有屋が特にお気に入りだという「ハートバード」のショップにも立ち寄った。「ハートバード」は新世代のサイクルウェアで一躍有名になったスポーツ系のアパレルブランドで、陸上部にも愛用者が多かったので、高行もかろうじて名前ぐらいは知っていた。

　店内にはそこかしこに立体映像のマネキンが並び、サイクル用品だけではなく、いかにも有屋が好みそうなカラフルなジャージや未来っぽいスニーカーなども取り扱あつかっている。

　高行は適当に店内を物色した。ここではオリジナルＴシャツの製作も請け負っているらしく、デザインだけじゃなく素材にまでこだわることができるあたりがスポーツブランドらしいなと感心した。そこへ有屋が右手に赤色の、左手に黄色のジャージを持って駆け寄ってきて、「ねえねえ。たっきーは、どっちがいいと思う？」と訊たずねてきた。

　来た！　と思った。

　高行の母も買い物に付き合ってやると、必ず同じ台詞せりふを口にしたものだ。こういう場合、本心からの感想を求めているわけではなく、すでに自分の中ではどちらにするか決まっていることが大たい概がいなのである。正解を言い当てられなければ、もれなく機嫌を損ねることになる。

　高行は二着のジャージをじっくり見比べた末、

「こっちの赤のが似合うんじゃない、かな……？」

　有屋はちょっとムッとして「赤じゃなくてスカーレットですっ」と言って、ひらりと身を翻ひるがえした。そんなの知るか、と言いたくなるのをぐっと堪こらえる。有屋は文句を言いつつも、赤色──ではなく、スカーレットのジャージをレジに持っていったので、選択自体は間違っていなかったようだ。やれやれと溜ため息いきをついていたら、店に面した通りが急に騒がしくなった。窓の外を見やると、白いカッパのような衣装を身に纏まとった一団が、ぞろぞろと店先を練ねり歩いていくところだった。その衣装の腕や背中には、赤い実がなった樹木を極端に簡略化したようなシンボルマークが描かれている。

「あの意い匠しようは、光の庭の教団だね」

　いつの間にか隣にいた八葉が呟つぶやいた。「ジーニアス教と言った方が、通りがいいのかな」

　光の庭の教団──彼らはその別名の通り、ジーニアスを信仰の対象としている一団だ。学園には特に信教を制限するような学則もないので、ここ最近じわじわと数を増やしているらしい。どんな活動をしているのか知らないし、興味もないけれど、彼らが騒ぎを起こした、迷惑な勧誘をしていると聞いたことはない。店先を通り過ぎていく連中が、揃そろって夢うつつのような顔をしているように見えるのは、やはり宗教への先入観なのだろうか。

「ふむ。どうも陰気だね。どうせやるなら楽しくやればよかろうに」

　八やつ葉はも似たような感想を抱いたようだった。

「ジーニアス的に、ああいうのはどうなんだ？」

「別に何とも？」

　八葉はそれきり興味を失ったように、陳ちん列れつしてあるサングラスを片かたっ端ぱしから試着し始めた。

「対象を神聖視して、崇あがめ、奉たてまつり、利益を得ようとする。彼らがやっているのは、一種の聖人信仰だ。絶対的に上位の存在を前にした人間の取る行動としてはさして珍しくもないが、宗教に無む頓とん着ちやくな日本人には比較的相性がいいスタイルかもしれないな」

「ふうん……教団っていうぐらいだから、やっぱり教祖がいるのか？」

「さあ、知らない。どうでもいい。僕のところへもたまに講演の依頼なんかが来るよ。いちいち断るのが面倒なくらいで、やたら嚙かみついてくる回帰主義者よりはいくらかマシという程度かな。彼らと密接な関係にあるジーニアスもいるらしいけれど、そんな人物はジーニアスの風上にも置けないね。恥はじを知るべきだ」

　八葉は早口で言う。やはり、あまり気持ちの良いものではないらしい。

「まあ、おまえが聖人ってのは悪い冗じよう談だんだよな」

　八葉はふと笑って「よく分かってるじゃないか」と言った。それからサメみたいなサングラスを選んで、「うん。これにしよ。カッコいい」と、レジへ歩いて行った。

　会計を済ませて「ハートバード」を出ると、すでに日は傾きかけていて、建物や街灯の影が長く伸びていた。バス停に向かって歩き出そうとした高たか行ゆきと八葉を、有あり屋やが呼び止めた。

「もう一軒だけっ！　お茶していかない？」

「構わないよ、僕もちょうど喉のどが渇かわいていたところだ」と八葉は言った。「そういうわけだから、もう少し頑張ってくれたまえ」

　八葉は、買い物で両手が塞ふさがった高行の肩を叩たたいた。「へいへい」と高行は頷うなずいた。

　カフェ「エデン」は夕暮れになってさらに賑にぎわいを見せる表通りから、一本路地を入ったところにあった。有屋がずっと気になっていたというそのカフェは、小さな森のような店構えをしていた。丸っこい外観は、力強く茂しげったツルと背の高い植木に覆おおわれほとんど外壁が見えない。店内にもたくさんの花や観葉植物がところ狭しと飾られ、間接照明のやわらかい光に照らされている。土と水と花の匂においがした。

「……俺には、ちょっとオシャレすぎる気がするな」

「僕も、こういうところにはあんまり来たことがないなあ。雰ふん囲い気きは嫌いじゃないけれど」

　有屋は「こういうのは慣れですよ慣れっ！」と言った。「オシャレな場所で、オシャレにお茶を飲んでいる自分を楽しむわけです。ほら、座ろ。ここはハーブティーがオススメらしいよ」

　一面がガラス張りになったカウンター席に、横並びに座る。お冷やを運んできた店員が、花の妖精みたいな服装をしていて少し驚く。見てみれば、「エデン」の店員はみな、絵本から飛び出してきたようなメルヘンな出いで立ちをしている。

　有あり屋やがハーブティーを注文し、高たか行ゆきと八やつ葉はもそれにならった。やがてガラスのポットに入ってハーブティーが運ばれてくる。椅い子すの上で小さくなりながら、おずおずと口をつけてみると、甘いような、酸すっぱいような、なんとも言えない香りがした。

　それから、しばらく他愛もないことを喋しやべった。ハーブティーについてきた無農薬野菜ケーキはたいへん美お味いしくて、長居していると身も心も健康になってしまいそうな感じがした。

　有屋がガラスの向こうに並んでいる鉢はち植うえに目を留め、「これってアサガオかな？」と言った。

「そうだね、アサガオだ。綺き麗れいに咲いているけど、季節にはまだ早い気もするな」

　そこへ通りがかった木こりのような服装をした店員が、店の裏手に小さな温室があって、店内の花は全部そこで育てたものなのだと教えてくれた。

「アサガオといえば、子供の頃に観察日記つけさせられなかった？　あれってなんでアサガオなんだろ？　ヒマワリとかでもいい気がしない？」

「たぶん発芽して、花が咲いて、最終的に種ができて、という生長の流れが分かりやすいからだろう。単純に、アサガオが丈夫で子供にも育てやすい植物ということもあるかもしれない」

　その丈夫で育てやすい植物を枯らした覚えのある高行は、何も言わずハーブティーを飲んだ。

「あんまりいい思い出がないよ、アサガオには」有屋はガラスを指でコツコツと叩たたく。

「夏休みの間、ほったらかしにして枯らしちゃって、友達の観察日記を写させてもらったんだ。それが後からバレて、クレードルの先生にすごく怒られちゃって」

「ちゃんと育てなかった有屋くんが悪いのでは？」と正論を吐はく八葉。

「そりゃそうだけどさ、誰が育てても生えてくるのはみんな同じアサガオなわけじゃない？　育てる意味ってあるのかなって考えちゃったりして」

「たとえ与えられた種でも、それをどう咲かすかは自分次第だろう。やるべきことをやらないで不平を言うのは子供のすることだ」

　八葉は少し強い口調で言った。有屋はちょっと唇を尖とがらせて、

「それでも、わたしはヒマワリが育ててみたかったな」

「いささか論理的ではないな。世の中、自分で決められること、選べることの方が少ないのだ」

　にわか八葉と有屋が言い合うような雰ふん囲い気きになって、高行は肝きもを冷やした。そこへ店員がお冷やを注ぎに来て、話の流れが途切れたのは幸いだった。木こりグッジョブ、と高行は心の中で賞賛を送りつつ、すかさず精算を頼んだ。「エデン」を出てバス停へと歩く道すがら、八葉と有屋は先ほど言い合いになりかけたことなど忘れたように、おしゃべりの花を咲かせていた。

「灰はい塚づかくんの写真集は見た？」

「もちろんっ。なかなかキワドいショットもありました」

「うむ。鍛きたえ上げられた肉体というのは実に興味深い」

　まったく、女心というのは理解に苦しむ。

　二人の背中と、そこから伸びる影を見ながら歩いていたら、ふと気がついてしまった。

　自分のことを自分で決めることにこだわり、サークルや部活を渡り歩いてきた有あり屋や。

　決定的に与えられた存在であるジーニアスとして、自分の中の答えと向き合っている八やつ葉は。

　二人は、立場も考え方も、まるで正反対なのだった。

　なぜかは分からないけれども、それがとても重大なことであるように思えた。




　（2019/05/22）

　当座の危機をしのぎ、学生自治会の御ご沙さ汰たを待つばかりとなった部室長屋に、しかし不穏な噂うわさが蔓延はびこっていた。バザーが成功に終わった直後から、その噂は徐々に広がり始めていたらしいのだが、そのことを高たか行ゆきが知ったのは、噂が火種になり煙を上げ始めてからであった。

　高行は放課後になると、いつものように部室長屋へ足を運んだ。朝から霧きりのような雨が降っているけれども、天気予報では昼前には止やむらしい。今日こそはのびのびになっていたバザーの片付けをやってしまわないといけない。こういうものは時間が経たてば経つほど億おつ劫くうになるものだ。八葉がぶうぶう言っても聞く耳は持たない。

　高行がそう思って歩いていると、傘を差さずに歩いている八葉の背中を見つけた。

「また風か邪ぜひくぞ」

　高行が追いついて傘を差しかけると、八葉は「雨に濡ぬれる自由もある」と言い、しっとり濡れた髪を撫なでた。

「そうかい。じゃあ好きなだけ雨に打たれるといい」

　高行が傘を引っ込めようとすると、八葉は高行にくっつくようにした。

「うそうそ。普通に忘れただけ」

「無駄な噓うそをつくな」

「冗談が通じない人だな。心に余裕を持ちたまえ」

　野ざらしになって雨に打たれているＰ２の前を通り過ぎて長屋へたどり着く。入り口で傘の雨を払い、廊下を歩いていったら、長屋の二階へ上る階段の前で、なにやら騒ぎが持ち上がっていた。十数人の男たちが二手に分かれ、いまにも殴り合いに発展しそうな剣幕で睨にらみ合っている。塗と料りようで汚れた作業着の男たちは『レジンキャスト』、未来のウェイターのような服装の男たちは『静止軌き道どう』のメンバーに違いなかった。

　そして、彼らの間に挟はさまれて、有屋が必死にその場を収めようとしていた。

　高行は「何事だ」と大きな声で言った。『レジンキャスト』と『静止軌道』の連中は、「おまえには関係ねえからすっこんでろよ」という目でこちらを睨んだ。その視線を無視して駆け寄ると、有屋が「たっきーも止めるの手伝って」と切せつ羽ぱ詰つまったように言った。

「穏やかじゃないね。何があったの」と八葉が首を傾かしげた。

「わたしもいま来たところで……」

　困惑顔の有屋の代わりに、『レジンキャスト』の工場長が「こいつら、裏切りやがったんだ！」と吼ほえた。ぎろぎろした目で『静止軌き道どう』の店長を睨にらみつけ「恥はじを知れ！」と怒鳴る。

　店長も黙ってはいない。生っ白い顔を首まで紅潮させ「だからそれは誤解だと言っているだろう！」と地じ団だん太だを踏む。「少しは人の話を聞け！　このエロ職人ども！」

「なにを！　揃そろいも揃ってモヤシみたいな面つらしやがって。裏切り者の言うことなんぞ、聞く耳持たんわッ！」

「分からず屋！　単細胞！」

「腰抜け！　すっとこどっこい！」

　工場長と店長は互いを口汚く罵ののしり合い、他のメンバーたちも聞くに耐たえない罵ば倒とうの応おう酬しゆうを始める。罵倒語が尽きると、両者はぐいぐいと胸板をぶつけ合う。全面衝突も時間の問題かと思われた。そのとき、工場長と店長の顔面に、おしゃれなスニーカーがばすんと直撃した。

　有あり屋やが階段の踊り場に立っていて、そこから「喧けん嘩かはやめなさいっ！」と子供を叱しかりつけるように言った。それから、おもむろに靴くつ下したを脱いで投げ捨て、続けてジャージの上着を脱いで同じように投げ捨てる。男どもがぽかんと見上げる前で、薄手のタンクトップ姿になった有屋は、「やめないと裸になるよっ！　痴ち漢かんって叫ぶよっ！」と恫どう喝かつした。

　どこをどう押せばそういう結論に至るのか、まったく脈略がない。

　脈略はなかったが効果は覿てき面めんであった。『レジンキャスト』も『静止軌道』も顔を見合わせ、恥はずかしそうにもじもじする。基本的に己の趣味にのみ学生生活を捧げてきた彼らは、今時珍しいぐらいのピュアボーイズであった。
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　高たか行ゆきはすかさず言った。「何があったのか、ちゃんと説明してくれ」

　工場長と店長は渋々と頷うなずいた。

　両者の言い分から主観をさっ引いて要約すると、次のようになる。信じたくないことではあるが、どうも部室長屋の中に課外活動統とう括かつ委員会と内通しているサークルが存在しているらしい。内通サークルは、事が統括委員会の有利に運ぶよう裏から手を貸す見返りに、長屋が取り壊された後、新しい部室をあてがってもらうという姑こ息そくな密約を交わしているというのだ。

　そして、憎き内通サークルのひとつが『静止軌き道どう』であると工場長は主張して譲ゆずらない。店長はその嫌疑はまったくの事実無根であり、『レジンキャスト』こそ長屋に不和をもたらそうとする内通サークルに違いないと切り返す。どちらもたいへん強気だが、どちらもこれといった確証はない。これでは、どこまでいっても平行線だった。

「キミたちの主張は分かった」

　八やつ葉はが言った。「しかし、軽はずみな行動は避けるべきだね。ここで乱らん闘とうでもやらかして、せっかく集めた署名を無為にするつもり？　それこそ統括委員会の思うつぼだよ」

　こう言われてしまっては『レジンキャスト』も『静止軌道』も矛ほこを収める他になかった。両者は納得のいかない顔をしつつも、ぞろぞろと自分たちの部室へ戻っていった。

　ふむ、と八葉は唸うなった。

「今週中には署名の審議結果が出るはずだ。それまで、何事もなければいいのだけれどね……」

　有あり屋やが「ぺくちんっ」とくしゃみをした。五月とは言え、雨の日にタンクトップは寒い。高行は「ほらほら」と言って、スニーカーやジャージを拾い集め、有屋に渡した。

「本当にストリップをやらされたらどうするつもりだったんだ」

「その時は、たっきーが止めに入ってくれるかと思って」

「あー、うん、そうだね」

「あれ!?　止めてくれないの？　たっきーのエロガッパっ！」

　有屋は口をへの字にした。もぞもぞとジャージに袖そでを通しながら、「でも、統括委員会がそんなことをしてるんだとしたら許せないよねっ！」と言った。

「腐っても統括委員会だよ。そう簡単にボロを出したりはしないさ。実際には内通しているサークルなどいなくて、風説を流しているだけという可能性もある。有屋くん、間違っても殴り込みに行ったりしては駄目だよ」

「だからって見て見ぬ振りをしろっていうの？」

「冷静になりたまえと言っている。統括委員会と戦うことが目的じゃないだろう？　長屋を守り切れば、それでいいのだからね」

　有屋はずずっと鼻水を啜すすって黙り込んだ。

　ひっそりとした長屋の廊下に、雨の音だけが聞こえていた。




　　　　　　　　　　▼




　夕方になって雨あま脚あしはさらに強まり、結局バザーの片付けはこの日も延期になった。

　瑞みず穂ほ荘そうに帰った高たか行ゆきは、瑠る璃り垣がきさんの作ってくれた夕飯を食べた後、風呂に入った。

　あれこれと考えごとをしたのでつい長風呂になってしまい、いささかのぼせた。すぐには自室に戻らず、縁えん側がわで少し涼すずんでいくことにした。雨戸を開けるとすでに雨は止やんでいて、青白い夜空を速い速度で雲が流れていた。時折、雲の切れ間から細い月が顔を覗のぞかせた。

　縁側の先は苔たい生しようした小さな庭になっている。先代の寮母である瑞穂さんが大切に育て上げ、瑞穂荘を引き継いだ瑠璃垣さんが毎日欠かさず手入れをしている庭だ。「庭っちゅうのは手のかかる生き物じゃ」と瑠璃垣さんは言う。

「あれこれと世話を焼いてやらんとすぐにへそを曲げる。そこがたいへんカワユイ」

　高行は庭と庭に落ちる雲の影を眺めながら、不穏な空気が漂ただよい始めた部室長屋のことを考えた。互いのことを気遣いながらも、なかなか嚙かみ合わない八やつ葉はと有あり屋やのことを考えた。あんまり考えすぎたので、ようやく冷えてきた頭がまた加熱してしまって、高行は息を吐はいた。

　玄関の戸が開く音がして、続けて「おうい。帰ったぞう」と香か澄すみさんの声が聞こえてきた。身体を倒して廊下の向こうに目をやると、香澄さんが誰かと話していた。

「んじゃ、ちっと待ってろ。すぐに探してくる」

　香澄さんはハイヒールを乱雑に脱ぎ捨てて、階段を上っていく。自室に向かったらしい。誰か連れて帰ってきたのだろうか。首を伸ばして玄関を覗き込んで、高行はぞっとした。

　不気味な男が土間に立って、羽虫の集つどる電球をじっと睨にらんでいた。

　病人のように瘦やせていて、死人のように顔色が悪い。黒い髪を長く伸ばして、春にはまだ肌寒かろうと思われる着流しを纏まとっている姿は、掛かけ軸じくに描かれた幽ゆう霊れいそのものである。

　男は最初から高行の視線に気付いていたように、ゆらりとこちらを見た。長い髪から垣間見える眼まなこは虚うつろで底が知れない。その眼に射い竦すくめられたようになって動けなくなる。

　香澄さんが階段を降りて来るまで、生きた心地がしなかった。男は香澄さんから小さな布包みを受け取ると、足音もなく去って行った。

　男を見送った香澄さんは、ふと高行に気付いて、にやにや笑いながら廊下を歩いてきた。

「ただいま」と言って、高行の頭をぺしりと叩たたく。

「おかえりなさい。いきなり叩かないでください」

「すげえアホ面ヅラしてるもんだからついイラッと」

　つい、で暴力を振るわないで頂きたい。白いブラウスにベージュのパンツスーツという出いで立ちの香澄さんは、「どっこらしょい」と年寄り臭くさいことを言いながら縁側にあぐらをかいた。

　パンツスーツに包まれた尻しりは、この世で最も完成された美のひとつである、と高行は心の中で納得した。

　香か澄すみさんは、ここ何日も瑞みず穂ほ荘そうへ帰ってきていなかった。

　それ自体は珍しいことではないので心配はしていなかったのだが、

「そのほっぺも仕事で、ですか」

　香澄さんの右頰ほおには、切り餅もちのように分厚いガーゼが貼はりつけられていた。少しだけ血が滲にじんでいる。「ライオンとでも戦ったんですか？」と高たか行ゆきは冗じよう談だんめかして言った。

「いや、あればライオンっつーより、サイボーグ化したホッキョクグマって感じだったなあ。さすがにアタシも死ぬかと思ったわ。ビームはやべえっての」

　香澄さんはにこりともせずに言った。この人は、時々冗談なのか本気なのか判断に困ることがある。サイボーグホッキョクグマなんているはずがないので、冗談だとは思うけれど。

「最近調子はどうだよ。ちゃんと青春してんのか？」

「それが、ちょっと立て込んでまして。下へ手たしたら部室がなくなっちゃいそうなんですよ」

　香澄さんは餌えさを見つけた猫みたいに目をギラギラさせた。「なんだよ、面おも白しろそうじゃん」

「まあ……退屈しないという意味では、そうですね」

　高行がひと通りの事情を説明すると、香澄さんは「そりゃあ、面白くもねえ話だな」と納得した。「課外活動委員会──いまは、統とう括かつ委員会っていうんだったか？　あんなのが、まだ幅はばきかせてやがンのか。やっぱし、あんとき跡形もなくぶっ潰つぶしておけばよかったぜ」

　さらりと聞き捨てならないことを言って、香澄さんはぼきぼき指を鳴らした。彼女が高校生だったのはおよそ十年前。それは学園が最も混こん沌とんとしていた時代、課外活動統括委員会が設立された頃にあたる。高行は訊たずねてみた。

「香澄さんが学生の頃って、どんなでしたか？」

「別に。今と大して変わんねえだろ。それなりに愉快で、それなりに煩わずらわしかったよ」

「変わらないってことはないと思いますけど……」

「んー。さっき不景気なツラした男が来てたろ？　あいつ、高校ン時のタメなんだわ」

　不景気とかそういうレベルではなかったような気がする。少なくとも向こう一年は忘れないだろうし、さっそく今晩夢に出てきそうだ。

「あんなのとか、もっとイカれたヤツがうじゃうじゃしてたからな。今よりはちっとバイオレンスだったかもしれん」

　聞いた話では、当時の学生運動は熾し烈れつを極め、それこそ──人死にも、あったという。学園にとっても、学生にとっても、思い出したくないそれらの出来事は、あまり大っぴらに語られることはない。しかし、そういう犠ぎ牲せいがあったからこそ、今日の学生の権利が守られている。香澄さんたちの世代が頑張ってくれなければ、署名など集めてみたところで何にもならなかったかもしれない。そのことは忘れるべきではないと思う。

「俺たちは昔のことなんてほとんど知らないですけど、それでもやっぱり香澄さんたちの続きなんですね。そんで、香澄さんたちも誰かの続きだったわけだ」

「なあにカッコつけてんだ」と香か澄すみさんは高たか行ゆきのこめかみをぐりぐりした。「上から押し付けられたものなんて、後生大事にしてやる必要なんてないんだぞ。いらねえなら捨てっちまえよ」

「そういうわけにはいかないですよ……」

「なんでだよ。おまえ、陸上部やめて、新しい部活に入って、まだひと月かそこらしか経たってないんだろ？　今の部室にそんなに思い入れあんのか？」

　それはどうなのだろう、と高行は自問した。あの長屋にこだわらなければいけない理由が、自分にあるのだろうか。八やつ葉はと有あり屋やのことばかり気にかけて、自分はどうしたいのかを考えていなかったのだと、この時気がついた。

　高行が考え込んでいると、香澄さんはこちらの肩に腕を回して、ぐっと顔を近づけてきた。両手の小指を立てて、「こっちの方はどうなってんだよ？」と下品に言った。

　高行は溜ため息いきをついて、その小指を押し退のける。

「それどころじゃないですよ。長屋の件が片付かないことには」

「おまえが説得すればいいじゃん。面倒臭くさいイザコザに関わるのはやめようぜ、ってさ。なんなら、新しい部室ぐらい、あたしが都合つけてやるぜ？」

「……香澄さんの言うことは極端ですよ」

「おまえが生なま温ぬるいんだよ」

　香澄さんは玩具おもちやに飽きた猫みたいに、高行を突き飛ばした。

「てめえらの時代だ。てめえらの好きにすればいいさ。けどな、大事だと思ってたもんが、後になってみたらクソほども役に立たねえってことはよくあることだぞ。その逆も然しかりだ。そこんとこ見誤るなよ」

　香澄さんは大人っぽいことを言った。

　けれども一体何が大切で、何が不要なのか。それが分かれば苦労はないのだった。

「人生のコツを教えてやるよ」

　香澄さんは嚙かまれたら痛そうな犬歯を剝むき出しにして笑う。

「明日笑える方を今日選べ。昨日のことは気にすんな」




　（2019/05/23）

　次の日も、しとしとと雨が降っていた。一足早く梅つ雨ゆがやってきたような空模様である。高行が部室に行ってみると、誰もいなかった。案の定、天井からぽたぽたと雨あま漏もりしていたので、ＴＩＦから借りてきたバケツを設置する。しばらく読書をして待ってみたが、八葉は自分の知らないところで色々と忙しくしているようだし、有屋は水泳部との掛け持ちである。第二科学部は特に活動日を設定しているわけではないので、たまにはこういう日もあるだろう。それだけのことだ。それだけのことだと思いたい。

　物もの忌いみの最中である部室長屋はブレーカーを落としたみたいに静まり返っている。統とう括かつ委員会が仕掛けてきた分断工作はじわじわと効果を発揮しており、長屋住民たちは互いに監視し合うような状況が続いていた。さあさあという雨の音、本のページをめくる音、雨あま漏もりの雫しずくがバケツに落ちる音。それらの隙すき間まに、疑心暗鬼の足音が聞こえてくるようだった。

『待ちぼうけ、という状況だと判断します』

　携けい帯たいが異なことを言った。

「何を言う。むしろ静かに読書ができて嬉うれしいぐらいだね」

『マスターの英語読解力で、その書しよ籍せきを理解するのは困難ではありませんか？』

　高たか行ゆきの手の中にあるのは、Cormac McCarthyの『All the Pretty Horses』という洋書だ。適当に棚たなから引き抜いただけなので、それ以上のことは分からない。

「これは文章を読むのではなく、文字の配置そのものを楽しむという高こう尚しような趣味なんだよ。おまえごときには分からんだろうが」

『左様ですか。それでは、引き続きごゆっくりとお楽しみください』

「信じていないな。そういう態度に出ると充電してやらんぞ」

　普通の携帯は、学園のいたるところに設置されたチャージスポットから、無線で電力供給を受けているので、基本的に電池切れということは起こらない。だが、高行の携帯は恐ろしく燃費が悪いらしく、チャージスポットからの電力供給だけでは間に合わず、三日に一度は直接充電してやらなければならないのだ。

『その場合、本機は休止モードに移行します。マスターの日常生活に支障を来きたす可能性がありますので推すい奨しようしかねます』

　途端に馬ば鹿からしくなった。携帯相手につまらない意地を張っていてもしょうがないので、高行は本を棚に戻して、狭い部室をうろうろした。

　香か澄すみさんとの会話を思い出す。

　たったひと月ばかり過ごしただけのこの部室が、自分にとってどんな場所なのか。

　好きか嫌いかで言えば、自信を持って前者だと言える。学園生活も二年目になるのに、まだこの街に馴な染じむことができずにいる高行にとって、瑞みず穂ほ荘そうと並んで貴重な場所だ。

　部室の床にごろりんと寝転がってみた。あの日、初めて訪れたこの場所で、いきなり押し倒されたことを昨日のことのように憶えている。『悪魔の眼』を探して大掃除をしたこと。本の地層から発掘される缶コーヒーの味。絶対に面おも白しろいからと無理矢理読まされたエログロ小説。暇ひま潰つぶしに重ねた他愛もない会話。自分でも驚くぐらいよく憶えている。

　そして、その思い出のどれもが、高行ひとりでは経験できなかったものばかりだ。

　この場所が特別なのではなくて、この場所で過ごした時間が特別だったのだろう。あるいは、何をするかさえも重要ではなくて、第二科学部の一員としてこの部室にいることが、今の自分にとって一番大切なことなのかもしれない。

　結局、それだけのことなのだな──と高たか行ゆきは自分の単純さ加減をおかしく思う。

　それからぼんやりと窓の外を眺めた。放置されたバザーの残ざん骸がいが、虚むなしく雨に打たれている。

　十年以上に渡る歴史の中で、この長屋は何度も取り壊しの危機にさらされてきたはずであり、そのたびに当時の学生たちがバザーを開いて、署名を集めて、どうにかこうにか危機を乗り越えてきたのかもしれない。自分たちはその歴史を繰り返しているだけなのかもしれない。そんな妄もう想そうを弄もてあそんだりもした。

　あんまりぼんやりしていたので、部室のドアがノックされていることにすぐには気付かなかった。誰だろうか、と思いつつ高行が「はい」と返事をした。がたがたとドアが開いて、「失礼します」と部室に入ってきたのは統とう括かつ委員会の宮みや野のであった。思わぬ来客に高行は腰を上げた。

「おいおい。あんた、何しに来た」

「お取り込み中でしたか？　であれば、また日を改めますが」

「そういうわけじゃないが……」と高行はもごもご言った。「今どういう状況か分かってるのか？　誰かに見つかったら、きっと騒ぎになる」

「状況は概おおむね把握しています。ですが、私はやましいことなどしていません」

「はいそうですか、と信じてもらえると思うのか」

　宮野は黒目がちな瞳をわずかに揺ゆらして「それもそうですね」と呟つぶやいた。全体的に表情が乏しいので、何を考えているのかは判然としない。入り口に立っていられても迷惑なので、スツールに座るようすすめてみたが「長居するつもりはありません」と断られた。

「竹たけ原はら副部長。海かい竜りゆう王おう寺じ部長は不在ですか」

　そんな呼ばれ方をしたことがないので、少し戸惑う。

「見ての通りだよ。あいつに用があるのなら、悪いけど出直してくれ」

「いいえ」と宮野は首を振った。「今日は忠告に来たのです。寺てら尾おが何か画策しているようです」

「それは、いま噂うわさになっている分断工作のほかに、ということか」

「工作はその準備段階といったところでしょう。まずは外堀を埋めるつもりなのです。寺尾はそういう男です」

「手間のかかることを……」

　高行は憤ふん然ぜんとした。「あんたらも暇じゃないはずだろう。なのに、こんなボロ長屋にこだわるのは、やっぱり八やつ葉はが狙いなのか？　ジーニアスならほかにもいるじゃないか」

「以前から、運営機構は海竜王寺八葉にたびたび接触を繰り返してきました。まだ《特ブ化ラ領ン域チ》を見つけていないとはいえ、彼女の持つ広こう範はんな知識と技術はそれだけ魅力的なものなのでしょう。しかし運営機構は、ずっと停てい滞たいしていた彼女が再び動き出すきっかけになった要素にも注目をしているようです」

　そう言って、宮野は一歩だけこちらに近づいてきた。

「竹原高行──つまり、貴方あなたのことです。運営機構は、海竜王寺八葉と貴方の両方に揺さぶりをかけることで、新たな変化を起こそうとしているのかもしれません。私は末まつ端たんの人間ですので、確証は持てませんが」

　無表情の圧力に、高たか行ゆきはぐっと言葉を詰まらせた。

　こんな状況に陥おちいった原因の一端が、自分にもあるということか。

「もうすぐ署名活動の審議結果が出ます。繰り返しになりますが、ここは大人しくしていた方が懸命です。話はそれだけです。お邪じや魔ましました」

　言葉を詰まらせている高行を尻しり目めに、宮みや野のは部室を出ていこうとする。

　高行は固い唾つばを飲み込んで、辛かろうじて言った。

「そんな大事なことをなぜ俺に喋しやべる？　それこそ、裏切り者だといわれても言い訳できないぞ」

「貴方あなたたちにそれぞれ思うところがあるように、我々も一枚岩ではないということです。単純に、寺てら尾おのやり方が気に食わないということもありますが」

　宮野は「それでは」と言い、今度こそ部室を出ていった。最後の言葉は、無表情で頑がん強きように鎧よろわれた隙すき間まから、少しだけ本心が零こぼれ出したもののように思えた。

　高行は溜ため息いきをついた。ひどく疲れた。追い剝はぎにあったと思ったら、要らない荷物を背負わされたような気分だ。「帰るか」と高行は呟つぶやいた。




　（2019/05/24）

　とうとう、恐れていたことが起きた。このところ部室長屋で頻ひん発ぱつしていたサークル同士のいざこざの最中、怪け我が人にんが出てしまったのである。

　事件が起きた昼下がり、高行と有あり屋やはそれぞれ授業に出ていて、八葉はまだ自宅で寝ていた。たとえ三人が揃そろっていても、止めることができたかどうかは怪しいところだ。

　後にＴＩＦ代表が語ったところによると、『レジンキャスト』と『静止軌き道どう』が、足を踏んだ踏まない程度の些さ細さいなことをきっかけに、廊下で睨にらみ合いを始めた。そこへ長屋の中でもラジカルな志向を持つサークルと、かねてより統とう括かつ委員会との内通を疑われていた穏健派サークルが次々に合流して、睨み合いは身体をぶつけ合う事態へ発展した。ＴＩＦや『スイーツの友』が割って入り「乱暴はいけない！」と諫いさめたけれども、激しい口論の応おう酬しゆうにかき消され、誰の耳にも届かない。混乱が最高潮に達した、その時である。

　ガラスの割れる音が響き、ぱぱっと鮮血が飛び散った。

　誰かが悲鳴を上げた。

　押し合いへし合いの拍子に、数名が窓ガラスへ突入したらしかった。

　すぐさま保健委員会の救急隊が駆けつけ、負傷者に応急処置が施ほどこされた。幸い、大事には至らなかったものの、この事件はすぐに統括委員会ひいては学生自治会の知るところとなった。

　ＴＩＦ代表は悔しげに言った。「すまない。どうすることもできなかった」

「起こるべくして起きたことだ。キミが責任を感じることはないよ」

　八やつ葉はは言った。「タイミングとしては最悪の部類に入るけれどね」

　それだけ混乱した状況では、明確に誰が悪いと判断することはできない。あえて言うなら全員が悪い。怪け我がをした本人にも責任の一端はあろう。集団生活の中では、こういうことがまま起きる。かと言って、お咎とがめなしでは集団生活の規律を守ることができない。

　ここで抜かれるのが伝家の宝刀「連帯責任」である。

　統とう括かつ委員会の寺てら尾お副委員長は、ここぞとばかりに部室長屋の不当性と危険性、そして一刻も早い解散の必要性を上申したようである。それがどれだけ影えい響きようしたのか定かではないが、学生自治会はその日のうちに、先日受理した署名を棄き却きやくとする決定を下した。

　部室長屋は再び取り壊しの危機にさらされることになった。

　長屋住民たちは改めて、週明け二十七日までに長屋を退去するよう言い渡されたのである。




　（2019/05/25）

　土曜日の朝、もそもそ朝食を食べていると有あり屋やからメールが来た。内容は「プール」と一言だけ。高たか行ゆきは「プール？」と返した。すぐに「プール！」と返事が来た。もう面倒臭くさかったので電話した。詰まるところ、彼女が第二科学部と二束の草鞋わらじを履はいている水泳部のプールが一般開放される日なので一緒に行かないか、ということだった。

　こんな時に暢のん気きなことを、と当然思った。

　話したいことがあるのだとしても、単純に気分転換をしたいのだとしても、なぜプールなのだろうか。彼女の本心が読めずに、高行は困惑した。それでも誘いを断らなかったのは、あれだけ苦労をして集めた署名が棄却され、ほとんどチェックメイトされたような状況にあって、次に打つべき手を思い付かなかったからだ。

　高等部にはオールシーズン全天候型の室内プールが、大小含めて十以上存在しているが、体育の授業で水泳を選択するか、水泳系のサークルにでも所属しない限り、ほとんど縁えんがない。高行も利用するのは初めてのことだった。もちろん水着など持っていなかったが、レンタルできるので問題ないそうだ。有屋が待ち合わせの場所に指定したのは、比較的大きな部類に入る三号プールの前だった。水泳部が独占的に使用しているという三号プールは細長いドーム状で、透明の天てん蓋がい部分は開閉式になっている。久しぶりによく晴れた空の下、きらきらと輝いてガラスの繭まゆのようであった。

「今日はお休みのところ、お付き合い頂きましてありがとうございます」

「いえいえこちらこそ、お誘い頂きましてありがとうございます」

　有屋はサイズ大きめのパーカーに、デニムのホットパンツという夏みたいな服装で、もう存在しないプロ野球チームのベースボールキャップを目深にかぶっていた。

「海かい竜りゆう王おう寺じさん、やっぱり来ないって」

　八葉も誘ったのだが、何か考えたいことがあるとか言って断られてしまったらしい。

　高たか行ゆきは仕方のないやつだ、という顔をして、

「あいつは気まぐれだし、協調性に欠けるところがあるから。気にしても仕方がない」

　有あり屋やは少し浮かない表情で「うん」と頷うなずいた。それから気分を切り替えたように、いつもの明るい笑みを見せて「たっきーは泳ぎ得意？」と言った。

「学園に来てからは一度も泳いだことはないな」

　学園には海はもちろん、大きな川もない。八やつ葉はとサメだらけの巨大水すい槽そうにダイビングしたことがあるけれども、高性能なダイビングスーツに頼りきりで、泳いだうちには入るまい。

「人並みには泳げるんだが……あんまり浮かない。というか、泳ぎ続けないと沈む」

「たっきー、それは俗に言うカナヅチじゃない？」

「違う。泳げるんだ。浮かないだけで」

「おかしいなあ。人間、水に浮くようにできてるんだよ？」有屋はぺたぺたと高行の肩や背中に触る。「脂し肪ぼうが少ないから浮力が弱いのかしら」

「なるほど。じゃあ、有屋もあんまり浮力がありそうには見えないな」

　有屋は素早く胸元をガードして「ひどいセクハラっ」と抗議する。

「はて、なんのことだ？」

「瀬せ戸と内うちのイルカと呼ばれたわたしの泳ぎを見たら、そんな口はきけなくなるんだからね」

「ほほう、それは期待しておこう」

　むうっと膨ふくれていた有屋が、高行の背後に目をやって「あ、来た来た」と嬉うれしそうにした。高行は嫌な予感を覚えつつ振り向いた。私服姿の灰はい塚づかと伊い佐さが、こちらへ歩いて来る。

「きよっちとゆりっぺも誘ったんだよ。たくさん署名集めてもらったお礼」

　ばたばたと足音を立てて駆け寄ってきた灰塚は「やあ」と手を上げて、白い歯を見せた。ゆっくり歩いてきた伊佐は有屋に「おはよう」と挨あい拶さつをして、それから高行を睨にらんだ。なぜ睨む。

　陸上部に所属していた頃は、部活後に灰塚とメシに行くぐらいのことはあっても、こんなふうに部活以外で顔を合わせるということはほとんどなかった。退部してからの方が、プライベートでの接点が増えているというのは少し妙な気がした。

「それじゃあ、みんな揃そろったところで。三名様ごあんなーい」

　有屋は野球帽を旗のように振った。三号プールの内部はとても清せい潔けつで無駄なものが一切なく、青と黄色の二色に統一されている。地元にあった市民プールとはまるで違う。

「今日は水泳部の練習もないから貸切だよっ！」と有屋は笑った。

　着替えのために有屋たちと別れる。更衣室を抜けてそのままプールに出られる造りになっているらしい。更衣室に備え付けられていた自動販売機のような機械で、水着やゴーグルなどをほとんどタダみたいな値段でレンタルする。

　さすがに水泳部が利用しているプールだけあって、貸し出される水着も競泳仕様である。驚くぐらいよく伸びる素材で出来ており、着る前は子供服ぐらいのサイズしかなかったのに、いざ着てみるとあつらえたようにぴったりと馴な染じむ。着心地はふつうの水着と変わらないが、水の抵抗を極力減らす表面加工がなされているらしい。その上、ある程度の保温性と耐たい圧あつ性を備え、繊せん維い状の多目的素そ子しが体調管理や消費カロリーの計算までしてくれる高性能水着なのだという。何でも多機能にしたがるのは、学園都市特有の傾向だった。

　水着に着替えていると、灰はい塚づかがちらちらとうかがうようにしてくる。

「なんだよ？」

「高たか行ゆきのサイズはどれぐらいかと気になって」

「気色悪いことを言うな！」

「オレ、どんなことでも高行には負けたくないんだ」

「カッコいいふうに誤ご魔ま化かしてんじゃねえよ」

　高行は灰塚の尻しりに蹴けりを入れて、さっさと更衣室を出た。「置いてくなよお」と灰塚が情なさけない声を出した。プールに入る前には問答無用で冷たいシャワーを浴びせられるものと覚かく悟ごしていたが、三号プールのシャワー室は壁や天井から霧きりのような温水が吹き出す造りになっていて、むしろ心地良いくらいだった。

　白いドアを開けてプールサイドに出た。

「なんじゃこりゃ！」

　灰塚が素すっ頓とん狂きような声を上げた。高行も一時、言葉を失った。

　それほどに三号プールは巨大だった。縦も横も三百メートル以上は確実にある。なんでも必要以上に大きく造るのも、学園都市の頭の悪いところだ。

　この満々と水を湛たたえた三号プールは、壁面が稼働式になっていて、ひと繫つながりにして湖のようにすることも、公式の大会に耐える長水路に仕切ることも自由自在。後から聞いた話では、深さまで変えることができるそうだ。つくづく未来に生きているな、と思う。

　その広大なプールをぐるりと囲むように、観客席も完備されている。ドーム状の天てん蓋がいは単なるガラスではないようで、天蓋を通して降り注ぐ日光はやわらかく、眩まぶしさを感じない。プールの水面も壁際に並んだ観葉植物も、隣に立つ灰塚も、すべてが白く潤うるんでいるように見える。気温はしっとりと汗ばむくらいで、不思議と塩素の匂においはしなかった。

「あー、いらっしゃい！」とプールサイドに寝転がっていた水着姿の男が、こちらに気付いて起き上がる。遠目に見て分かるくらい、色白で肌がつやつやとしていた。

「水泳部の部長やらせてもらってます。三年の広ひろ井いです。美み月つきちゃんから話は聞いてるよー」

　灰塚は首を傾かしげた。「あれ、今日は水泳部は練習ないって有あり屋やが」

「そうなんだけどねー。友達連れてくからプール開けといてって頼まれたから」

「そうなんですか。わざわざすいません。俺は──」

　高行が自己紹介をしようとすると、広井部長は「竹たけ原はらくんだよね。そっちは灰塚くん」と人懐こそうな笑みを浮かべた。

「君たちのことは知ってるよ。有名人だもの」

「はあ……」と二人は顔を見合わせた。

「今日はゆっくりしていってねー」

　広ひろ井い部長が笑うと、首の周りのお肉がぷるぷると震えた。彼は水泳人にしてはちょっと、というかだいぶゆったりとした体型で、高たか行ゆきたちが身につけているのと同じ競泳パンツの上に、たっぷりとお腹の肉がのっかっている。口調も動作もたいへんのんびりとしていた。

　灰はい塚づかが「ジュゴン……」と的確すぎる独り言を呟つぶやいた。高行は吹き出しそうになるのを堪こらえるのに苦労した。

　ジュゴン。海牛目ジュゴン科に属する海かい棲せい哺ほ乳にゆう類るい。体長およそ三メートル、体重五百キロを超える個体も珍しくないが、全体的に丸みを帯びた愛らしい姿をしている。性格は温厚かつ臆おく病びよう。他の生き物と争うことをせず、これと言った取とり柄えもなく、どんなに頑張っても人が歩くほどの速さでしか泳げない。パンダ並みの偏食家で、好物の海かい藻そうがなくなるとあっさり死ぬ。到底、弱肉強食の自然界では生き延びていけそうにない、むしろなぜまだ絶滅していないのか分からない。鳩はとなどより、よほど平和の象徴にふさわしい生き物。それがジュゴンだ。

　なぜ、こんなにジュゴンについて詳しいかというと、以前、八やつ葉はに連れて行かれた水族館で一ひと目め惚ぼれして、色々と調べたからである。

「女性陣が来るまで、準備体操をしていようか」

　広井部長のお手本に合わせて、屈くつ伸しんしたり関節をほぐしたりした。身体を動かすたびに、広井部長の胸や腹がその部分だけ別の生き物のように揺れた。準備体操がひと通り終わっても、女性陣はプールサイドに姿を見せない。

「勇ゆうたち遅いな。何してんだろ」

　灰塚はそわそわした。早く泳ぎたくて仕方ないらしい。ガキか。

「様子見てこようかなあ」

「それはやめとけ」

　高行は即座に言った。あまりにもオチが見え透いている。それに、伊い佐さが相手じゃ『きゃーえっち！』では済まない。プールを血に染めることにもなりかねない。

「待ってなくてもいいんじゃないかな。先に泳いでても怒られないと思うよ」

「あ、それもそっすね」

　灰塚はあっさり納得して、ゴーグルを装着すると律りち儀ぎに飛び込み台からプールに飛び込んだ。ほとんど水しぶきをあげない見事な入水である。灰塚は目を見張るような速さで、五十メートルに仕切られたプールを行ったり来たりした。

「なんであいつは本気で泳いでるんだ……」

「灰塚くんは水泳の才能もあるんじゃないかなー。掛け持ちでもいいから、ぜひうちの部に入ってもらいたいな」

　有あり屋やが水泳部と第二科学部と掛け持ち状態になっているのは、八やつ葉はがそうするように進めたからだ。作業量的に部長よりも多忙になりがちな副部長が、部活を掛け持ちしているというのはあまり聞いたことがない。その上、練習が休みの日に無理を言ってプールを貸してもらうなんて、自分はずいぶん失礼なことをしているのではないかと思った。

　しかし、広ひろ井い部長は「いいんだいいんだ」と赤ちゃんのような手を振る。

「もし、竹たけ原はらくんが美み月つきちゃんのスカウトに応えていれば、今頃水泳部の一員だったわけだからね。第二科学部と水泳部は、もはや兄弟のようなものと言ってよかろうと思う」

「そういうものでしょうか」

　広井部長は言った。「美月ちゃんを水泳部に誘ったのはおれなんだ。彼女には高校に入ってきた頃から目を付けていてね、前に入っていたサークルをやめたって聞いてスカウトした」

　どこかで聞いたような話だ、と思った。

「その時言われたんだ。『わたしは飽きっぽいので、ある日突然やめちゃうかもしれないけど、それでもいいですか』って。本当に飽きっぽいだけの人は、そんなこと言わないよねえ」

　広井部長は笑った。「だから掛け持ちだとしても、うちに残ってくれてるだけでありがたい」

「……有屋が水泳部に入ったのは、いつ頃なんですか？」

「んー。三ヶ月くらい前かなあ」

　入部から三ヶ月足らずの有屋が副部長とは。そんなに水泳部は人材が不足しているのだろうか。高たか行ゆきはいささか呆あきれた。広井部長は眉まゆ毛げをしきりに動かした。

「彼女がすごいのは、発たつ鳥後を濁にごさないどころか、以前所属していたサークルとも仲良くやっているところだよ。あれはもう、人徳みたいなものだね」

　先日のバザーにも、有屋の友人たちがたくさん訪れて、署名に協力して行ってくれた。ただ気まぐれに転々としているだけでは、ああはいかないだろう。有屋は居場所を変えているわけではなく、自分の居場所をどんどん広げていっているのかもしれないな、と高行は思った。

　その時、高行たちが入ってきたのと反対側のドアが開いて、有屋と伊い佐さがプールサイドに入ってくるのが見えた。

　セパレートタイプの水着を着た有屋は、健康的な肌を惜しみなく日光の下にさらしている。ほどよくなだらかな胸から、ぎゅっと締まった腰へのラインは、本当のイルカのようにしなやかである。水泳用のヘアバンドで髪を束ねているのが、いつもと違って新鮮だった。

　有屋に手を引かれるようにして出てきた伊佐は、ワンピースタイプの水着を着ている。普段屋外で運動しているので、陸上のユニフォームの日焼け跡がくっきり残っている。高行ですら羨うらやましいほど高い位置に腰があり、そこから太ふと股もも、脹ふくら脛はぎ、足首へと続いていく脚線美は、ほとんど芸術品の域に達していると言って良い。

　そんな二人が、背中合わせになって柔軟体操を始めるのを眺めつつ、高行は深い感かん慨がいを込めて、「水泳部とは良いものですね」と呟つぶやいた。広井部長も目を細め、「部員数が多かった頃は、男子水泳部と女子水泳部に分かれていたそうだよ。先人たちはさぞ悔しい思いをしたことだろう」としみじみ言った。




　　　　　　　　　　▼




　有あり屋やがプールから上がってきて、雨に濡ぬれた犬みたいにぶるぶると頭を振った。水着と肌の上を水すい滴てきがつるつると滑すべって足下に水たまりを作った。

　高たか行ゆきは無料のドリンクサーバーから持ってきたコーラとスポーツドリンクを有屋の前に差し出して、「どっちがいい？」と訊たずねた。有屋は「ありがと」と言ってコーラを受け取った。

　彼女はプールサイドに座って、膝ひざから下を水につけた。ストローでちゅうちゅうとコーラを飲んだ。高行は有屋の隣に腰を下ろして、

「とても水泳部に入って三ヶ月とは思えないな」

　準備体操を終えて、普通に泳いでいたのはほんの十分ぐらいだっただろう。

　高行は良い機会なので水泳への苦手意識を克服するべく広ひろ井い部長から指導を受けていたのだが、昼飯をかけた「誰が一番長く潜もぐっていられるか」対決に強制参加させられた。あえなく伊い佐さが最初に脱落して敗者は確定したのだが、まったく同時に水面に上がってきた有屋と灰はい塚づかは納なつ得とくせず、四百メートル個人メドレーで真の勝者を決めると言い出した。両者の泳力は拮きつ抗こうしており、最後の五十メートルはまさに抜きつ抜かれつのデッドヒート。高行も手に汗握ってしまった。灰塚がタッチの差で先にゴールしたものの、男女の体力差を考えれば、ほとんど有屋の勝ちと言って良い。形式上の勝者である灰塚は、酸欠で気分を悪くしてそこらに転がっている。ジャンパーなので基本的に持久力は高くないのだ。対して、有屋はけろりとしている。

「瀬せ戸と内うちのイルカは伊だ達てじゃないな」と高行は感心して言った。

「あれはね、ウソです」

　有屋はちろりと舌を出した。「学園に来るまで、お風呂以外で水に入ったことも、思い切り走ったこともなかったから」

　高行が怪け訝げんな顔をすると、有屋は左の胸に手を当てて「ここがね、悪かったんだ」と囁ささやくように言った。「原因はよく分からないんだけど、心臓が膨ふくらんでうまく動かなくなっちゃう病気。身体に負担をかけられないから絶対に運動をしてはダメ！　って言われてたんだよ」

　突然の告白に、高行はうまく反応することができなかった。有屋は続けて言った。

「最初は、二は十た歳ちまで生きられないだろうって言われてた。それが十歳の時に新しい薬が発明されたとかで。それを飲んだら一日で治っちゃった。医学の進歩ってすごいねっ！」

「……そんなの、聞いてないぞ」

「言ってないもの。ちゃんと話したのは、たっきーの他にはゆりっぺだけだよ。お医者さんからは、もう完かん璧ぺき大丈夫って言われてるし、変に心配されるのも嫌だから」

「そうは言うけどな……」

「たっきー、うちのお父さんと同じ顔してる」

　有あり屋やはちょっと不機嫌そうな顔をする。「病気が治って、好きなだけ身体を動かせるのが嬉うれしくて、いままでできなかったスポーツとかレジャーとか、とにかくなんでもやってみようって思ったの。けど、お父さんはあれは駄だ目め、これも駄目ってうるさくって。お父さんにとってわたしは、病気が治っても身体が弱くて大人しくしてなきゃいけない子供のままなんだろうね」

　それは、少し違うのではないかと思う。病気が治ったからこそ、長くは生きられないと言われていた命を拾うことができたからこそ、万が一のことがあってはいけない。

　有屋の父親はそんなふうに考えたのではないか。

　しかしながら、親の心子知らずとは言ったもので、

「このまま地元にいても駄目だと思って、中学に上がる時に学園に転入することにしたの」

「親父さん、よく許してくれたな」

「学園に通わせてくれないなら、一緒にお風呂入ってあげないって言ったら渋々オッケーくれたよ。いまも実家に帰ると、泣きながら引き留められるけど」

　高校生になってまだ父親とお風呂に入っているのか。そっちの方が衝撃的だった。なんだかんだで親子の仲は良好そうなので少し安心する。

「以上、昔話終わり！　まだ話し足りないことがあるけど、続きはまた今度にしよ。つまんない話、聞いてくれてありがとね」

　有屋はかしこまって頭を下げた。

「だいぶ驚かされたけどな。こっちこそ、話してもらってよかったよ」

　やれるだけのことはやっておきたい。やらないで後悔するのは嫌いやだから。

　頭ごなしに言われるのは嫌だ。自分のことは、自分で決めたい。

　有屋の言っていたことが、少しだけ理解できたような気がした。

「海かい竜りゆう王おう寺じさんにも聞いて欲しかったんだけどねー」

「また今度。時間がある時に話してやってくれ」

「うん。そうだね」

　有屋は足を揺ゆらし、ちゃぷちゃぷと音をさせる。どこか遠い目で輝くプールの水面を見つめている。その横顔は、何も考えずにぼんやりしているようでもあるし、何か大変な決意をしているようでもあった。

「ね、覚えてる？」

　ふと有屋は言った。「わたしとたっきーが、初めて逢あった日のこと」




　（2018/09/11）

　学園都市では毎年九月、第一週は幼よう稚ち舎しやと初等部、第二週は中等部、第三週は高等部、第四週は大学部、という具合に時期をずらし、まるまる一ヶ月を通して学園祭が催もよおされる。

　最も盛り上がるのは、企画の自由度が高く、規模もお金のかけ方も段違いで、学園祭全体の締しめくくりとなる大学部の祭りである。しかし、注ぎ込まれる熱量と混こん沌とんの濃度では、高等部のそれも負けてはいない。高校生には中学生にはない行動力があり、大学生にはない若さがある。地獄のような夢の一週間、と誰かが呼んだ。

　去年の学園祭。有あり屋やはサイクリング同好会『ランタンルージュ』の一員として、汗みずくになりながら、ひたすら焼きソバを作っていた。

　三日目のことだ。有屋は調子に乗って焼きソバを作りすぎてしまい、責任を持って売り歩かねばならなくなった。かつて、圧倒的な暴力とうまい飯で高等部を席せつ巻けんしたという伝説の女番長がいた。ランタンルージュに代々伝わる焼きソバのレシピは、その女番長から伝授されたものという触れ込みで、真偽のほどはともかくとして、味は天下一品であった。おかげで、作りすぎた分も順調に売れていったのだが、午後になると腹ペコ学生たちの胃袋も大たい概がい満たされ、冷え切った最後のひとパックが売れ残ってしまった。

　やがて歩き疲れ、声も嗄かれ果てた。有屋は適当な校舎裏に転がり込み、祭りの喧けん噪そうを聞きながら「自分は何をしているのだろう」と思う。普段はそんなこと考えもしないのに、ひとりで何もしないでいると、そんな疑問が浮かぶ時がある。いま、ここにいることが。ランタンルージュの一員として、焼きソバを売り歩いていることが。自分とはまったく無関係な他ひ人と事ごとのように思えてならない。そして、お決まりの不安感が忍び寄ってくる。

　こんなところで、こんなことをしていていいのだろうか。これが本当にしたいことなのか。気付いていないだけで、もっと他に、自分にぴったりとくるような何かがあるのではないか。ランタンルージュには何の不満もないのに。なにもかも、自分の意志で決めたことなのに。

　そんなことを考えてしまう。

　有屋は後頭部を、ごつんと壁にぶつけて、小さく溜ため息いきを吐ついた。

「それ、売りもの？」

　声をかけられるまで、五メートルばかり離れたところに座る少年の存在に気がつかなかった。有屋はびっくりして「うひゃ」と飛び上がった。「いつからそこにっ？」

「あんたが来る前から。それより売ってくれんの、くれないの？」

「ご、五百円になります」

「高いな」

「味は保証しますのでっ」

　ふうん、と少年は呟つぶやいて、受け取った焼きソバをもりもり食べ始めた。うまいともまずいとも言わないが、焼きソバのＣＭの出演オファーが来てもおかしくないほど見事な食べっぷりだった。焼きソバが完売したことにホッとした有屋は、彼が黒に赤のラインが入った陸上部のジャージを着ていることに気がつく。陸上部は、同じ体育会系でも同好会のランタンルージュとはまるで格が違う。部員のほとんどがスポーツ特待生であり、中でも超高校級の実力を持つエース選手には、ファンクラブまで存在しているほどで。校内でも注目度が高かった。

　よくよく見てみれば、少年の顔には覚えがあった。夏休み中に行われた学園都市合同記録会において、一年生にして最高記録を叩たたき出した期待のルーキー。高等部からの転入組で、素性にも謎なぞが多い孤高のハイジャンパー。そんなふうに報道部の校内新聞で記事になっていた。名前をすぐに思い出せないのがもどかしいけれども、才能に恵まれ、またそれを余す所なく発揮している、自分とは住む世界の違う人がいるのだな、と眩まぶしく思ったのは覚えている。

　そんな有名人が目の前で焼きソバを食べている。

　有あり屋やは咄とつ嗟さに「サインくださいっ！」と叫んでいた。

　少年は怪け訝げんそうな顔をして、ごっくんと焼きソバを飲み下し、

「サインって、俺の？」

「ほ、他にいないと思いますが……」

「なんで敬語」

「い、いやなんとなく」

　少年は溜ため息いきをついて、「俺のサインなんて欲しがるやつ、あんたが初めてだよ」と言った。

「けど、書くもんないし。また今度な」

　携けい帯たいのメモ帳にでもいいのだけれど……と有屋は思ったが、あまり無理にお願いするのは気が引けた。ちょっと目付きが悪くて、怖そうな人だし。

　有屋はしばらく少年が焼きソバを食べるのを眺めていた。いまの時間帯、代表的な運動部はみな、南一号グラウンドで開催されている部活対抗戦に参加しているはずである。少年が焼きソバを食べ終わるのを見計らって、どうしてこんなところにひとりでいるのか、と訊たずねてみた。

「どこにいようと俺の勝手だろ。それに、ひとりのが気が楽だ」

「寂しくはないの？」

　言ってしまった後で初対面の相手に、自分は何を言っているのだろうと慌あわてた。

「寂しくなんてない」と少年は不機嫌そうに答える。

「じゃあ、どうして学園祭なのに登校してきたの？　せっかくだしさ、こういう時は、カッコつけてないで、バカになった方が楽しいよ。きっと」

「……かもしれないな」

「な、なんなら、わたしと一緒に回りますっ？　案内するよ？」

　やや考え込むようにして、少年は「やめとく」と首を振った。

「あんまり賑にぎやかなのは、似合わない気がするんだよなあ」

　似合わないんじゃ仕方ないなあ、と有屋は不思議と納得してしまった。

「焼きソバうまかったし。今日はそれだけでいいや」

　少年は投げやりに言って、空を見上げた。その横顔がどこか寂しげで、有屋は胸のあたりがぎゅっとなるのを感じた。一体何を見ているのかしらと思って、少年と同じように空を眺めてみたけれど、ただ抜けるように青い空が広がっているばかりだった。

　残ざん暑しよがねっとりとまとわりつくようだった九月。

　劇的でもなければ、運命的でもない。

　それが、有あり屋や美み月つきと竹たけ原はら高たか行ゆきの出で逢あいだった。




　　　　　　　　　　▼




　散々泳いで遊んで疲れ果てた高行たちはプールから上がった後、併設されているラウンジでひと休みした。有屋は広ひろ井い部長と打ち合わせしたいことがあるとかで、まだラウンジに姿を見せていない。灰はい塚づかは「泳いだらお腹が減った」と言ってホットドッグを大量に購入し、三本目を半分食べたところでうとうとし始め、四本目にかぶりついたところで力尽きた。

　高等部内の飲食施設は、どこも限りなく無人化されており、白いテーブルとイスが整然と並ぶラウンジには、高行たち以外に利用者はいない。

　そういうわけで高行はいま、実質的に伊い佐さと二人きりという状況に置かれている。高行は無む闇やみにアイスティーを消費した。ＢＧＭにどこかで聞いたことのあるピアノ曲が繰り返し流れているので、沈黙が静寂にならないことが救いだった。

「この曲、あんまり好きじゃないのよね」

　伊佐は言った。「なんだか、物悲しい感じがするから」

　高行は驚いた。必要に迫られたわけでもなく、彼女の方から話しかけてくることなど、今までに数えるほどしかなかったからだ。

「これ、なんて曲だっけ？　月の光……？」

「トロイメライでしょ。シューマンの。常識でしょ。それぐらい」

「俺の常識とおまえの常識は別物なんだよ」

「うざい」

「はいすいません」

　八やつ葉はの真ま似ねをしてみたのだが、上う手まくいかなかった。せっかくの言葉の接ぎ穂を途絶えさせまいと、話題を探してみたが、伊佐と共有できる話題は陸上部のことしか思い当たらなかった。

「来月は対抗戦だな、今年は第五でやるんだっけ？　あそこ、すっげー田舎いなかなんだよな」

「それが第五の売りなんでしょ。『克こつ己き・責任・栄えい誉よ』が校是って聞いたけど本当かしら」

「去年、ウチの対抗戦に来た時はすごかったよな」

「むこうの部長、息をするように部員を罵ば倒とうしてたものね。『豚の死し骸がいに湧わいた蛆うじ虫むしにも劣るクソ野郎共、舌を出さずに足を出せっ！』とか、『母ちゃんの股また座ぐらからノコノコ這はい出してきたことを、死ぬほど後悔させてやる』とか。どこでああいう語ご彙いを覚えるのか教えてもらいたいわ」

　伊い佐さにそんなセリフで罵ば倒とうされたら、と想像するだけでゾクゾクしてしまう。

「んで。うちの部長はちゃんとやってるのか？」

「ちょっとは自覚がでてきたみたいだけど。まだまだね。すぐに後輩を甘やかすし。先輩の頼みごとはホイホイ引き受けるし」

「優しい男はモテるらしいぞ。おまえも大変だな」

「優しいんじゃなくて甘いのよ、あれは」

　伊佐はざっくりと言った。灰はい塚づかは先月、高たか行ゆきとの勝負に勝った後、正式に陸上部の部長になった。三年生の引退まではまだずいぶん早かったけれども、反対はなかったようだ。時には部員に厳しく接しなければいけない部長が灰塚に務まるのか不安な気はするけれども、副部長が自分にも他人にも厳しい伊佐であれば、丁度良いくらいだろう。幼稚舎からの付き合いである二人の仲に、高行が口を挟はさむ余地はない。

　伊佐は、静かに寝息を立てる灰塚の髪を撫なでながら「そっちはどうなの？」と言った。

「海かい竜りゆう王おう寺じさんが来なかったのはどうして？　有あり屋やも、いつもと様子が違ったみたいだけど」

「目め敏ざといなあ……」

　高行は部室長屋でちょっとした事件が起き、署名が無効になってしまったことを伝えた。

「申し訳ない。せっかくあんなに署名を集めてもらったのに」

　伊佐は「私に謝ってもしょうがないでしょう」と言って少しも動じなかった。幼稚舎から学園で暮らしている彼女に言わせれば、運営機構の思惑に振り回されて部室を失うぐらいは「珍しくもないこと」なのだという。

「それがいいことだと言ってるんじゃないわよ。私が豆粒くらいの頃のことだから詳しくは知らないけど。十年くらい前はもっとずっと運営機構の影響力が強くて、それは大変だったって聞くから。今はいくらかマシになった方なのよ」

　十年前。それは件くだんの契約書が結ばれた時期と符合する。

「これからどうするの？　月曜には出ていかなきゃいけないんでしょう」

「今のところは、打つ手なしという感じだな」

「情けない」と伊佐は吐はき捨てるように言った。

「どうでもいいけど。有屋を泣かせたら毟むしるわよ」

　ぬう、と高行は唸うなった。どこをどうやって毟るのかは恐ろしくて訊きけなかった。

　伊佐は灰塚ほどでないが、有屋とも長い付き合いがある。同じ陸部活に所属していた高行よりも、有屋の方がずっと伊佐と深いつながりを持っているのだった。

「おまえは知ってたんだな。有屋の病気のこと」

　伊佐は顔を上げて、「いつ？」と言った。

「ついさっき。いまでもちょっと信じられないが」

「そう」と伊佐は頷うなずいて、それから高行を強い目で見た。「あの娘こが病気のことを人に話さないのは、心配されるのが嫌いやだから。身近な人に、腫はれ物に触るみたいに扱われるのが嫌だから。それでも、あんたには話した。その意味をよく考えなさい」

「考えてるさ。でも、難しい」

　有あり屋やはどうして部活やサークルを渡り歩くのか。色々なことがしてみたいから。飽きっぽいから。それだけの理由ではないことぐらい分かっているのだ。

　伊い佐さは大おお袈げ裟さに溜ため息いきをついた。

「あの娘こもいい加減気付けばいいのに。あんたなんて全然大したやつじゃないって」

「まったくその通りだが、なぜおまえに、そんなことを言われなきゃならんのか、まったく意味が分からない」

「教えてあげない。自分で考えなさい」

　伊佐は「先に帰るわ」と言って、灰はい塚づかの頰ほおをぴしゃりと叩たたいた。

「いつまで寝てるの。置いてくわよ」

　灰塚は「バナナは青いのがいい」とむにゃむにゃ言って立ち上がった。伊佐に背中を押されると、半分寝たままふらふら歩いていく。しつけが行き届いているなあ、と高たか行ゆきは感心した。

「美み月つきに今日はありがとうって言っておいて。それから、私たちにできることがあれば、言いなさい。なるだけ手を貸すわ」

「すまんな」

「勘かん違ちがいしないで──」

「有屋と八やつ葉はのため、だろ。分かってる」

　伊佐はふんを鼻を鳴らし、灰塚の背中を押してラウンジを出ていく。そうして歩いていく二人は、高校生カップルというよりは、長年連れ添った熟年夫婦というべきで、それは実際に長い年月を重ねてたどり着いた関係値なのだ。

　八葉と有屋の仲を気にするあまり、高行ひとりで焦あせってしまっていた感はあるかもしれない。あまり気を揉もんでも仕方がない。いまは、部室長屋の取り壊しという目の前の問題に集中するべきだ。香か澄すみさんのおかげで、長屋に対する自分の考えは固まっている。まずは足下を落ち着けてから、時間をかけて少しずつお互いのことを知っていければ良い。

　この段にいたっても、高行はそんなことを考えていた。

　世にある問題は大まかに二種類に分別することができる。時間が解決する問題と、速度が解決する問題だ。いま、目の前にでんでんと鎮ちん座ざする幾いく多たの問題が、すべて後者に属するものであることに、高行は気付いていなかった。

　状況は再び激しく動き出していた。




　（2019/05/26）

　裸電球が風もないのに揺れている。円を描いて揺れる黄色っぽい光の中に浮かび上がる顔は、誰もが皆、討ち入り直前の赤穂あこう浪ろう士しみたいな表情をしている。部室長屋の秘密会議室には、今朝になって緊急召集された主要なメンバーが円座になって揃そろっていた。高たか行ゆきと八やつ葉はは、円座には加わらず、会議室の隅すみで壁に背を預けなりゆきを見守っていた。

「何が始まるんだ？」と高行は呟つぶやいた。

「……見ていれば分かるだろう」八葉は難しい顔をしている。

　やがて、ＴＩＦ代表が極力抑よく揚ようを抑えた声で言った。

「先日、あるサークルが『統とう括かつ委員会と内通していたのは自分たちだ』と名乗り出てくれました。取り壊し後に新しい部室を用意すると持ちかけられ、我々が疑心暗鬼になる噂うわさを流すように言われたそうです。途中で怖くなって、統括委員会とは縁えんを切ったけれども、すでに手遅れだったと聞いています」

『スイーツの友』会長が、青白い顔でうつむいているのが、ちらりと見えた。

「彼らもよくよく反省しています。すぎたことをとやかく言っても始まらないし、お互いを信用できずに仲間割れをしてしまった我々にも責任がある。いまやらなければいけないのは間違っても内ゲバではない。だからそのサークルの名前は、僕が墓場まで持っていくつもりです。異議のある人はいますか」

　誰も何も言わなかった。ＴＩＦ代表は続けた。

「長屋の退去日が明日に迫りました。卑ひ劣れつなる統括委員会のそして黒幕たる運営機構の横暴に対して、我々はいま一度、団結しなければならない。この際、いままでのことは水に流しましょう。トイレだけに」

　誰もくすりともしなかった。『レジンキャスト』工場長も『静止軌き道どう』店長も、神しん妙みような表情で頷うなずくだけだ。ＴＩＦ代表はこほんと咳せき払ばらいをして、

「我々の団結をより強固なものにするために、我らが第三十八・三十九仮設部室棟の自治組織──七七組の設立をここに提案します。異議のある人はいますか」

　部室棟毎ごとに自治組織を作ることは決して珍しいことではない。多くの場合、共有スペースの管理や備品購入のための共益費徴ちよう収しゆうなどが目的だが、この段に至って急きゆう遽きよ設立された七七組の存在意義が、そんな穏やかなものであるとは思えなかった。

　やはり、誰も何も言わず、七七組の設立が信任される。

「続けて、七七組の総長を選出したいと思います。併あわせて、私の推すい薦せんとともに、すでに有あり屋や美み月つきくんが名乗りを上げてくれていることをご報告します」

　思わず「なっ」と声を上げてしまった高行に、一瞬だけ視線が集まった。

「他に立候補する方はいますか？」とＴＩＦ代表は言った。

　十秒待っても、手は上がらなかった。誰かが闇の中から「異議なし！」と言った。立て続けに「異議なし」「賛成」と声が上がる。ＴＩＦ代表は満足げに頷いて、

「では、有屋美月くんを七七組初代総長に任命します。司会進行を代わります」

　ＴＩＦ代表の後ろに控えていた有あり屋やが、電球の明かりの下に膝ひざを進めた。

　有屋は高たか行ゆきが見たこともないような、真剣な表情をしていた。

「ただいま紹介に預かりました有屋美み月つきです。総長という大役を拝命致しましたこと、まことに恐きよう惶こうの至り。及ばずながらみなさんの信任に応えられるよう精進して参る所存でありますので、何なに卒とぞ厚い御支援を頂ちよう戴だいいたしたく存じます」

　一同拍手。有屋は頷うなずいて続ける。「つきまして、ここに七七組第１号議案『部室棟の要よう塞さい化及びバリケードストライキ決行並びにその承認の件』を提案いたします」

　おお、と一同からどよめきが上がった。暗くら闇やみの中で、じわじわと興奮の熱量が高まっていく。

「わたしたちが期日までに長屋を明け渡さなければ、統括委員会が強硬手段に出てくるであろうことは確実です。今まで後手に回ってばかりでしたが、ここで先手を打ち、統括委員会との全面衝突に備える必要があります。要塞化プランと必要経費の詳しよう細さいをお配りしますので──」

　展開についていけず啞あ然ぜんとしていた高行は、隣にいたはずの八やつ葉はがいなくなっていることに気付いて、闇の中に視線をさまよわせる。細く開けたドアから出ていく八葉の後ろ姿を、危あやうく見逃しかけた。高行は八葉を追いかけて、そろりと会議室を出た。細い通路の突き当たりに設置された梯はし子ごを使って、地上に顔を出す。マンホール状の出入り口のそばに八葉がいて、鼠ねずみ色の雲に覆おおわれた曇り空を見上げていた。強い風が吹いて、彼女の髪とスカートを激しく揺らしていた。八葉は空を見上げたまま、

「いつまで人のパンツを眺めてるの」

「不可抗力だ。そんなところに立っているのが悪い」

　高行はマンホールから這はい出して、八葉の隣に並んだ。饒じよう舌ぜつ病の彼女が何も言わず険しい顔をしている。今にも落ちてきそうな曇どん天てんを見上げて、十分ほどもそうしていただろうか。

「キミは有屋くんから何か聞いていたのかい？」

「いや……昨日は何も言っていなかった」

　しかし水面下では長屋住民と共に、七七組の結成について相談を進めていたに違いなかった。

「どうして有屋くんは、僕らに相談もなしにあんなことを決めてしまうんだろう」

　八葉がわしゃわしゃと髪をかき混ぜて、少し苛いら立だったように言った。

「校舎や施し設せつの不当な占せん拠きよは学則で禁止されている。あれではみすみす統括委員会が強硬措置に出る理由を与えることになる。それぐらいのことが、なぜ分からない」

　言わんとすることは分かる。大本命だった署名が棄き却きやくされても、他のすべての正攻法が封じられたわけではない。それらを試さず反則技に出てしまったら、学生自治会からの心証は地に落ちる。八葉の言い分は、どこまでも正論で合理的だ。

「じゃあ、どうすればよかったのかな？」

　振り返ると有屋が立っていた。八葉は振り向かないまま言った。

「少なくとも、長屋に立てこもるなんていうのは愚ぐ策さく中の愚策だ。時間稼かせぎにはなっても、根本的な解決にはならない。むしろ我々の立場を悪くするばかりだよ」

「でも！　何もしなかったら、明日で終わっちゃうんだよ？　……わたし、バカだからさ。たくさんたくさん考えても、他に方法が思いつかなかったんだよ。お願い、海かい竜りゆう王おう寺じさん。他に方法があるなら教えてくれないかな」

　頭を下げる有あり屋やに、八やつ葉はは冷たくさえ聞こえる声で言った。「キミは今、正常な判断力を失っている。そんな状態では話せることはないよ。それに、時間がないというのは事実だからね。キミたちが時間を稼いでくれることは、僕に都合の悪いことばかりではない」

　高たか行ゆきは堪たまらず割って入った。「おまえ、何怒ってんだ。もっと言い方ってもんがあるだろ」

　八葉は鼻で笑った。「怒って何かが解決するのなら、いくらでも怒ってみせよう。だが、いまはその必要性を感じない。僕は無駄なことはしない主義だ。第二科学部は部員の意思を尊重する。有屋くんは有屋くんの思うようにやりたまえ。僕は僕の思うようにやるよ」

　そう言って風を切って歩き出す。高行が「どこ行くんだ！」と訊たずねると、「帰ってピザ食って花摘んで寝る！」と怒鳴るように答えた。「歯を磨けよ、歯を！」と高行は怒鳴り返した。

　ずんずん歩いて行く八葉の後ろ姿を睨にらんでいると、有屋は困ったような顔で微ほほ笑えんだ。

「たっきーは、海竜王寺さんについていてあげて」

「しかし、だな……」

「女の子をひとりにしてはいけません」有屋は遮るように言った。

「ここはわたしたちが守るから、たっきーたちは一発逆転の方法を探してっ」

　高行は「分かった」と頷うなずいた。

「頑張ってね、たっきー」

「任せろ。有屋も無茶するなよ」













　　　　　　　４







　（2019/05/27）

　翌月曜日、高行は朝早くに起きて、瑠る璃り垣がきさんも起き出してこないうちに瑞みず穂ほ荘そうを出た。だいぶ日は長くなって、外はもう明るかったが、朝の空気はまだ冷たくて、こめかみがキリキリと痛む。高等部へと続く心臓破りの坂道を上っていくと、鳥の鳴く声が聞こえていた。

　五番ゲートをくぐり、人のいない構内を進む。体育館を回り込むと部室長屋が見えてくる。その様相は一変していた。一階の窓という窓には木の板がうちつけられ、主要な出入り口は土ど囊のうやガラクタ、鉄パイプなどで組まれたバリケードで封鎖されている。屋根には「七七組」と書かれた旗が掲かかげられていた。すでに、かなりの人数が泊まり込んでいるらしく、二階の窓にかけた梯はし子ごから大量の食料を運び込んでいる最中だった。この騒々しさはバザーの準備をしていた時に似ているけれども、動き回っている長屋住民たちの表情は固く、空気はぴんと張り詰めている。部室長屋の正面に回ると、バザーの打ち上げで急きゆう遽きよ作られ、そのまま放置された仮設ステージが見えてくる。その片隅に、八やつ葉はがぽつんと座っていた。難しい顔をして長屋を見つけ、組んだ足を小刻みに動かしていた。ありゃ相当イライラしているなあ、と一目で分かる。

　高行に気がつくと、険のある表情をいくらか緩ゆるやかにして、

「キミも様子を見に来たのだね」

「そういうおまえこそ、有あり屋やには好きにしろと言っておいて、本当は心配なんじゃないか」

「そりゃあそうだ。籠ろう城じようすると決めたなら、出来る限り踏ん張ってもらわなくては。昨日の今日で落城されたのでは僕が困るのだよ」

　素直じゃないやつめ、と思いながら高行は彼女のかたわらに座った。その位置からは、長屋全体を見渡すことができた。

「飲むかい？」と八葉が缶コーヒーを差し出してきた。「もらう」と言って受け取ると、冷たくもなく温かくもなく、微妙な温度だった。「ふところで温めておいたよ」と八葉は得意げに言った。草鞋わらじじゃないのだから、余計なことをしないで欲しい。

「部室から二本だけ持ってきた。しばらく飲み納めだな」

　そんなふうに言われると、飲み慣れた甘ったるさにも感かん慨がいがないわけではない。それからは特に言葉を交わすこともなく、ゆっくり時間が過ぎていった。高行は部室長屋を眺めたり、ぷらぷらと足を揺らす八葉の丸くて白い膝ひざを眺めたりした。

　やがて、一限目の始業のチャイムと同時に課外活動統とう括かつ委員会がやってきた。寺てら尾おと宮みや野のを含めて十人程度と、意外に小勢である。彼らは要よう塞さい化された長屋の威い容ようにも臆おくすることなく進み、バリケードで封鎖された正面入り口の前で立ち止まった。

　長屋からわらわらと人が出てくる。その中には、有あり屋やの姿もあった、寺尾は少し及び腰になって有屋を睨にらんでいる。何か言葉を交わしているようだが、ここまでは聞こえてこない。それをもどかしく思っていると、八葉が眼鏡を取り出して、

「ちゃちなやつだが、集音マイクを仕込んであるんだ。君も聞くといい」と言って、高行にすり寄ってくる。頰ほおがふれあうような距離にある八葉の横顔や、ふわりと漂ただよってくる髪の匂においや、ぴったり密着している胸や足などに、大いに心を乱されつつも高行は耳を澄ました。

　眼鏡のツルの部分から、ノイズに混じって声が聞こえてくる。

「──では、素直に退去するつもりはないということだな」寺尾の声。

「さっきからそう言ってるでしょ！」これは有屋の声。

「それは、学生自治会の決定に逆らうと言うことになるが承知の上だろうな」

「そうさせてるのは、おまえたちだろうが！」野太い声は『レジンキャスト』工場長だろう。

「おやおや。君は勘かん違ちがいをしているようだが、私だってこんな暴力的なことは不本意なのだ。しかし、くだらない内輪揉もめをして、せっかく集まった善意の署名を無為にしたのは君たちではないか。これが自業自得でなくてなんだというのだ」

「よくもまあそんなことが言えるなっ！　あんな卑ひ怯きようなことをしておいて！」

『静止軌き道どう』店長が声を荒げるが、寺てら尾おは意に介さない。

「一体なんの話をしているのだ？　くだらない言いがかりはやめてもらおう。言いたいことがあるのなら、しかるべき場所に訴え出ればいい。無論、確固たる証拠があればの話だが」

「こ──このゆで卵っ！　そこになおれ！」

　有あり屋やは堪かん忍にん袋ぶくろの緒を切断し、寺尾に摑つかみかかろうとしたが、長屋住民たちがぎりぎりのところで引き留めた。八やつ葉はが「有屋くんはヒヤヒヤさせてくれるなあ」と呟つぶやく。

　寺尾は乱れた前髪をしきりに撫なでつけて、

「言葉で勝てなければ、暴力に訴えるか。まったく程度が知れるな」

　そこへ、宮みや野のの声が割り込んでくる。

「明後日二十九日までの猶ゆう予よを与えます。それまでに部室棟を退去してください」

　有屋は犬のように唸うなって、「嫌だと言ったら？」

「学生自治会からは、すでに強制排はい除じよの許可が下りています。ですが、器物破損や怪け我が人にんが出ることはなるべく避けたいと私は思っています」

　宮野の声はぞっとするほど冷れい徹てつであった。有屋もさすがに怖おじ気けづいたように言葉を詰まらせた。八葉がふっと薄ら笑いを浮かべ「寺尾副委員長よりも、彼女の方がずっと切れ者だな」と言った。「強制執しつ行こうの許可があるなら、いますぐ実力行使に出ても良いはずだ。しかし、あえてそうしないことで、自分たちは情けをかけたが、相手が考えを変えなかったので仕方なく──という体てい裁さいが整う。こうなっては、情に訴えて自治会の決定を覆くつがえすことは難しいだろう」

「そこまで考えてるのか……」

　有屋も八葉も、方向性は違うが宮野のことを敵ながら評価しているようだった。

　恐るべし宮野真ま琴こと。

　そうして、統括委員会と七七組の対話は、お互い一ミリメートルも譲ることなく終了した。統括委員会は踵きびすを返し悠ゆう然ぜんと歩み去る。七七組の恨めしげな視線を背中に浴びて、寺尾は愉快そうに高笑いをした。

　八葉は眼鏡を外してステージから飛び降りた。スカートをひらめかせて高たか行ゆきを振り仰ぐ。

「さて、残された時間は多くない。僕らも行動を開始しよう」

　珍しく研究以外のことにやる気を漲みなぎらせて、彼女は言った。
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　統とう括かつ委員会が去った後、高たか行ゆきと八やつ葉ははカフェ「エデン」に移動した。妙に迫力のあるクマの着ぐるみを着た店員に案内され、店の奥の丸太から削けずりだしたようなテーブルについた。

　テーブルの上ではハーブティーの注がれたカップが香り高い湯気を立てている。八葉はハーブティーに手をつけず携けい帯たいを開く。表示されたのは、事の発ほつ端たんとなったあの契約書である。

「署名が棄き却きやくされた後、悪あがきのつもりで契約書をもう一度子し細さいに調べてみた。残念ながら状況をひっくり返せるような契約の穴は見つからなかったが、代わりに別の穴を見つけた」

「なに……？」

「この契約書に施ほどこされた署名機能とタイムスタンプ・プロトコルに、致命的なセキュリティホールを発見した。なにせ十年も前のものだから、無理はないけれどね」

「それは、つまり、改かい竄ざんされてるってことか……？」

　考えてみれば、たとえ十年前の混乱期に結ばれたものだとはいえ、この契約書はあまりにも学生側に不利な内容ではないか。

　鹿か児ご島しまの情報によると、統括委員会が持ち出してきた契約書は、何者かによって運営機構にリークされたのだという。誰がどの時点で、という疑問はさておいても、高行たちが目にする以前に、運営機構が有利になるよう手を加えられていた可能性は大いにあり得る。

「もっとも改竄されていたとして、その証拠まで消されてしまっているから、本当のところは分からないけれどね」

「なんだよ。それじゃあ駄目じゃないか……」

　高行は一気に脱力して、椅い子すの背もたれに身を預けた。八葉はにっと笑う。

「忘れたのかい？　この契約書はコピーのコピーのコピーみたいなものだが、本来は運営機構側と学生側で、それぞれオリジナルデータを保管していたはずなのだ」

　高行は前のめりになった。「そうか。改竄されていないオリジナルデータを探し出して、突き合わせれば──いや、ちょっと待て、やっぱり駄目だ」

　にわかに興奮しかけた高行を、鼻をくすぐるハーブの香りが冷静にさせた。

「そんなもの、一体どうやって探すつもりだ。運営機構のサーバーにもオリジナルは残っていなかったんだろ？　持っている可能性があるとしたら、契約を結んだ当時の学生だけど。みんなとっくに卒業してる」

「僕を誰だと思っている。抜かりはないよ」八葉は傲ごう然ぜんと言った。「そういう人探しにうってつけの知り合いがいてね。すでに関係者の消息を追ってもらっている」

「そんな探偵みたいなやつがいるのか。ずいぶん手回しがいいな」

「どうして僕がプールへ行こうという有あり屋やくんの誘いを断ったと思っているの？　まさか、ひとり引きこもっていじけていたとでも？」

　やや図星であったので、高行はむぐと唸うなった。八葉は「見くびってもらっては困るな」と言って前髪を払った。それからきょろきょろとして、

「さて、彼女とはここで待ち合わせることになっているのだが」

　彼女と言うことは女探偵なのか、と高たか行ゆきも店内を見回したが、それらしい人物は見当たらない。そこへミツバチみたいな格好をした店員が「お冷やのおかわりはいかがですか？」と近づいてきた。八やつ葉はは店員の顔を見て「おや」と言った。高行は「出たっ！」と悲鳴を上げた。

「嫌いややなあ、そない人をユーレイみたいに」

　鷹たか嘴はし由ゆ真まは木製のトレイをくるくる回して、にゃはははと笑った。
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　由真は野菜ケーキや高級ハーブティーなどを注文した。なぜ「エデン」の店員に扮ふんしていたのかといえば、「フツーに出てきてもおもろないやん」と、大した意図があったわけでないらしい。トマトのケーキをむしゃむしゃやりながら、由真は八葉に渡したデータを指して、

「それが契約書を結んだ当時、長屋に入ってたサークルとそのメンバーのリスト。ほとんどは学園都市を出てるか、あるいは消息不明やけど。いまも何人か学園に残ってる先輩方がいるみたいネ。とりあえずそっから当たってみたらええんとちゃう？」

「ああ、そうしてみよう。これで少し希望が出てきた」

　八葉は携帯を閉じて言った。
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「まだ報ほう酬しゆうの話をしていなかったね。どんなものでも財布と倫理が許す限りは応える約束だ」

「ウチと海かい竜りゆう王おう寺じさんの仲やん。そんなん、いらへんよ。ただし、事の顚てん末まつはちゃんと教えてや。統とう括かつ委員会、ひいては運営機構が契約書に手を加えてたってことが事実なら、それだけで大スクープやもん」

「おまえ……どういうつもりだ？」

　高たか行ゆきは唸うなった。先月、海竜王寺の自宅を訪ねるために由ゆ真まの力を借りた。その時も由真は見返りを求めなかった。しかし、高行が支払えるもの以上の何かを、彼女は手に入れているはずだ。こいつは友情とか善意とか、そういう尊とうといものからは極きわめて縁遠い女なのである。

　高行はここぞとばかりに言い募つのった。

「第一、おかしいじゃないか。スクープが報酬代わりだというが、関係者のリストは手元にあるんだ。おまえが自分で探せばいい。俺たちにその情報を渡す必要はないはずだ」

「なんや疑り深いなあ。たかくん、いつからそんなんなってん？　前は素直でいい子やったのに。ウチは悲しいワ」由真はクリームのついたフォークをぺろりと舐なめて、「あんな？　ウチかて暇ひまやないし、モノになるかも怪あやしいネタにそない時間は割けへん。それに、統括委員会に探り入れるのは、それなりにリスクもあるワケ。下へ手たに睨にらまれたら色々と動きにくくなるし、突っ込んでみて何もありませんでしたじゃ堪たまらんのヨ」

　ご理解いただけるかしら、と由真はしなを作った。到底納なつ得とくがいかない高行だったが、八やつ葉はに「まあまあ落ち着きたまえ。はい、あーん」とゴボウのパウンドケーキを口に押し込められて、それ以上の言葉を封じられた。

「鷹たか嘴はしくん。キミの申し出はありがたいが、タダというのはいけない。資本主義社会においてタダより高くつくものはないからね？　ここの払いは僕が持とう。これで手打ちだ。後から追加請求というのはナシだよ」

「そんで気が済むんならご自由にドーゾ。あ、ロールケーキも頼んじゃお。カブのロールケーキやって。どんなのが来るんやろ」

　八葉のおごりであるのをよいことに、由真はケーキやクッキー、シャーベットなどを大量に追加注文した。それらを一口ずつ摘つまんで満足すると、「後は、たかくんが残さず食べてね」と言い残して、カフェを出ていった。

　高行がやけくそになって野菜スイーツに食らいついていると、八葉は苦笑して言った。

「悪かったよ。キミに相談しないで、由真嬢にコンタクトを取ったことは謝ろう」

「時間がないのは分かる。だがな……」

　それでもやはり、安易に由真を頼ったのは八葉にあるまじき浅せん慮りよであろう。少なくとも普段の八葉であれば、もっと慎重な手を打っていたはずだ。見た目は普段通りにしているが、もしかすると内心では相当焦あせっているのかもしれない。

　八葉はカボチャのパイをざくざくと徒いたずらに切り崩しながら、言い訳のように呟つぶやいた。

「キミの危き惧ぐは承知しているつもりだよ。たしかに由ゆ真ま嬢はあんまりにも怪しすぎる。だが、避けてばかりいても彼女の正体は摑つかめないのではないかな？　それに、僕は多少の犠ぎ牲せいを払ってでも、あの長屋を守る覚悟がある」

　長屋の取り壊しがどうにも免まぬがれないという状況になれば、八やつ葉はは見切りをつけて、身を隠すつもりだろうと思っていた。実際、本人もそのようなことを言っていたはずだが、いつの間に宗しゆう旨し替えをしたのだろう。やはり有あり屋やの行動が影響しているのだろうか。

　八葉も有屋も、やり方は違えど長屋を守りたいという気持ちは変わらない。

　であれば、二人が分かりあえないはずがないのだけれど。

　高たか行ゆきはニンジンのシャーベットをごくんと飲み込んで、

「そう思うなら、ちょっとは食べるの手伝え」

「それは無理。僕、野菜嫌いだもん」




　　　　　　　　　　▼




　学園では、入学時に学生ひとりひとりへ専用の携けい帯たいが支給される。携帯は財布や学生証などの機能を兼ね備えたツールというだけでなく、電子化の進んだ学園では欠かすことのできない記憶媒ばい体たいとしての側面を持っている。

　携帯は個人情報パーソナルデータと先端技術の塊かたまりであるという理由から、帰省などの一時外出の際には機能の大部分にロックがかけられるし、卒業して学園を出ていく際にはすべてのデータを削さく除じよした上で、携帯そのものも返却する決まりになっている。学園のサーバーにもなかった以上、オリジナルの契約書が残っている可能性があるのは、当時の契約書締てい結けつに関わった学生で、なおかつ卒業後も学園都市にとどまっている人物の携帯の中、ということになる。

　その点、由真が調べ上げたリストは悔しいが正確だった。研究者や教師として学園に残った当時の学生の、現在の職場がきっちり調べられていたばかりか、訪ねて回るのにタイムロスが極力少なくなるよう工夫されたソートがしてあった。細やかな気遣いが嬉うれしい、まさにプロの仕事である。契約書の捜そう索さくが難航したのには、別の理由があった。前衛芸術の失敗作のような外観の宇宙建築研究所から出てきたところで、高行は溜ため息いきを吐ついた。

「これで五人目か……」

　当時、『岡おか本もと太た郎ろう研究会』の会長だった男子学生は、いまこの研究所の所長になっており、八葉の名前を出すと喜んで面会に応じてくれた。彼は部室長屋がまだ残っていることに驚き、長屋が取り壊しの危機にあることを知ると、ぜひ協力したいと言い、当時の写真や活動日誌など手がかりになりそうなデータを惜おしみなく渡してくれた。しかし──

「予想外だったな。《大停電》の影響がここまで大きいとは」

　リストにバツ印をつけて、八葉も溜息を吐いた。

《大停電》──それは七年前、学園を襲った大異変。まるで電気を食べる怪獣が出現したかのように、自家発電を含む学園中のあらゆる電力供給が停止し、パニック状態に陥おちいった。原因は今に至るも不明。テロ攻撃であったとも、ジーニアス禍かであったともいわれている。まったく電気を使えない状況が長期間に渡って続き、ようやく復旧した時には、ありとあらゆる記憶媒ばい体たいのデータが著いちじるしく破損していた。それは個人の携けい帯たいも例外ではない。この事件を教訓に、より強固なバックアップ体制が構築され、携帯のチャージスポットも整備されたわけだが。

　研究所所長は《大停電》で携帯を破損しており、その際に契約書も消滅してしまったそうだ。ここまでの四人も、同じような理由で契約書を持ってはいなかった。

　空はすでに夕暮れの色を帯びてきている。今日は、回れるとしてもあと一件がいいところだろう。「次はどこに行くんだ？　あんまり遠いと、日が暮れちまうぞ」

「待ちたまえ。今調べているから……おっと」

　リストを開いていた八やつ葉はは、ふと意味ありげな笑みを浮かべた。「こういう時、カリンティの『鎖』を思い出すよ。僕らの生きている世界はなんて狭いものだろう、とね」

　高たか行ゆきは横からリストを覗のぞき込んで、

「あれ。この名前、どっかで……」

「高行くん、普通こんな個性的な名前、一度聞いたらそうそう忘れないよ」

　八葉は呆あきれたように言った。「──雲母きらら坂ざか文あや香か。覚えていないのかい？」

　そう言われて、高行はようやく思い出した。先月、水族館で見かけた、あの女性研究員だ。まるで高校生のような容姿だったと記憶しているが、十年前に本当の高校生だったとすると、いまは二十代後半ということになる。

「はあ……そんな感じには見えなかったがな」

「人は見かけによらない。人を見かけで──って、このやりとりは済ませたな。水族館は五時で閉館だ。雲母坂研究員は残業しないタイプだから、定時で帰ってしまうことが多い」

　八葉は言いながら雲母坂に電話をかけた。しかし、

「出ないな。水族館へはここから歩いて行ける距離だが」

「おーけい。そんじゃ走るか」

「むう……仕方あるまい」八葉はぶつくさ言いながらも、携帯をポケットにしまった。

　高行と八葉は、夕暮れの研究所エリアを駆け抜けた。




　　　　　　　　　　▼




　水族館までのほんの一キロ強の距離を走っただけで、八葉は「お腹が痛いっ」と泣き言を漏もらして、ひいひい息を吐はいた。予想を上回る虚弱体質である。これでは簡単なランニングさえハードルが高すぎるかもしれない。八葉の体力増強案はまた改めて考えるとしよう。

　水族館──正式名称「海洋生物学研究所」では、上席研究員にはそれぞれ専用の研究室が与えられることになっていて、この時間であれば雲母きらら坂ざかも自分の研究室にいるはずだという。高行たちは正面入り口ではなく、職員用の裏口から水族館に入った。通路は相変わらず雑然としており、海洋学の最先端を行く施し設せつとはとても思えない。

　雲母坂の研究室は、そんな通路の奥まった位置にあった。ドアは生体認証錠付きのオートロック式。カメラインターホンまでついている。このあたりは機密情報も扱う研究所ならではだろう。八やつ葉はがインターホンのボタンを押して、カメラに軽く手を振ると、すぐにドアが開いた。

　そこは白で統一された学校の保健室のような部屋だった。薬品や実験器具の入った棚たな、銀色の作業台などが壁際に並んでいるだけで特に珍しいものはなかったが、部屋の中央に三メートル四方ほどの水すい槽そうが切ってあるのが大きな特徴だ。少しだけ潮の匂においがする。

「海かい竜りゆう王おう寺じさん」白衣を着た雲母坂がせかせかと近づいてきた。短く切りそろえた黒髪に、幼さの残る顔立ち。これで高たか行ゆきよりも一回り近く年上だというのだから信じられない。

　八葉は「やあ」と親しげに挨あい拶さつをして、

「携帯にかけたのだが、つながらなくてね。直接来てしまったんだ」

「ああ、すいません。気付きませんでした」

「邪魔してしまったかい？」

「いえ、バクテリアのゲノム合成をしていたのです。暇ひま潰つぶしのようなものですから」と雲母坂は早口で言った。それから高行を見て、「こちらの方は……？」

　雲母坂は高行のことをまったく覚えていないらしい。こちらもほとんど忘れていたようなものなので文句は言えないが。

「彼は竹たけ原はら高行くん。第二科学部の副部長をやってもらっている。先月、ここに連れてきた時にちらっと会っているはずだよ」

「そうでしたか。これは失礼をしました」

　雲母坂はぺこりと頭を下げた。そして、じっと珍しい生き物でも観察するような目を向けてくる。高行はなんだかいたたまれなくなってキョロキョロした。

「今日は雲母坂研究員に頼みがあってきたんだ」

「海竜王寺さんが私に、ですか？　それは驚きに値しますね」

　そう言って雲母坂は、高行たちに椅い子すを勧すすめた。

　八葉が事情を説明している間、雲母坂は頷うなずきながらノートにちょこちょことメモを取っていた。電子ペーパーではなく紙のノートである。水色の表紙でオレンジ色の魚の絵が描いてある。

「あの部室長屋がまだ残っていたとは、またもや驚きに値します」

　説明を聞き終えて、雲母坂は感に堪たえないように呟つぶやいた。「もうあれから十年ですか。私も年を取るはずです」と高校生みたいな顔で言う。

「はい。たしかに私は高等部時代、あの長屋の住人でした。とは言っても、私は先輩から契約書を託されただけで詳しい経緯は知らないのです。当時も同じように長屋が取り壊されそうになり、まったくの部外者だった学生たちが長屋のサークルを纏まとめ上げて、学園側と闘たたかったのだと聞いています。まさにヒーローのような人だったと」

　性別の違いはあれど、有あり屋やみたいな人物がいつの時代にもいるものだなと思った。ヒーローというのは、人の求めに応えて外からやってくるものなのかもしれない。

「それで、契約書はまだ保管している？」

「残念ながら……」雲母きらら坂ざかは作業台の上に放置されていた携けい帯たいを手に取った。

「やはり、《大停電》かね？」

「そうです。あれは未み曽ぞ有うの惨さん事じでした。数年越しで進めていた研究が、文字通り水の泡になりました。携帯も破損してしまい、本体機能だけは、なんとかリカバリできたのですが……当時所属していたサークルは、私の代で解散したので引き継ぎもしていないのです」

　八やつ葉ははあからさまに落胆して、もどかしそうにパタパタ足踏みをした。諦あきらめきれず「それでもデータの断片ぐらいは残っているかもしれない」と食い下がる。

「携帯を調べさせてもらってもいいだろうか？」

「どうぞ。お好きなだけ。他にも役に立ちそうなデータが残っていれば、コピーしてしまって構わないのです」

　あっさりと携帯を渡してしまう雲母坂に少し驚く。学園都市において、携帯はほとんど自分の半身のようなものである。よほど信頼が置ける相手でなければ、触らせることにさえ抵抗感があるものだ。八葉は自分の携帯と、雲母坂の携帯を有線接続して、いくつものディスプレイとにらめっこを始めた。手持ちぶさたになった高たか行ゆきは、部屋の真ん中の水すい槽そうに近づいて、中をのぞき込んでみた。水はうっすらと緑色に濁にごっており、大量の気泡を巻き込んで激しく対流している。これといって生き物は見当たらなかった。

「難なん培ばい養よう性せい細さい菌きんの増殖実験を行っているのです」と雲母坂が教えてくれた。「細菌自体は基本的に無害ですが、この水槽では培養水に大量の窒ちつ素そを溶けこませているので、間違って落ちてしまうと二度と上がって来れないのですよ」

　雲母坂はさらりと怖いことを言って、穴が開くほど高行を見つめてくる。その視線に耐えかねた高行は、研究室の片隅に本ほん棚だながあるのを発見し、「本がありますね」と話題を振ってみた。

「海かい竜りゆう王おう寺じさんが紙かみ書しよ籍せきを読まれると伺うかがったので、真ま似ねをしているのです」

「紙のノートを使うのも、同じ理由ですか？」

　雲母坂はちらりと八葉を見て、こちらの会話が聞こえていないのを確認してから、

「私は研究者として海竜王寺さんを尊敬しているのです。何度も助手にして欲しいと頼んで、そのたびに断られているくらいですから」

　一回り近くも年の離れた子供を尊敬しているとは、普通プライドが邪魔をしてなかなか口にできることではないと思う。いくら高校生みたいでも、雲母坂はれっきとした大人であり、自分専用の研究室を与えられるぐらい優秀な研究者なのだ。つまりは、それだけ八やつ葉はの才能は飛び抜けていて、隔かく絶ぜつしているのだろう。

「竹たけ原はらさんは、海かい竜りゆう王おう寺じさんと恋人関係にあるのですか？」

　以前、水族館に来た時にも、同じようなことを訊たずねられた気がする。

　なんと答えたのかもはや覚えていないが、肯こう定ていはしなかったはずである。

「違いますよ。あいつとは、そういうのじゃありません」

「では、友人ですか？　それとも助手なのですか？」

「さあ……どれも違う気がしますけど」

　高たか行ゆきが返答に窮きゆうしていると、雲母きらら坂ざかは足下の水すい槽そうに視線を落として、

「私は竹原さんが羨うらやましいです。海竜王寺さんと同世代で、しかも彼女の隣で学校生活を送れている。羨ましすぎて、水槽に突き落としたいくらいです」

　高行が無言で水槽から距離を取ると、雲母坂は「噓うそですよ」と小さく笑った。

「羨ましいのは本心ですが。高校時代の私は、自分がこの世で一番賢いと思っているクチでしたから。竹原さんのように彼女の隣にはいられなかっただろうとも思うのです」

　それは考えてもみなかったことだ。そもそも自分と八葉を比べるという発想さえなかった。言われてみれば、八葉ほどの才能のそばにいて劣等感を感じない方が不自然だ。

　八葉に対してだけではない。ここ最近、絶対に勝ちたいだとか、あいつには負けたくないとか、そういう気持ちを抱いたことが一度でもあっただろうか。

　以前の自分はこうではなかった。灰はい塚づかのことをライバルとして意識しない日は一日としてなかったし、他人を見下して己の地位を孤高のものにすることは大の得意だった。あの過剰な競争心と滑こつ稽けいなまでの自尊心を、自分はすっかり喪そう失しつしてしまったのだと、この時理解した。

　そのことを、少し悲しく思いながら高行は言った。

「ここだけの話……あいつは、言ってましたよ。雲母坂研究員は、明日にも歴史に残るような発見をするだろう。自分は、あなたには勝てないって」

　高行がそう言うと、雲母坂はゼンマイの切れた玩具おもちやみたいに動きを止めてしまった。あんまり微動だにしないので、「大丈夫ですか？」と彼女の肩に触れてみたら、身体がぐらりと傾いて、そのまま水槽に落っこちそうになった。高行は危あやうい雲母坂の腕を摑つかみ、思い切り引き寄せた。

　彼女は呆ぼう然ぜんとして、高行の腕の中で小刻みに首を振る。

「そんなはずがないのです。私など海竜王寺さんの足下にも及びません」

「難しいことは分からないですけど。あいつが他人を認めるなんて、滅多にないことです。その点は、自信を持ってもいいと俺は思います」

　雲母坂は少し考えるようにして、それから高行の目を見上げるようにしてきた。高行も、その瞳に吸いつけられたように視線をそらすことができない。十秒くらいそうしていただろうか。

「やはり、契約書のデータは残っていないようだ」

　顔を上げると、八やつ葉はが腕組みして立っていた。ムスッと不機嫌そうな表情で、

「どうでもいいけれど。キミたち、仲良くなるのが早すぎやしない？」

「誤解だ」「誤解なのです」

　高たか行ゆきと雲母きらら坂ざかは、同極の磁石のように跳んで離れた。




　（2019/05/28）

　翌日も由ゆ真まが調べ上げたリストを頼りに、かつての部室長屋の関係者を訪ねて回った。

　快こころよく協力してくれる人もいれば、そんな昔のことは思い出したくもないと怒る人もいた。翻ひるがえって、自分は十年後、今こうしていたことをどんなふうに思い出すのだろうと考えてみたりもしたが、どうにも詮せん無ないことではあった。

　十人目の関係者は、旧きゆう稲いな姫ひめ市街の丘の上に建つ豪ごう邸ていに暮らしていた。高校時代に株投資サークル『うんとこどっこいしょ』を主催していたことが高じて、若くして死ぬまで働かなくていいだけの金を手に入れたので、自由気ままな隠居生活を送っていた。そんな御お大だい尽じんも契約書を持ってはいなかった。

　十人目へのアタックが空振りに終わった後、八葉の口数が減り、足下もおぼつかなくなっていることに気がついた。昨日から学園をあちこち歩き回ってた疲労、そして初対面の人間に何度も会わなければいけないというストレスが重なったのだろう。

「ぜんぜんよゆう」と意固地になる八葉を、坂の途中にあるバス停のベンチに座らせて休きゆう憩けいを取る。近くの自販機まで走り、少し迷って缶コーヒーではなくミネラルウォーターを買った。八葉はちびちびと舐なめるようにミネラルウォーターを飲んだ。それからようやく「ちょっとだけ疲れた」と本音を漏もらす。

「最初からつまらん意地を張るんじゃない」

　八葉はせわしなく携けい帯たいを操作しながら言った。

「僕がここで諦あきらめたら、明日には再び部室長屋に退去勧告がなされる。有あり屋やくんも、長屋のみんなも決して譲らないだろう。統括委員会はいよいよ強制排はい除じよに乗り出す。下へ手たをすれば血を見る羽目になる。それだけは避けなければいけない」

　以前、有屋との距離を計りかねていた八葉は「親しい人が自分のせいで傷つくのは辛つらいことだ」と言った。それがいまでは、長屋住民まで自分にとって「親しい人」だと考えている。八葉は自分の変化に気付いているのだろうか。

「何も諦めろとは言ってない。ただ、そんなに焦あせっても仕方がないだろう」

「焦っているだって？　この僕が？」

　八葉は「Ｔシャツが後ろ前になっている」と指し摘てきされたような顔をするが、彼女の言葉を借りるなら「正常な判断力を失っている」のは明らかだ。でなければ、有屋にあんな言い方をしたり、安易に由真を頼ったりはしない。自分の体力を考えず無理をしたりもしないはずだ。

　じっと考え込むようにしていた八やつ葉はは、ふいに声を立てて笑った。

「なるほどな。これじゃまるでヤドカリではないか」

「また急におかしなことを」

「あの長屋は、どうせ仮の住まいだと。いざとなれば部室を捨てるつもりだった。けれど、そんな考えはいつの間にか頭から消えていたな。結局僕は、住み慣れた場所を離れるのが怖いのだろう。新しい居場所を見つけても、そこでまた白眼視されるのではないかと不安なのだろう。貝殻から出たヤドカリを見たことがある？　左右非対称で、お腹がプニプニしている。あれは意外に不気味なモノだよ」

「ヤドカリなんて知るか」

「逆に訊ききたいね。キミはなぜ諦あきらめない？　僕のように退のっ引きならない事情があるわけでも、有あり屋やくんのように感情移入しているわけでもない。キミが長屋に拘こだわる理由はない。違う？」

「あのな……」高たか行ゆきはわしゃわしゃと頭をかき混ぜた。自分の意志ははっきりしているのに、いざ言葉にしようとすると詰まってしまう。「俺は、第二科学部の部室が──あの狭くて埃ほこりっぽくてガラクタだらけの部屋が落ち着く。なぜだか自分でも分からないけど」

　八葉は携けい帯たいを操作する手を止めて、ぽかんとした。

「それだけ？」

「それだけだ」と高行は頷うなずいた。

「部室にいる時は気を張らなくていい。どうでもいいことを話したり、バカなことしたり。好きなだけだらだらしていられる。そういう場所は今までなかったんだ」

　陸上部は、自分の実力だけで手に入れた場所だった。だから、あの場所に居座るためには、常に他人と競い合って、自分の弱さを押し隠かくしていなければならなかった。

　第二科学部ではその必要がない。温ぬるい、と言えばそれまでだが、ひとりではないということは、何かと面倒な上に、思いのほか難しい。そして、その分だけ予想のつかない面おも白しろさがある。最近、ようやくそう思えるようになってきた。

「だから、長屋のことを諦めるつもりはない。けどな──」

　高行はほとんど無意識に、八葉の手を携帯ごと握り締めていた。

「俺の人生、予定のコースからだいぶ外れちまってるんだぞ。急カーブを切りすぎて、もうどこへ行き着くのか見当もつかない。全部おまえのせいだ。なのに、こんなところで放り出されて堪たまるかよ。おまえがどこへ行こうと、俺は地の果てまでだってついて行くからな」

　八葉が小さく息を飲む音が聞こえた。それから、やっと聞き取れるぐらいの声で「手が痛い」と言った。思わず必要以上の力が入ってしまっていた。高行が慌あわてて「すまん」と手を離すと、八葉は、自分の手を摩さすりなさが、あらぬ方向に視線をそらす。

「キミの気持ちはようく分かった。だが、しかしだね、こんな往来で、しかも大声で言わなくたっていいんじゃないかな。いかに僕でも少々恥はずかしい」

　道行く人がちらちらとこちらを見ていた。高たか行ゆきは、たった今自分が口走ったセリフを思い返して、急にいたたまれなさを覚えた。これではストーカーか、恋人に捨てられそうになって悪わる足あ搔がきをしている男みたいではないか。恥はずかしい！

　その時傾斜した道路の向こうからバスが走ってくるのが見えた。

　八やつ葉ははベンチから立ち上がって「休きゆう憩けいは終わり」と言った。

「もう大丈夫なのか？」

「正直しんどい。このまま捜そう索さくを続けても望みは薄いだろう。けれど、途中で投げ出したのでは有あり屋やくんに怒られてしまうからね。別の手を考えるのはそれからでも間に合う」

　八葉はどこか吹っ切れたように言った。そして、こちらに手を差し伸べてくる。

「ほら、摑つかまえておかなくていいのかい？　じゃないと、僕はどんどん先へ行ってしまうよ。なんたって僕は、世界の答えにだってたどり着く女だからね」

　口元にはいつもの悪戯いたずらっぽい笑みが浮かんでいた。

　高行はその手を摑んで立ち上がる。

「まずは人並みの体力をつけてから、偉えらそうなことを言うんだな」

　それから夕方までかけて、関係者を片っぱしから当たっていった。

　契約書を持つ人物は、ついに見つけることができなかった。




　　　　　　　　　　▼




　高行と八葉は、疲れた身体を押して高等部に戻った。有屋に事の次第を報告するためである。ぬか喜びをさせたくなかったので、オリジナルの契約書を探していたことは有屋に説明していなかった。結果的に、その配慮は正解だったわけだが。

　ゲートをくぐり、体育館の裏手を抜けて部室長屋へと向かう。長屋はバザーの残ざん骸がいまで再利用したバリケードでぐるりと取り囲まれていた。重くて動かせなかったのであろう。雨や泥に汚れたＰ２だけそのまま放置され、まるで聖域を守護するゴーレムのような威い容ようを誇っていた。

　長屋の入り口にはツナギを着込んだ『レジンキャスト』のメンバーがたむろしており、長屋へ入ろうとする人間を逐ちく次じチェックしていた。部外者や統括委員会の間者が入り込まないよう、見張っているのだろうと思われたが、しかし『レジンキャスト』のメンバーは、高行たちの前にも立ち塞ふさがったのだった。七七組の設立に賛同せず、また長屋への立てこもりに反対の姿勢を示した高行たちを、長屋へ入れるわけにはいかないという。到底、納得の行く話ではない。

「有屋に話があるんだ。通してくれ」

「そういうわけにはいかない」

　しばらく不毛な問答を続けていると、『レジンキャスト』工場長がぬうっと顔を出し、メンバーを諫いさめて、その場を収めてくれたので助かった。

「すまんな、うちの連中が騒ぎ立てて」工場長はむっつりと言った。泣く子も黙るような厳いかめしい顔をしているが、普段からこういう顔なので不機嫌かどうか判別は難しい。「いま、有あり屋や女史を呼びに行かせたからここで待ってもらえるか」

「ああ、そうさせてもらおう」と八やつ葉は。

「みんなピリピリしているようだからね。あまり刺激するのは本意じゃない」八葉は食料や生活必需品と一緒に、大量のロケット花火や市販品とは思えぬ巨大な打ち上げ花火などが運び込まれているのを見て、「火薬は危ないな。間違っても人に向けて撃ってはいけない」

「分かっている。あくまで威い嚇かく用だ」

　工場長の仁王像は黙然とした。こうしている間にも刻一刻と時間は過ぎ、長屋の退去期限が迫ってくる。統括委員会が実力行使も辞さない構えを見せている。武闘派で鳴らす『レジンキャスト』ならずとも、敵てき愾がい心しんを過剰に燃やしてしまうのも致し方ない。やがて、ひょっこり有屋が顔を出した。

「たっきー、海かい竜りゆう王おう寺じさん。おかえりっ！」

「ただいま」と八葉は頷うなずいた。

「差し入れ買ってきたぞ」

　高たか行ゆきはぶら下げていた紙袋を持ち上げてみせた。

　有屋は目を輝かせて、「差し入れ？　なになにっ？」

「鶴つる屋や萬まん年ねん堂どうの小豆あずきプリン」

「おお！　豪勢だねえ。部室に行く？」

　八葉は、有屋の後ろにいる工場長をちらりを見やって、「いいや」と首を振った。「中は騒がしそうだからね。できれば、僕たち三人だけで話がしたい」

　八葉の物言いに何かを感じ取ったのか、有屋はきゅっと顔を引き締めた。縄なわ梯ばし子ごで降りてきた有屋と合流し、三人でＰ２に寄りかかってプリンを食べた。

「甘くて美お味いしいねえ。最近、缶詰とか保存食ばかりだったから、余計に身に染みるよっ」

　有屋は一口ごとに感極まって身を震わせた。彼女はアーミーパンツを穿はき、カーキー色のスカーフを首に巻いている。一昨日別れた時よりもやつれたように見えるのは気のせいだろうか。

「俺のも食べる？」

「えっ!?　いいの？　でも悪いですよっ、そんな」

「気にすんな。昨日から留守にしてたお詫わびだ」

「む……そういうことなら、お言葉に甘えてっ」

　二人分のプリンをぺろりと平らげて、有屋が上機嫌になったところを見計らって八葉が言った。

「有屋くん、僕はキミに謝らないといけないことがある」

「な、なにかな？」有あり屋やはごしごしと口元をこすって、困ったような視線を高たか行ゆきに向けてくる。しかし、この場は八やつ葉はに任せると約束をしていたので、何も言わずに首を振った。

「まずは、こんな事態になってしまった、そもそもの原因だけど」

　八葉は、統とう括かつ委員会の本当の狙いが自分であり、部室長屋の取り壊しはそのとばっちりに過ぎないこと。取り壊しの根拠となる契約書が改かい竄ざんされている可能性があり、逆転をかけてオリジナルの契約書を探し回ったが、結局見つからなかったことを説明した。

「偉えらそうなことを言っておいてこの様だ。申し訳ない。許して欲しい」

　頭を下げる八葉に、有屋は少し言葉を選ぶようにして、

「……できれば、最初から話して欲しかったけど。それは海かい竜りゆう王おう寺じさんが悪いんじゃないよ。謝るとか許すとかそういうことでもない」

「そう言ってもらえると、少し気が楽になる」

　二人はほころぶような笑みを見せたが、八葉の次の一言がその場をにわかに緊張させた。

「有屋くん。統括委員会の退去命令に従うよう、みんなを説得してくれまいか」

「え……？」と有屋は目を丸くした。

「明日、統括委員会は必ず実力行使に出てくる。このままだと怪け我が人にんがどれだけ出るか分からない。そして、その全責任を問われるのはキミだ。停学や退学で済めばまだ良い。最悪の場合、放校処分ということもあり得る」

「放校処分って……？」

「学則大おお綱づなに定められるところの、最も厳しい処分だよ。放校処分になった学生は、永久に学園への立ち入りを禁止される。それだけではない。学園に入学してからの一切の記録は抹まつ消しようされる。つまり、最初からいなかった人間として扱あつかわれるということだ」

　事の重大さを改めて理解したのであろう。有屋は色を無くして、地面の一点を見つめた。

「脅おどかすつもりはないが、キミたちがそういうリスクを理解して行動しているようには思えないのだよ。たしかに統括委員会のやり方は卑ひ劣れつ極きわまる。キミたちの行動力は立派だよ。だが、どう転んでも負けは見えている。このまま長屋を占拠し続けても、最後に痛い目を見るのはこっちだ。そこをよく考えてくれ」

「海竜王寺さんは、それでいいの？」有屋は青ざめた顔を上げて言った。

「長屋がなくなっても、わたしたちの部室がなくなってもいいっていうの？」

　八葉は躊躇ためらいもなく答えた。

「それですべてが丸く収まるなら、致し方ない。部室はまた探せばいい。他のサークルの行き先も出来る限り手を回してみよう。だから、どうか考え直してはくれまいか」

「違うよ。違うっ！　そういう問題じゃないっ！」

　有屋はぶんぶん頭を振った。八葉は「落ち着きたまえ」と言って有屋の肩に手を伸ばそうとする。しかし、有屋はその手を払って、

「海かい竜りゆう王おう寺じさんはジーニアスだから。わたしたちの気持ちは分からないよ」

　その振り絞るような呟つぶやきに、八やつ葉はは氷水を浴びせられたみたいに立ち竦すくむ。

　高たか行ゆきは「有あり屋やっ！」と大きな声を出した。有屋もまた自分が何を言ったのか理解して、慌あわてて口を塞ふさいだ。しかし、一度出してしまった言葉を引っ込められる道理はない。
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　有屋は何かを言おうとして、しかし言葉にならず、

「──ごめんなさい」

　それだけ辛かろうじて言って、逃げるように長屋へ戻っていく。有屋を引き留められるのは自分だけだと分かっているのに、高行はその場から一歩も動くことができなかった。そのまま、何も言えずに立ち尽くしていた。

「ジーニアスだから、か」

　八葉がふと自じ嘲ちようするような笑い声を立てた。

「以前、僕もキミに似たようなことを言ったね。つくづく、言葉は言われる身になって使うものだと思うよ……こいつは、ちょっと応えるな」

　そう言って、八葉はバリケードに囲まれた長屋を見つめていた。

　高行は最後まで、気の利きいた言葉のひとつも言うことができなかった。




　　　　　　　　　　▼




　八やつ葉はと別れ、たっぷり疲ひ労ろうがこびりついた身体を引きずって瑞みず穂ほ荘そうに帰ると、食堂にラップのかけられた晩御飯が置いてあり、瑠る璃り垣がきさんの書き置きが添えられていた。町内会の集まりがあるらしい。香か澄すみさんは明日まで仕事で留守にしているし、鹿か児ご島しまがどこで何をしていようと知ったことではない。今晩の瑞穂荘には高たか行ゆきがひとりきりだ。冷たくなった晩御飯をかき込むように食べ、食器を片付けて自室に戻った。

　電気もつけずベッドに倒れ込む。もぞもぞ仰向けになって、カーテンの隙すき間まから差し込んでくる月明かりに照らされた天井のシミを睨にらみつけ、高行は黙考した。

　八葉と有あり屋やは、あと少し嚙かみ合わないまま走り続けて、その仲を取り持とうとする高行の努力もむなしく、ついに正面衝突を起こした。彼女たちのスタンスはまるで正反対であり、今まで事故らなかったことの方が奇跡に思える。思考を巡らせてみても、激突大破した二人の関係を修復する手だては浮かばない。どうあっても、彼女たちは分かり合えないのだろうか。

　そもそも自分はなぜ、八葉と有屋の仲を取り持つことにここまで心を砕いているのか。自分のやっていることは、男女を無理矢理くっつけることを生き甲が斐いとする世話焼きおばさんと、なんら変わらないのではないか。むうっと息を詰めて思考を煮立てていると、『マスター、質問してもよろしいでしょうか』と携けい帯たいが言った。こいつはいつも、忘れた頃に口をきく。

『友人とはどういった人間関係を指すのでしょうか』

　マスターがたいへんな無理難題に挑んでいるというのに、洒落しやれ臭くさい質問をしてくる。

「そんなのは簡単なことだろう。つまり──」

　ずばり答えてやって黙らせようと口を開いた高行は、しかし二の句が継げなかった。友達とは何か、そんな青臭いことを真ま面じ目めに考えてみたことはなかったのだ。携帯は高行の答えを待たずに続けた。

『友情とは、金銭などに依よらない純粋な好意を担保にした信頼を抱き、互いの価値を認め合う人間関係である、と字義的には理解しています。定義ではなく、より具体的な事例を収集したいのです。マスターに友達はいますか？』

「……おまえね、不用意にそういうことを言うんじゃないよ。心のやわらかいところが刺激されちゃうだろう」

　高行は顔をしかめつつも、猫の額ひたいほどの己おのが人間関係を総ざらいしてみた。まず立ちはだかるのが、男と女の間に友情は成立するか否か、という普ふ遍へん的な疑問である。これは人類が営々と挑み続けてなお答えの出せていない難問なので、高行の手には余る。ひとまず女性陣は対象から外しておくのがよかろう。これでただでさえ狭い人間関係が半分になった。

　残る男性陣の顔をひとりひとり思い浮かべていく。瑠璃垣さんは母親と親しん戚せきのおじさんを足たしっ放しにしたような頼れる存在だ。後輩の南なん条じように対しては無性に庇ひ護ご欲をかき立てられるので、弟がいたらきっとこんな感じじゃなかろうかと思う。万が一にも鹿か児ご島しまと友達だと思われたら、これから先の学園生活は暗黒である。

　となると、残る候補はひとりだ。

　白く輝く歯が脳裏に浮かぶ。あいつを、そう容易たやすく友達とは認めたくはない。しかし、それは同時に自分に友達がいませんと認めることになる。これがジレンマという状況である。

『質問を変えます。マスターと海かい竜りゆう王おう寺じ八やつ葉はの間に、友情は生まれ得ますか？』

「分からん」

『マスターと灰はい塚づか清きよ彦ひこの間には？』

「まあ、なんだ。友達の変形型に、ライバルというのもあってだな」

『海竜王寺八葉と有あり屋や美み月つきの間には？』

　分からない。それが分かれば苦労はない。

　八葉はジーニアスだから。有屋はジーニアスではないから。

『私とマスターの間には？』

「ないだろうな」

『なぜですか？』

「おまえが携けい帯たいで、俺が人間だからだ。俺はいつでもおまえを捨てられる。叩たたき折ってゴミ箱に捨てることもできる。でも、おまえは抵抗することもできない。俺は使う側で、おまえは使われる側だ。一方的すぎる」

　少し考えているような間があって、

『つまり友情が生まれ得る条件は、両者が対等であるか否か、ということでしょうか』

「──かもしれん」

『対等になるためには、どのような方法が考えられますか？』

　高たか行ゆきは唯ゆい一いつの友人かもしれない男のことを考えた。陸上部にいた頃、あいつはいつか自分を追い越していくかもしれない脅きよう威いだった。虚きよ心しん坦たん懐かいに腹を割って付き合うというわけにはいかなかった。その関係が変化してきたのは、思い出すだに恥はずかしい高跳び勝負を経へて、陸上部を退部してからのことだ。そうして初めて対等になれた。

「親しき仲にも礼儀ありとはいうが、変な遠慮があってもいけない。一度、がっぷり四つに組んで、思い切り喧けん嘩かでもすれば──」

　そこから先は、言葉にならなかった。自分の言葉で気付いてしまった。

　対等になるために必要なこと。

　八葉と有屋は、いままさにそれをやっているのだった。

　最初からあれこれと気を回す必要などなかったのだろう。八葉が有屋の個人情報パーソナルデータを盗み見た時、二人の間に割って入ったりしなければ。あの時、とことん気の済むまで喧嘩していれば、ここまで大事にはならなかったかもしれない。自分の気遣いは無む駄だどころか余計なお世話だったのかもしれない。

　喧けん嘩かができるということは対等な関係だと言うことだ。対等な二人が、お互いに相手を大切に思っているなら、それが十分条件だろう。自分が何をしなくとも、彼女たちはあるべき関係に落ち着くに違いない。しかし、ここまできて宗しゆう旨し替えをするのも面おも白しろくない。とことん、世話焼きを演じてみせようではないか。なにも八やつ葉はと有あり屋やをくっつけるのが目的ではない。そこまで献身的でもなければ、無欲でもない。自分には、自分のやりたいことがある。

『マスター。どうかなされたのですか？』

「なんでもねえよ」高たか行ゆきはくつくつと笑いながら、携けい帯たいを手に取って眺めた。

「おまえにも、喧嘩できる相手ができるといいな」

　携帯は反応に困ったようにランプをぴかぴかさせた。




　（2019/05/29）

　五月最後の水曜日。

　延長された部室長屋の退去期限日。

　すなわち、課外活動統とう括かつ委員会による強制排はい除じよが行われる日。

　高行は手早く身支度をして瑞みず穂ほ荘そうを出た。玄関の前で、朝帰りの香か澄すみさんとはち合わせた。

「なんだ？　馬ば鹿かに早いな」

「すいません、ちょっと急いでるので」

　すげない答えに、香澄さんはカチンと来た顔をしていたけれども、今日ばかりは勘かん弁べんしてもらいたい。心臓やぶりの坂を一気にかけ上がって、高等部に入る。長屋へ近づいていくほど、構内はざわついているように感じる。朝練の運動部が、困惑した様子で立ち話をしている。

　最短ルートで長屋へ行こうとしたけれども、いたるところに赤色レーザーの非常線が張られていて、「通行止」「立入禁止」の表示がされていた。要所要所に黒服の統括委員が立って、学生たちを追い返している。統括委員会といえど、そんなことをする権限はないはずだが、彼らもここまで来るとなりふり構ってはいられないらしい。

「部外者を長屋に近づけさせないつもりだな」

『マスター、ご提案致します』

　携帯が言った。『学園都市第八管理サブフレーム《ダヴィンチ》から一時的に簒さん奪だつした管理者権限を用いて、学園所有の準じゆん天てん頂ちよう衛えい星せい群ＮＯＣＴＵＡにアクセス、周辺地域の衛星画像を入手した上で簡易マップを策定。非常線を回かい避ひしつつ、目的地までのナビゲートが可能です』

「……頼むから日本語で言ってくれ」

『やや遠回りになりますが、校舎内を抜けていけば統括委員会に見つからずに部室長屋まで移動できます』

「最初からそう言えよ」

　携帯の指示に従って、使われていない校舎を通り抜け、窓枠を乗り越え、フェンスをよじ登り、屋根の上を走る。ちょっとしたアスレチックをやっている気分だった。

　どうにかこうにか監視の目をかいくぐり、普段の何倍もの時間をかけて、長屋の裏手にでることに成功する。こっそりと長屋の様子をうかがってみる。竹たけ竿ざおや有ゆう刺し鉄てつ線せん、花火の発射台などでハリネズミのように要よう塞さい化された長屋の前には、たいへん剣けん吞のんな雰ふん囲い気きが漂っていた。非常線がまるで檻おりのように長屋を取り囲み、五十人ほどの統とう括かつ委員会がおもちゃの兵隊のようにきっちりと並んでいる。その中には、寺てら尾おと宮みや野のの姿もある。そして、彼らの背後には、高さ二メートルほどもある銀色の卵に太い手足を生やしたような奇妙な物体がいくつも並んでいた。

「なんだ、ありゃ……？」

『サガラ重工製遠えん隔かく操作型土木用ロボット・十七式金こん剛ごう。環境整備委員会の所属です』

　よく見てみれば、統括委員会の黒服に混じって、萌もえ葱ぎ色の制服を着た学生が数人いる。環境整備委員会である。建築学や機械工学を専攻する学生が多く所属し、学校施設の増改築などを請け負っている委員会だ。もっとも最近の流体建築はプログラムひとつでどうとでもなってしまうので、流体建築ではない古い校舎の取り壊しが主な業務になっているらしい。彼らが「壊し屋」「解体業者」などと不名誉な通称で呼ばれる所以ゆえんだ。

『十七式金剛は、出力と耐久性に優れた傑けつ作さく機きです。学生使用にあたってデチューンされているようですが、長屋を取り壊すには過剰な装備と判断します』

「そんなものまで持ち出してきやがって。いよいよ本気ってことか」

　寺尾が拡声器で何事かをわめき散らしているが、長屋からは誰も出てこず、殻を閉じた貝のように沈ちん黙もくを押し通している。正面から近づくことはできそうにない。窓という窓には板が打ち付けられて鼠ねずみが入り込む隙すき間まもない。

　どうしたものか、と長屋の裏を行ったり来たりしていると、風に乗って自分を呼ぶ声が聞こえたような気がした。きょろきょろとあたりを見回すと、地面の一角にぽっかりと穴が開いており、そこからＴＩＦ代表がプレーリードッグのように顔を出して手招きをしている。

「竹たけ原はらくん、こっちこっち」

　高たか行ゆきは駆け寄って穴の横に膝ひざをついた。

「突とつ貫かん工事で長屋と地下会議室をつなげた。入り口もそれとわからないよう工夫を凝こらした」

　店長は芝生を張り付けた入り口の蓋ふたをぽんぽんと叩たたいて見せた。

「有あり屋やくんに会いに来たのだろ？　早く中へ。統括委員会に見つかるとやっかいだ」

　高行は彼に続いて、梯はし子ごを降りた。
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　地下の秘密会議室は様変わりしていた。壁の一面が突き崩され、長屋内部へ延びるトンネルが掘くつ削さくされている。トンネルの入り口には「不退転」と筆書された暖簾のれんが下がっている。ちゃぶ台の上にはミニチュア行灯あんどんのようなものが置かれて、狭い部屋をぼんやりと照らしている。高たか行ゆきはちゃぶ台の前に座ってまんじりとした。

　ＴＩＦ代表は「すぐ有あり屋やさんが来るはずだよ」と言って、高行の差し向かいに座った。

「ありがとうございます。いま、長屋はどういう状況になっていますか？　寺てら尾おがすぐにも突っ込んでいきそうな剣幕でいましたけど」

「ついさっき最後通告があってね。正午までに長屋を明け渡さなければ強制排はい除じよするそうだよ」

　高行は時間を確認する。現在時刻は九時ちょうど。署名が棄き却きやくされた後、まず二日間の猶ゆう予よを与え、当日にも三時間の猶予を与える。こうすれば、「再三に渡る説得、譲歩にもかかわらず態度の変化が見られなかったためやむを得ず」という一文を報告書に書き記すことができる。誰がどう見ても悪いのは長屋住民たちというわけだ。

「あれだけガチガチに固めておいて、いまさら穏便に済ませるもないだろうに」

「そうだね……みんな、とことんやるしかないと捨て鉢ばちな雰ふん囲い気きになってしまっている。このままだと、本当にたくさん怪け我が人にんがでるかもしれないよ」

　代表は少し迷って言った。「竹たけ原はらくんは、有屋くんを連れていってしまうのかい？」

「そうだ、と言ったらどうしますか」

「たいへん困るなあ……いまの長屋は彼女を中心にして団結しているから。大黒柱を引っこ抜かれたら、あっと言う間に倒れてしまう」

　しかし、と代表は言う。「有屋さんがもうやめにしたい、というなら、無理に引き留めることは出来ないよ。どう見ても負け戦いくさだからねえ。いざとなったら有屋くんを逃がして、この一件の首しゆ謀ぼう者は私だったということにする、という筋書きは一応考えてあるんだ」

「有屋は絶対に途中で投げ出したりしませんよ。自分の責任から逃げたりもしません」

　代表は恥はずかしそうに笑った。「面目ない……こういうことを言うから、『レジンキャスト』の工場長にはいつも怒られてしまうんだな」

「腕力に訴えるのが正解とも思いませんよ。その前に、まだ打てる手が残っているはずです」

「我に腹案あり、というわけかい？」

「それは俺の領分ではないです。俺にできるのはせいぜい要らんお節介を焼くことぐらいで」

「なるほど」と代表はしきりに頷うなずいて言った。「しかし君も苦労人だな」

　そう言われてみても、あんまり苦労とも思わないのだった。おそらくは、これが自分のやりたいことであり、またやるべきことであるからに違いなかろう。

　そうやってＴＩＦ代表を実のあるようなないような話をしていると、やがて暖簾のれんがぱっと開いて有屋が顔を出した。「それじゃあ、私は戻るよ」と言って、ＴＩＦ部長が暖簾の向こうに姿を消して、有屋は彼が座っていた位置に腰を下ろした。

「おはよ、たっきー」

「ん。おはよう」

　高たか行ゆきは有あり屋やが、以前「ハートバード」で買い求めた赤色──ではなく、スカーレットのジャージを着ていることに気付いて「このあいだ買ったジャージだな」と言った。有屋は「そうだよ」と嬉うれしそうに笑った。高行は何か適当な話題を挟はさもうかと思ったが、あえなく断念した。この土ど壇たん場ばを和なごませてみても仕方がない。

「十二時までに退去しなきゃならんのだろう」

「うん。直前になったら、もう一度統括委員会と話してみるつもり。それでも駄目なら、怪け我が人にんが出たりしないようにみんなを説得するしかないよね」

「そうか」

「海かい竜りゆう王おう寺じさんはどうしてる？」

「今朝はまだ会ってない。この大事に、どこで何をしてるやら。何か伝えておくことは？」

「ううん」と有屋は悲しげな表情で首を振った。「……こんな時だけど。プールの続き、聞いてもらえる？」

「聞くだけでよければ、いくらでも」と高行は言った。

「じゃあ、まずはこれ」と有屋は携けい帯たいを操作して、高行にメールを送ってよこした。数秒のタイムラグの後、届いたメールには、とあるデータが添付してあった。それを開封して驚く。

「これは……」

「わたしの個人情報パーソナルデータ」

「いいのか？」

「うん……海竜王寺さんに個人情報を見られた時はね、怒るよりも先に、恥はずかしかったんだよ。きっと、何の取とり柄えもない、つまらないヤツだって思ったんじゃないかな」

「そんなことは……」

　有屋は力なく首を振った。「わたしは海竜王寺さんみたいに頭は良くないし、たっきーみたいにスポーツの才能もない。学園に来てすぐの適性検査で、ガツンとやられちゃったもの」

　個人情報はそう簡単に読み解けるものではない。複数のグラフや数値を、過去の統計と照らし合わせなければ、具体的な適性は見えてこない。しかし、基本的な数値だけを見ても、有屋のスポーツ全般への適性は高いとはいえないようだった。高校生レベルでは通用しても、それ以上のステージでやっていくには限界がある──といったところか。

　病気を克服し、親元を離れ、意気揚よう々ようと学園にやってきたところに、こんなものを突きつけられては、出鼻を挫くじかれるどころではあるまいと思う。

「いきなり才能ありません、って言われて納得できないし。だから、適性なんか無視して、とにかく自分のやりたいことをやるんだって思ったよ？」

「有屋らしいな、それは」

「でもね。水泳にしろ自転車にしろ、少しずつ上達してくると、考えちゃうんだ。本当にこれでいいのかな。このまま頑張っても意味なんかないんじゃないかな。もしかして、自分は自分で思ってるほど、大した人間じゃないのかなって」

　いつも明るく振る舞いながら、有あり屋やはそんなことを考えていたとは思いもよらなかった。

　他人の優れている部分を羨うらやんで、自分の劣っている部分を蔑さげすんで、そんな自分を嫌悪する。ごくごくありふれた、高校二年生には痛々しいくらいステロタイプなコンプレックスだ。

「部活やサークルをころころ変えてきたのは、それが理由。自分で決めたことなのに……格好悪いよね。笑っていいんだよ？」

「別に、面おも白しろくはない」

「たっきーには笑う権利があるよ」と有屋は強情を言った。「たっきーは適性なんて気にしないで、自分で選んだ陸上をずっと続けてきたんだから」

「物は言い様だ。俺は何も考えてなかっただけだよ」

「そこがたっきーのすごいところだよ」

「ちょっと待て」

　高たか行ゆきは手のひらを有屋に向けた。同じようなやりとりを前にもしたはずだ。有屋はやたらとこちらを持ち上げたがる。それは誤解だと言わざるを得ない。

　けれども、有屋は独白のように続ける。

「たっきーは知らないかもしれないけど、学園祭で初めて出で逢あって、それからずっとたっきーのことを気にしてたんだよ？」

「そう、なのか……？」

「陸上を真剣に頑張ってるたっきーと、あちこちふらふらしてる自分と、どうしてこんなに違うんだろうって思った。たっきーみたいに自分の全部をかけられるものを見つけたいって思った。大おお袈げ裟さでもなんでもなくて、たっきーに逢わなきゃ、わたしは学園をやめてたかもしれない。だから、たっきーが学園をやめるかもしれないって聞いた時、どうしても思い直して欲しかった」

　結果として、高行は学園に残ることを選んだ。

　しかし、有屋の水泳部への誘いを断って、高行が選んだのは第二科学部であった。

「わたしね、海かい竜りゆう王おう寺じさんに嫉しつ妬としてた。頭が良くていつでも冷静で、自分に自信があって、わたしみたいにうじうじ悩んだりしない。だから、海竜王寺さんが正しいって分かってるのに聞き分けられなかった。ひどいことを言って傷つけた……わたし、最低だ」

　有屋はごつんとちゃぶ台に額ひたいをぶつけた。

「頭突きはやめろ。馬ば鹿かになる」

「もう馬鹿だもの。手遅れだもの」

　一回では飽きたらず、二回三回とぶつける。

「だから、やめろって」

　高たか行ゆきは有あり屋やの頭をわしっと摑つかんだ。有屋は「あうっ」と呻うめいてもがもがした。

「八やつ葉はが自信家だって？　悩んだりしない？　冗談だろう。あいつは俺が今まで見たこともないレベルの臆おく病びよう者ものだぞ。焼肉へ行くのに地獄に堕おちるぐらいの決心をするようなやつだ」

　そんなことは信じられない、というように有屋はふるふると首を振った。

　無理もないと思う。八葉は心身ともにヘナチョコであるくせ、外見を取り繕つくろうことだけは巧みである。誰に対しても歯に衣きぬを着せないくせ、自分の気持ちを表すことには抜ばつ群ぐんの天あまの邪鬼じやくぶりを発揮する。そんなことだから周囲から誤解を受けて、ジーニアスというレッテルを貼られるのも無理はない。八葉もまた、それらを積極的に剝はがして回ったりはしない。

「有屋には、ちゃんとあいつのことを知ってもらいたい。だから、もう一度ちゃんとあいつの話を聞いてやって欲しい。有屋も言いたいことがあるなら、遠慮しないで言ってやれ」

「うん……分かった」

　高行は有屋の髪をぐしゃぐしゃかき混ぜてから、手を離した。

「俺は八葉を探して必ずここへ連れてくる。有屋はなんとか時間を稼いでくれ。あいつなら、この土ど壇たん場ばからでもどうにかするはずだ。嫌でもしてもらう」

　有屋は小さく笑った。「なんてったって、ジーニアスなんだもんね」

「そういうことだ」と高行は頷うなずく。「やるべきことをやるべきようにやる。適材適所だ」

　そして、やるべきことが、やりたいことであればなお良い。

　有屋がトンネルの向こうに戻っていくのを見送って、秘密会議室を出る。寺てら尾おがわめき散らす声を遠くに聞きながら、高行は走り出した。
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　人気もなく、静まり返った廊下を歩いて行くと、高行の動きを感知してぽつぽつと照明が灯る。エレベーターは稼動していないので、延々と階段を上っていかなければいけない。やがて、階段の行き止まりに、分厚い鉄製のドアが現れる。ドアノブの横には物々しい電子錠じようが取り付けられているが、何者かによって破壊され、先月から用をなしていない。重いドアを押し開けて屋上に出る。強い風が吹いていて、電気芝しばが波打つように揺ゆれている。

　八葉は鉄塔のそばに立って、何をするでもなく風に髪を泳がせていた。

　高行が声をかけると、髪を押さえて振り返り、にやりと笑う。

「よくここが分かったね。僕らの絆きずなも相当なものだな」

「そう都合のいい話があるか」

　高行は携帯を掲げてみせた。八葉の居場所を突き止めることができたのは、またしても携帯のナビのおかげだった。八葉はとうに放棄したと思っていた第二科学部の分室にいた。

「ここには、部室と同じぐらい色々なことがあった場所だね。キミに嚙かみついてみたり、フラジイル一号を壊そうとしてみたり、我ながらあれは冷静じゃなかったと反省するものだ」

「本当だぞ。血が出るほど思い切り嚙みやがって」

「あの時は、いまにも雨が降りそうな天気だったと記憶している。雨降って地固まるという言葉があるように、僕に嚙みつかれなければ、キミは第二科学部に入部することなく、学園を去っていたかもしれないじゃない」

「そうやって己の過ちを正当化するつもりか」

「過ちであったとは思っていないね」

　八やつ葉はは肩をすくめた。「つい先月のことなのに、ずいぶん昔のように感じるよ。思い返してみれば、キミとフラジイル一号を作っていた時が、一番楽しかったような気もする。最近は、周りがやたらと賑にぎやかで、いささか疲れてしまうな」

「仕方ないさ。世の中、いけ好かないやつもいる。たまには面倒事も起きるかもしれない。喧けん嘩かをしなくちゃいけないことだってあるだろう」

　八葉はさくさくと電気芝しばを踏んで近づいてくる。

「僕はキミと出で逢あって弱くなった。ひとりでいることも、他人から理解されないことも、ずっと当たり前だと思っていたのに。いまは、それを悲しいと感じてしまう」

　胸がぶつかるぐらいの距離で立ち止まって、高たか行ゆきを見上げる。

「僕はキミだけいてくれれば、それで十分なんだけどな」

「ジーニアスのくせに、自分で言ったことを忘れたのか？　おまえと有あり屋やをつないだのは俺なんだろう。俺のところへ逃げ込んできたって、絶対安全な避難所にはなってやれない」

　人と付き合うというのはたぶんそういうことなのだと思う。高行の狭い狭い人間関係の中に有屋がいて、有屋の向こうにはもっとずっとたくさんの人がいる。だから高行と一緒にいる八葉もまた、その全員と無関係ではいられないのだ。

「自慢じゃないが、僕は誰かと喧嘩したことなんてほとんどないんだ。キミに続いて、有屋くんが二人目かもしれない。喧嘩の売り方も買い方もよく分からないのだよ。下へ手たなことを言って、取り返しのつかないことになってしまったらどうするのさ」

「だからといって、俺が代わりに有屋と喧嘩するわけにはいかないだろ」

「本当に優しくないね、キミは」八葉は高行の腹に、まるで腰の入っていないパンチを打つ。「だからこそ僕はキミを選んだのだけれど」

　それから、長屋のある方向を見やって、少年のような笑みを浮かべた。

「もう少し、悪わる足あ搔がきをしてみようか」
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　八やつ葉はは携けい帯たいを開いて、数十枚のディスプレイを一いつ斉せいに表示した。それはすべて契約書を探す過程で、雲母きらら坂ざかを始めとする関係者から貰もらい受けた資料である。サークルの活動日誌や会計帳簿、アルバム、当時の学内新聞のスクラップなどなど様々だ。

「もう一度、これらを整理してみよう。何か見落としがあるかもしれない」

　眼鏡をかけた八葉は、猛もう烈れつな速さで資料を精査していく。そこから浮かび上がってきたのは、いかに十年前の学生運動が熾し烈れつであったかということだ。学生犯罪の横行、出席率の低下、外部組織の介入、いよいよ業ごうを煮やした運営機構は、管理の行き届かない非公認サークルを諸悪の根源とみなし、統とう括かつ委員会を差し向けて容よう赦しやなく解散させていった。この時期に非公認サークルの数はほぼ半減し、彼らの拠きよ点てんとなっていた部室長屋は七割近くが取り壊されている。

　そんな粛しゆく正せいの時代を、いかにして我々の部室長屋──第三十八・三十九仮設部室棟は生き延びたか。そこには、雲母坂が「ヒーロー」と呼んだ人物が大きく関わっているらしかった。正確には、男女数名からなるグループであったようなのだが、個人の名前や一体いかなる活動目的を持ったグループであったのかは定かではない。彼らの東とう奔ほん西せい走そう孤こ軍ぐん奮ふん闘とうの活躍はあの契約書として結実し、今日まで部室長屋を存続させることとなった。その事実を思うに、やはり自分たちの代であの長屋を取り壊させてはならない、と高たか行ゆきは思いを新たにする。

「この頃に比べれば学園はずいぶん平和になったものだ」

　八葉は言った。「運営機構の影響力は制限され、おおむねの権利は守られるようになった。しかしそういった安あん寧ねいのうちに、今の学生は戦い方を──自らの手で何かを勝ち取るということを忘れてしまったのかもしれないな」

「そうだな」

「人類の歴史は戦いの歴史だからね」

「いちいち大おお袈げ裟さだよ」

「やはりこれ以上の手がかりは見つからないか……こうなったら、十年前の彼らのような救世主が現れてくれるのを祈るべきかな」

　八葉は半ば冗談めかして言った。時間は粘性の高い液体のようにゆっくりと、しかし止まることなく流れていく。焦あせりがじりじりと腹の底を苛さいなむ。

「いよいよとなれば、僕が運営機構と直じか談だん判ぱんするよ」

　八葉が、ひょいと視界の隅に飛ばしたディスプレイには、とある画像が映し出されていた。部室長屋をバックにして撮られた集合写真らしい。撮影は、契約書の締てい結けつ日びと同じ2009/05/01となっている。おそらくは契約書締結の記念に当時の長屋住民たちが撮影したものだろう。誰もがボロボロでベトベトに汚れているが、清すが々すがしい笑みを浮かべている。

　自分たちもこんなふうに笑うことができたらいいのだけれど、と思いながらディスプレイを閉じようとした高行は、ふと手を止めた。

　上う手まく言葉にできない、妙な既視感があった。高行は眉まゆ根ねを寄せて、その正体を探る。

　やがて、写真の右端に目が留まる。

　そこには、物陰からじっとこちらを睨にらむように、幽ゆう霊れいのような瘦そう軀くの男が写っていた。高たか行ゆきでなければ、本物の心霊写真だと思い込んでいたかもしれない。一度見たら少なくとも向こう一年は忘れないであろう不気味さは、十年前から健在であった。

　まさか、と思った。もう一度、写真を隅々まで舐なめ回すように凝視した。

　そして、とうとう見つけた。

　写真の中央やや右寄りに、たくさんの学生に囲まれて、ひとりの少女が写っている。

　すらりと背が高く、手足は長く引き締まって、腰に届くほど長い髪をひとつにまとめている。加工ではなく本当にダメージでボロボロになったジーンズに、おへそが剝むき出しになったタンクトップ。煙草たばこをくわえ、嚙かまれたら痛そうな犬歯を剝き出しにして、なぜか中指を天に向かって思い切り突き立てていた。

「あ──」と高行の眉み間けんから皺しわが消える。

　そのまま驚きのあまりスイッチが切れてしまった高行を、「どうかしたのかい？」と八やつ葉はがのぞき込んでくる。我に返った高行は、八葉の顔を押し退のけて、写真にかぶりついた。改めて見てみれば、もはや疑いようもないのであった。

　高行は呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「何やってんすか、香か澄すみさん」
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　高行はほとんど八葉を引きずるようにして、瑞みず穂ほ荘そうへ走った。「今月はなんだか走ってばかりだ」という八葉のぼやきを無視して、坂道を過去最速のタイムで駆け下りる。やがて瑞穂荘についた。半開きになっていた引き戸へ身体をねじ込むようにして玄関に入り、「香澄さんっ！」と大声で呼んだ。

「んー？　こっちだぞうー」

　縁えん側がわの方から香澄さんの声。もたもたと靴を脱いでいる八葉を残して、廊下を転がるように這はい進んだ。香澄さんはいつものラフな格好で縁側にぐてっと横たわり、鮭さけ冬と葉ばを肴さかなに缶ビールを呷あおっていた。仕事上がりとはいえ、昼間からお気楽なことである。

　むっくり身を起こした香澄さんは、汗だくで息を切らしている高行を見て、「そんなに血相変えてなんだってんだ。地球でも終わンのかよ？」

「か──香澄さん、そのですね、香澄さんが高校生で、長屋に、契約書を」

　高行がなんとか息を整えようと四苦八苦していると、八葉がとことこ歩いてきて、「そこをどきたまえ」と高行を押し退けた。香澄さんの前にちょこなんと正座して、

「はじめまして。僕は海かい竜りゆう王おう寺じ八葉という」

　香か澄すみさんはへえ、と愉快そうに唇を曲げた。「ふうん。おまえが海かい竜りゆう王おう寺じか。うちの竹たけ原はらをこき使ってるらしいじゃねえか。大層な名前しやがって、生意気だぞ」

　いきなりの先制攻撃に八やつ葉はは「うっ」とのけぞった。息をするように人見知りする八葉と、傍ぼう若じやく無ぶ人じんがウリの香澄さんとは、いかにも相性が悪い。しかし八葉は根性を見せた。

「仁義はまた日を改めて。いまは緊急事態ゆえ、何なに卒とぞご協力願いたい」

　携けい帯たいを開いて、例の写真を表示する。

「ここに写っているのは、十年前のあなたで間違いないだろうか？」

「十年前だあ？」と香澄さんは写真を睨にらみつけた。そうやってしばらく記憶の糸を手た繰ぐっていたら、当たりを引いたらしい。ぱちんと膝ひざを打って、「おー、はいはいはい。そう、これアタシ。懐かしいな。どっから拾ってきたんだこんな写真」

「あなたは、この第三十八・三十九仮設部室棟に関する契約書の締てい結けつに、携たずさわっていたのではありませんか？」

「そういや、そんなこともあったかもなあ。え、何？　竹原が言ってた、取り壊されそうな長屋ってここなのかよ？　ははは、こりゃ傑けつ作さくだわ」

　あまりにも能天気な物言いに、高たか行ゆきは香澄さんの肩を摑つかんでがくがくと揺さぶった。

「香澄さんがあの時思い出してくれてたら、こんなに苦労しなくてすんだんですよ！」

「だあ、うるせえ!!」

　高行は香澄さんの前まえ蹴げりを食らって、台所まで転がっていった。「竹原ごときが、アタシに説教すんじゃねえよ！　つか、おまえはそんな大昔のこといちいち覚えてんのか？　あ？」

　高行はめげずに縁えん側がわに戻ってきて、八葉とともに香澄さんに迫った。

「それで、契約書は？　まだ持っていますか？」

　香澄さんはおもむろに胸の谷間から携帯を取り出した。エメラルドのような輝きを放つ高密度集積結晶がはめ込まれたペンダント型。前にカタログで見た時、目玉が飛び出るような値段で販売されていたのを覚えている。香澄さんは携帯をチカチカと瞬またたかせて、大量のディスプレイを吐はき出した。そして、たいへん大おお雑ざつ把ぱに中身を確認していく。

「捨てた覚えはねえし、データは機種替えする度たびに全部移してるからどっかにあるはずだぞ」

「しかし《大停電》の影響を受けているのでは？」

　これまで接触した関係者にも、契約書のことを覚えている人はいた。だが、みなことごとく《大停電》によって肝心のオリジナルデータを失っていたのだ。

「あー、七年くらい前だっけか。そこそこ大変だったらしいじゃん。まあ、そンときアタシは日本にいなかったから関係ねえけど」

「それはおかしい。卒業後は、携帯を学園の外に持ち出すことはできないはずだ」

「何事にも抜け道はあるもんだぜ？　お嬢ちゃん」

　香澄さんは人を喰くったように笑い、八葉は少しむっとしたように黙り込んだ。

　やがて香か澄すみさんは、「あったあった」とひとつのファイルデータを引っ張りだし「ほれ」と八やつ葉はの携帯に送ってよこす。八葉はすぐさまファイルを開き、食い入るように確認した。さすがに興奮を隠せないのか、鼻息が荒くなっている。

　八葉はゆっくりと顔を上げて、「これなら、僕らの勝ちだ」と言った。

　高たか行ゆきは頷うなずいた。香澄さんに「このお礼は必ず」と言って立ち上がる。

「戻るぞ。有あり屋やが待ってる」

「また走るのか……」

　二人がばたばたと瑞みず穂ほ荘そうを出ていく足音を、香澄さんは物も言わず聞いていた。やおら、残っていたビールを飲み干す。

「楽しそうじゃねえかよ、少年少女」

　そう言って、猫のように大きく伸びをした。
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　瑞穂荘を飛び出した時点で、タイムリミットである正午まであと幾ばくもなかった。しかし、八葉の体力はすでに限界を迎えており、瑞穂荘から高等部へと続く心臓破りの坂の中腹で、とうとうへこたれた。地面に手て膝ひざをつき、嗚お咽えつと息切れの隙すき間まで「もう駄目」と弱音を吐はいた。

「高行くん、キミだけ先に行け」

「ここまで来て何を言ってるんだ」

「こうして問答をしている余裕さえないのだよ。僕がいなくても、契約書さえ間に合えばなんとかなる。宮みや野のくんに託せば、きっと公正に処理してくれるはずだ」

　合理的に判断したまえ、と八葉は言う。しかし、理屈がすべてだというのなら、どうしてそんなに悔しそうな顔をしているのだろう。いまにも涙がこぼれ落ちそうなほど、目を潤うるませているのだろう。

「有屋を助けるんじゃないのか」

「そうだとも」

「有屋は契約書じゃなくて、おまえが来るのを待ってるんだぞ」

「分かっているとも！　けれど、もう一歩も動けないのだ。膝が笑って立っていられない。僕は自分が情けない」

　八葉はぽかぽかと自分の足を叩たたいた。

「おまえが立ち止まらないように、俺はおまえを見ている。そういう約束だったな」

　高行は言った「おまえがそういう態度に出るのなら、あの約束は反ほ故ごにせざるを得ない」

　八葉はぴたりと動きを止めて、高行を見つめた。

　つないだ手を振り払われた子供のような顔をしている。

「おまえみたいな危なっかしいやつを見ているだけなんて、精神衛生上よろしくない。心労でハゲちまう」

　高たか行ゆきは八やつ葉はを無理矢理立ち上がらせた。「そんなに引っ張っては痛い」という抗議には聞く耳を持たない。「約束しろ。諦あきらめる前に俺を頼れ。頼りないって言うなら、道具やパーツとしてでもいい。俺を使え。なんでもかんでも、ひとりでやろうとするな」

「な……」と八葉は一時言葉をなくした。

「つ、使ってくれだなんて。よ、よくもまあ、そんな破は廉れん恥ちなことを！」

「うるさいな。俺も自分で驚いてるところだよ！　それより、約束するのかしないのか」

「分かった、分かったよ！　約束する」

　八葉は顔を赤くして、怒鳴るように言った。

「竹たけ原はら高行という人間、の身も心も、一ミリも余すところなく使い込んでやるともさ」

「俺はこれからどうすればいい」

「僕を有あり屋やくんのところへ連れていっておくれ」

「任せろ」と高行は言って、強引に八葉をおぶった。

　破廉恥というよりは、人間としての尊厳を力いっぱい放ほう擲てきするようなことを言ってしまった気がする。まさか、自分にはそっちの気でもあるのだろうか。残り少ないプライドもいよいよ払ふつ底てい気味かと思うと、むしろ愉快でさえあるような気がした。

　八葉の身体はやっぱり軽くて、ここまで走ってきたために体温は熱いぐらいであった。高行の背中に乗せられて、坂道を上っていきながら、八葉は小さな声で言った。

「ずいぶん汗をかいたから臭におうかもしれない」

「汗あせ臭くさいのには慣れてる」

「そこは臭いということを否定したまえよ！」

　言い合いをしながら、ようやく高等部までたどり着いた二人の行く手を、統とう括かつ委員会の張った非常線が遮った。多くの学生や運動部などが同じように立ち往生している。

　迂う回かいしていては到底間に合わないし、疲労困こん憊ぱいの八葉を背負っていたのでは強行突破するわけにもいかない。高行はどうにか長屋へとたどり着く方法を考えた。

　しかしその時、後ろから高行の背中をつつく者があった。人がない知恵を絞しぼっているのに、邪魔をするのは誰だと憤ふん慨がいして振り向くと、白い歯の眩まぶしさに目がくらんだ。

　高行は顔をしかめて言った。「おまえか……」

「よっす、高行」

　爽さわやかに微ほほ笑えむ灰はい塚づかの後ろには、伊い佐さを始めとする陸上部の面々がずらりと顔を揃そろえていた。みんな黒に赤のラインが入った陸上部のジャージを着ている。八葉をおぶっている高行を見て、にやにやしている。どうしてこういう時に限って陸上部に遭遇するのであろう。

「長屋まで行きたいんだろ。手を貸すよ」
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「しかし、キミたちにまで迷惑をかけるわけにはいかないよ。相手は統とう括かつ委員会だ」

　八やつ葉はが高たか行ゆきの肩越しに言うと、灰はい塚づかは「ダイジョウブ！　陸上部ってこれで結構顔が利きくんだゼ！」と言ってウィンクした。自然にこういう仕草が出てくるあたりは尊敬に値しよう。

「八葉、こいつの言う通りだ」

　高行は灰塚を睨にらんで、「貸しひとつだ。礼は言わないぞ」

「おうよ」と灰塚は快活に笑った。

「私と清きよ彦ひこのスペアだけど」

　伊い佐さがスポーツバッグから、陸上部のジャージを二着取り出した。

「これに着替えて。急いで」
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　灰塚の言った通り、学生自治会の一角である体育会、その筆頭である陸上部に与えられた特権は思いの外ほか大きい。統括委員会が勝手に敷いた非常線など、守ってやる必要はないのである。

　まず、灰塚が話を通しに言ったが、統括委員会はなかなか首を縦に振らない。やがて業ごうを煮やした伊佐が鋭い口調で詰め寄っていくと、統括委員会は怖おじ気け付いて道を開けた。

「まずは潜入成功だね」

　八やつ葉ははまだおぼつかない足取りで歩きながら言った。伊い佐さのジャージはまったくサイズが合っておらず、袖そでや裾すそを何度も折らなくてはいけなかった。

「静かにしろって。見つかるぞ」

　高たか行ゆきと八葉は、統とう括かつ委員会に顔を覚えられている可能性が高かったので、物陰でジャージに着替えた後、陸上部員が二人をぐるりと取り囲み、統括委員会の視線から匿かくまうようにして移動を開始した。有名人である八葉はさらに念を入れ、ランニング用のサングラスをかけている。

　陸上部プラス二人は、団子になってぞろぞろと歩いていく。

　非常線を踏み越えていく度たび、統括委員たちが遠巻きにして口くち惜おしそうにした。

「やっぱり高行はジャージが似合うなあ」

　灰はい塚づかがしみじみと言った。

「まさか、こんな形でもう一度袖を通すことになるとは思わなかったがな」

　高行はむっつりとして言った。「よくもまあ、これだけ頭数揃そろえてきたもんだ。無理言って連れてきたんだろう。公私混同もいいところだ」

　恨まれても知らんぞ、と高行は思った。しかし、伊佐は「そんなことするわけないでしょ」と不機嫌そうに言う。灰塚はなぜか自慢げに胸を張って、

「ここにいるみんなは、おまえがピンチかもしれないって話したら自分から進んで付いて来てくれたんだよ。強制はしてない」

　陸上部員たちは、高行に話しかけたりしないし、目を合わせたりもしない。ものすごく意識しているが、あえて知らん顔をしているという感じである。首筋がむずがゆくなるような気がして高行はそわそわとした。八葉がばしばしと高行の背中を叩たたいた。

「高行くん。どうやら僕たちは、自分で思っているほど特別じゃないらしい」

「……なんの話だ」

　八葉はうんうんと頷うなずいて言った。「泣いてもいいのだよ。僕は見てないフリをするからね」

「やかましいわ」

　高行は八葉の背中を叩き返した。だいぶん手加減をしたはずだが、もう足腰に来ていた八葉は大おお袈げ裟さによろけて、陸上部の輪からまろび出てしまった。

　統括委員のひとりが八葉の姿を見て、「あっ！」と声を上げた。そこから先の動きは、まさしく電光石火であった。灰塚と伊佐に率いられた陸上部員は二手に分かれ、わあっと群がってくる統括委員たちの前に壁を作った。高行は問答無用で八葉をおぶって、「行けっ！」という灰塚の声を背中に受け、猛然と走り出す。追い縋すがってくる統括委員を振り切り、部室長屋までの道のりを走りに走った。

「高行くん、僕も走れるよ！」

「黙ってろ！　舌嚙かむぞ！」

　もはや息も絶え絶えになった高行が、その視界に部室長屋を捉とらえた時には寺てら尾おの号令によって、はや強制排はい除じよが開始されようとしていた。七七組はバリケードを盾に徹底抗戦の構えを見せている。起動した土木ロボットが唸うなりを上げて長屋に向かっていく。

　高たか行ゆきは長屋を囲む非常線を踏み越えたところで、とうとう力尽きた。八やつ葉はは、前のめりにずっこけた高行を踏み台にして跳んだ。着地に失敗してごろんと転がり、もたもた起き上がって「そこまでだっ！」とこれまで聞いたこともないような大音声を上げた。

　その場にいた全員がぴたりと動きを止めるほど、大きな声だった。いいとこ取りかよ、と思いながら、高行は地面に倒れ伏した。

　七七組も統括委員会も、八葉の乱入に驚きを隠せずにいる。八葉は両者の間に歩み出て、ちらりとバリケードの向こうの有あり屋やに視線を送った。

「どういうつもりかね、海かい竜りゆう王おう寺じ八葉」と寺てら尾おが言った。「我々は十分すぎるほど待った。これ以上待っても、事態が進展しないことは目に見えている！」

「キミの言う進展とは、長屋を強制的に取り壊すことかね」

「残念だが、そういうことになるな。この結果を招いたのは、おまえの後ろにいる愚か者共だ。恨むなら彼らを恨め」

「それはできない相談だな。キミにはもちろん、運営機構にだって、僕たちの長屋を取り壊す権利はないのだから」

「何を寝ぼけたことを」

　八葉の言うことを、寺尾は一いつ笑しように付ふした。「契約書を見忘れたとでもいうつもりじゃないだろうな。いまさら駄だ々だをこねたところで契約を覆くつがえすことはできんぞ」

「その契約書が、改かい竄ざんされていたとしたら？」

　八葉の言葉に寺尾は頭を殴られたようによろめいた。すぐに憤ふん怒ぬの表情を浮かべ「出で鱈たら目めを言うなっ！」と唾を飛ばした。

「出鱈目かどうかは調べてみれば分かる。ここにオリジナルの契約書があるのだからね。さあ、納得いくまで見比べるがいい」

　八葉は一枚のディスプレイを開き、香か澄すみさんから譲り受けたオリジナルの契約書を表示した。ぎりぎりと歯は嚙がみして動こうとしない寺尾の代わりに、宮みや野のがオリジナル契約書からコピーを取る。七七組からは有屋が出てきて、同様にコピーを取った。

　オリジナル契約書はすぐさま両陣営の中で回かい覧らんされ、改竄された契約書と見比べられる。最初は小さかったざわめきが徐々に大きくなり、喧けん々けん囂ごう々ごうの議論がそこかしこで勃ぼつ発ぱつした。やがて、宮野が落ち着いた声で言った。

「海竜王寺さんの仰おつしやる通り、オリジナルとされる契約書は、我々が知る契約書と一部相違点が認められます」

「宮野、貴様はやつらの肩を持つか！」寺尾は吠ほえた。

「私は事実を述べたまでです。ご自分で確認されてはいかがですか」

「くっ……貸せっ！」

　寺てら尾おは宮みや野のからオリジナル契約書を引ったくると、今にも嚙かみつかんばかりの表情で契約書を睨にらんだ。おや、と高たか行ゆきは思う。あの様子を見る限り、寺尾はオリジナル契約書の内容はおろか、その存在すら知らなかったらしい。ということは、契約書を改かい竄ざんしたのは運営機構ということになるのか。

「寺尾副委員長。キミたちが長屋を取り壊そうとする根拠となる第十六条が、オリジナル版ではどうなっているか。読み上げてもらえるかな？」

　寺尾は小刻みに震えるばかりで何も言わない。

「じゃあ、わたしが読むよ」

　有あり屋やが手を上げた。

「第十六条『当とう該がい施し設せつの解散及び廃止』当該施設は、所属する全団体の同意と学生自治会の認可なしに、解散および廃止することはできない……えっと、これってつまり」

　契約書に目を通していた七七組に衝撃が走った。「どういうことだ」「そもそも取り壊される道理がないじゃないか」「改竄だ。それも悪質」「責任者を出せっ！」

　統とう括かつ委員たちも動揺を隠せずにいる。無理もない。彼らにしてみれば、いきなり足下をひっくり返されたようなものだ。

「待てっ！　待て待てっ！」

　寺尾は後退著いちじるしい前髪を乱暴に搔かきむしり、海かい竜りゆう王おう寺じに詰め寄った。

「その契約書が、本当にオリジナルだという証拠はどこにある。あるいは、我々の契約書が改竄されているという証拠は」

「残念ながら、それを証明することはできないな。この契約書にはセキュリティに致命的な欠陥がある。改竄の痕こん跡せきさえ残ってはいないだろう」

「それ見たことかっ！」寺尾は鬼の首を取ったように叫んだ。「我々の契約書が改竄されているなど、とんだ言いがかりだ。こちらがオリジナルであって、そちらが偽物なのだ！　姑こ息そくな真似を！　公文書偽造だぞ」

　盗人ぬすつと猛たけ々だけしいとはこのことである。契約書を改竄したばかりか、分断工作まで仕掛けておいて、姑息なのはどっちだと高行は怒り心頭に発するところだったが、八やつ葉はは冷静であった。

「では訊きくが。キミがオリジナルだと主張するその契約書は、いったいどこから入手したものなんだい？　聞くところによれば、運営機構に外部からリークされたものだと言うじゃないか。出所のはっきりしないものを、どうしてオリジナルだと言い切れるのかね。ちなみに、こちらは、契約書締てい結けつに関わった人物から直接譲り受けたものだ。当時のことをはっきり覚えている関係者も大勢いる──さあ、まだ言いたいことがあるなら聞こうじゃないか」

　寺尾は声にならぬ呻うめきを漏もらす。

　八葉は厳おごそかに言い渡した。

「出直してきたまえ。いや、この場合は一昨日おととい来やがれ、かな？」

　寺てら尾おは劇的に崩れ落ちた。

　七七組が、学園中に響くような歓声を爆発させた。
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　ようやく呼吸が整った高たか行ゆきは立ち上がって、ジャージに付いた土汚れを払う。これはクリーニングに出さないといけない。七七組がバリケードを乗り越えて、わらわらと長屋前の広場に繰り出してくる。そうして、踊おどったり歌ったりして勝利の味に酔いしれている。

　八やつ葉はのそばにもＴＩＦ代表や『スイーツの友』会長などがいて何か話している。ややぎこちなさの残る、しかし営業用ではない八葉の笑顔を見て、一いち抹まつの寂しさを覚える。二人でフラジイル一号を作っていた頃が一番気楽だった、というのは高行もうべなえるところだ。しかし、これまでと何も変わらないまま、自分から壁を作り、周囲からはジーニアスというレッテルを貼はられ、二重の孤独の中で黙々と研究に打ち込む八葉を、見ていたいとは思わないのだった。

　ふと八葉の視線が泳ぐ。その先には、七七組の面々に取り囲まれ、揉もみくちゃにされている有あり屋やがいた。有屋もまた八葉を気にしているのだが、どうにも身動きが取れずにいる。

「我々の負けを認めざるを得ないようですね」

　振り返ると、宮みや野のが立っていた。ここまで時間と人員をかけておいて、長屋を取り壊すことができなかったというのに宮野は涼しい顔をしている。

「今だから言いますが、この一件には委員会内からも必要性を疑問視する声が挙がっていました。誤解されがちですが、我々とて貴方あなたたちと同じ学生ですので」

「そりゃあそうだ」

　統括委員たちは、なす術すべもなく七七組を見つめている。彼らの顔に浮かんでいるのは、悔しさや怒りというよりは、やれやれしょうがねえな、という種類の諦あきらめの表情だった。

　その時である。高行は、誰からも忘れ去られていた寺尾が、不審な動きをしているのを見つけた。彼は、動員されたは良いが急に仕事がなくなって、所在なさげにしていた環境整備委員を捕まえ、ものすごい剣幕で何か言い募っている。ついには環境整備委員を突き飛ばして、手のひらに収まるくらいの端たん末まつを奪い取る。

　嫌な予感がした。「何をしてる！」と高行が叫ぶと、寺尾は敗戦を重ねた司令官のような笑みを浮かべて端末に指を滑すべらせた。そのとたん、動きを止めていた十七式金こん剛ごうが一斉に動き出す。

　いっそ可愛かわいらしくさえ見える丸っこいフォルムからは想像もつかない馬力を発揮し、次々にバリケードへ体当たりする。三本爪のアームや破砕用ハンマーなどをやたらに振り回す。この事態に、浮かれていた七七組は悲鳴を上げて逃げ惑った。『レジンキャスト』工場長ほか数人が、果か敢かんにロケット花火を発射して応戦するものの、豆まめ鉄でつ砲ぽうほどの効果もないようだった。

　高度に自動化されたロボットとはいえ、さすがにひとりで操るのは無理があるのか、動きはぎくしゃくとして大変危なっかしい。そのうちの二体がふらふらとバリケードを離れ、整列していた統括委員に突っ込んでいく。

　悲鳴と足音と物が壊れる音が重なって、長屋周辺は戦争のような有様になった。

「うちの備品を勝手に使うな！」

「あんた、免許持ってんのか！」

　見るに見かねた環境整備委員会が、寺てら尾おからロボットのコントローラーを奪い返そうと試みている。高たか行ゆきもすかさずそこへ加勢して、「往おう生じよう際ぎわが悪いぞ！」と寺尾を追い詰めようとした。しかし、寺尾は捕ほ縛ばくの手から逃れて、一体のロボットを自分のそばに呼び寄せた。

「近づくなっ！」

　ロボットが唸うなりを上げて襲い掛かってくる。高行と環境整備委員会はひとたまりもなく蹴け散ちらされ、這ほう這ほうの体ていで物陰に逃れた。そこから寺尾の隙すきをうかがっていると、高行と同じ物陰に八やつ葉はが転がり込んできて、「いやはや、大変なことになった」と言った。

「有あり屋やは？　一緒じゃないのか」

「分からない。彼女のことだから上う手まく逃げ仰おおせているとは思うが」

　物陰から顔を出して、有屋の姿を探してみたが、誰も彼もが右往左往して見つかるものも見つからない。彼女の安否を気遣うより、この事態を先に収しゆう拾しゆうすべきだ。

「あのロボット、なんとかならんのか」

「なんとかと言ってもねえ……あんなに動き回っていてはハッキングもできないし、学生仕様の土木用とはいえ生身でどうにかできる相手でもないし」

　八葉がうんうん唸っている間にも、ロボットたちは狼ろう藉ぜきの限りを尽くしている。バザーの残ざん骸がいをさんざんに踏み砕き、いよいよバリケードを突破しようとしている。守護神のように立ち尽くすＰ２は、そのまま立ち尽くしてデクの坊を演じていた。ロボットが相手ではこけおどしにもならない。

「それだ！」と八葉が叫んだ。

「どれだ？」

　八葉は不ふ敵てきに笑った。「目には目を。ロボットにはロボットを、さ」
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　高行は靴くつ紐ひもをきつく結び直し、物陰からタイミングをうかがった。ロボットはなおも暴走寸前の破壊活動にいそしんでいる。ここを一息に駆け抜けようというのだ。下へ手たをすれば死んでしまうが、不思議と怖いとは思わない。

　周囲の音が遠ざかって、呼吸が浅く速くなる。胃の腑ふからこみ上げてくる不快感を他ひ人と事ごとのように感じる。ハイジャンプに挑む直前の感覚に似ていた。

　──八やつ葉はの作戦はこうだ。

　焼きソバ製造ロボットに改造されたＰ２は、専用に組んだルーチンで動いていたが、本来は簡易ＡＩによるある程度の自律行動も可能な遠えん隔かく操作型ロボットである。

　そして、ＡＩはより上位のＡＩによってコントロールすることができる。高たか行ゆきの携けい帯たいに搭とう載さいされているＡＩは、海かい竜りゆう王おう寺じ印の特別製である。

　つまり高行の携帯がＰ２を操り、ロボットと戦わせようというのだ。

「バザーの時に動かなくなってそのままにしていたけど。大丈夫なのか？」

「一時的にオーバーヒートしただけだから、短時間なら問題ない。保証するよ」

　八葉は自信たっぷりに言ったものだ。これで動きませんでしたでは洒落しやれにならんぞ、と思いながら、高行は意を決して物陰から走り出した。

　高行とＰ２を結ぶ直線上には、計三体のロボットがいた。

　それぞれが高行の接近を感知し、ボティに埋め込まれたカメラが一斉にこちらを向いた。

　一体目のロボットはデタラメにアームを振り回して行く手を阻む。二体目はバリケードに乗り上げてしまって身動きが取れずにいる。それでも無理に動こうとするので、バリケードが崩れていろんなものがバラバラと降ってくる。ボーリングの球、チタン製の熊くまの置物、巨大なルービックキューブ、三十二型ブラウン管テレビ。どれも当たればひどく痛そうである。

「やばいやばい！」と高行は叫んだ。唸うなりを上げて鼻先を掠かすめていくアームをかいくぐり、バラエティに富んだ落下物をなんとか避けたところへ、三体目が猛然と突進してくる。両腕には掘くつ削さく用のシャベルが取り付けられており、まるで鉄の壁が迫ってくるような威圧感がある。後ろからは一体目がアームを伸ばして追いかけてくる。

　前門のロボット、後門もロボット。進退ここに窮きわまれり。

「高行くん！」と八葉が叫ぶ声が聞こえた。

　次の瞬間、頭の中が真っ白になって、気がつけば高行は地面を蹴けって跳んでいた。

　密度を増した時間の中、意識せずとも取るべき姿勢を取っている自分がいる。

　弓なりに反らせた身体の数センチ下を、土木ロボットの銀色のボディが通過していく。

　踵かかとがわずかにロボットと接触してバランスを崩す。

　高行は背中から地面に落ちた。衝撃に息が詰まる。

　ロボットはそのまま突き進んで、二体目を巻き込みつつ、一体目と正面衝突した。交通事故そのものの音が響き、三体のロボットは煙を噴いて動かなくなった。高行は尻しり餅もちをついたまま慄りつ然ぜんとした。どうやら自分は、ほとんど無意識のうちに、ハイジャンプの要領でロボットを跳び越えたらしい。

　にわかには信じ難がたい無茶であるが、目の前の惨さん状じようと右足の鈍い痛みは疑いようもない。

『マスター、お怪け我がはありませんか』と携帯。

「あ、ああ……なんとか」

『では立って、Ｐ２の後部ハッチを開放してください』

「分かってる！」

　高たか行ゆきは足下がふらつきそうになるのを堪こらえ、Ｐ２によじ登って、背中のハッチを開いた。そこへ携けい帯たいを突っ込む。

『レーザー接続確立。同期作業開始』

　携帯のランプが何度も点滅し、携帯本体が急激に発熱を始める。火傷やけどをしそうな熱さを我慢して、Ｐ２の背中にへばりついていると、残る数体の土木ロボットがついにバリケードを突破した。長屋に取り付いて、ベリベリと外壁を引き剝はがす。ミシミシと不吉な音がして、長屋全体が揺れた。

「おい、まだか！」

『……イエス、アイハブコントロール。簡易チェック中……全感覚系正常。全ぜん駆く動どう系正常。起動出力確保。残り稼働時間１８２秒。行けます』

　高行はハッチを閉じてＰ２から飛び降りた。Ｐ２のカメラアイに光が灯る。燃料電池から取り出された電力がモーターを回転させ、無骨な全身に莫ばく大だいな力が行き渡っていく。

　ついに、Ｐ２は唸うなりを上げて動き出した。

　軍用は伊だ達てではなかった。Ｐ２の起動に気付いて近づいてきた土木ロボットを四輪のタイヤでまとめてひき潰つぶし、強固に組まれたバリケードをこともなげに乗り越えていく。長屋に取り付いていた土木ロボットを両腕で押さえ込み、焼きソバ製造用のコテで真っ二つに両断する。背後から襲いかかってきたロボットを、振り向きざまの一撃で吹き飛ばす。ロボットは十メートルも吹き飛んで、長屋に激突する。

　七七組も統括委員会も、突とつ如じよ動き出したＰ２の鬼神の如ごとき活躍に驚嘆した。

「あんまりやりすぎるな。長屋を壊してはもともこもないぞ」

『軀く体たい操そう機きの経験値が不足しています。複雑な挙動は困難です』

　あれだけ手のつけられなかった土木ロボットが、Ｐ２によって瞬またたく間に鉄てつ屑くずと化していく。環境整備委員会が別の意味で悲鳴を上げている。ほんの数十秒で、残る土木ロボットは、寺てら尾おを護衛する一体のみとなった。

　高行は寺尾を正面から見据えて言った。

「悪いがうまく手加減できんらしい。怪け我がをしたくなかったら、無駄な抵抗はしないことだ」

　間違ったことは言っていないのに、なぜ自分がいうと悪役っぽく聞こえるのか不思議だった。追いつめられた寺尾は、意味不明な叫び声を上げて土木ロボットを突撃させてきた。

　携帯は高行の言いつけに忠実だった。ちゃんと手加減した。Ｐ２は繊細な動作でロボットの突進をかわし、その脇わき腹ばらを軽く小突くようにした。ロボットはたったそれだけでバランスを崩して転倒し、卵型のボディでごろごろと地面を転がった。

　これで動けるロボットはいなくなったはずである。一時はどうなることかと思ったが、なんとか怪け我が人にんを出すことなく事態を収拾できそうだ。

　わずかに気を緩ゆるめた高たか行ゆきは、転がっていくロボットを目で追っていき、そしてギョッとなった。その延長線上に、八やつ葉はが立っていた。迫り来るロボットを前にして、驚きのあまり立ち竦すくんでしまっている。高行は咄とつ嗟さに駆け出そうとしたけれども、右足から鋭い痛みが走って膝ひざに力が入らない。Ｐ２に手加減させたことが、まさかこんな形で裏目に出るとは。

「八葉っ！　避けろ！」

　自分で叫んでおいてなんだが、八葉にそんな運動神経があるはずもないことは明白。

　八葉とロボットの距離はみるみるうちに縮まっていく。

　もはや激突は免れない、そう思われた寸前。

　誰かが物陰から走り出て八葉に飛びついた。直後、八葉が立っていた場所を土木ロボットが猛スピードで通過し、その勢いのままバリケードに激突する。どーんと地面が揺れるほどの衝撃が走り、もうもうと土煙が立ち込めた。

　あたりが騒然となる。一体、何がどうなったのか。

　高行が転びそうになりながら駆け寄ると、八葉を抱え込むようにして地面に倒れているのは有あり屋やであった。二人ともぴくりとも動かない。まさか打ち所が悪くて……と高行が青くなりかけたところで、有屋はがばっと起き上がった。恥はずかしそうに笑って、「今度は、ちゃんと動けたよ」と言った。少し考えて、バザーの準備中に八葉が脚きや立たつから転落した時のことを言っているのだと分かった。

「無茶するなって言っただろう。あと少し遅ければどうなってたか」

「無茶はたっきーも一緒でしょ。さっきのジャンプ見てたよ。カッコ良かった」

「……有屋もカッコ良かったよ」

　高行は溜ため息いきをついた。有屋は八葉を助け起こして、

「海かい竜りゆう王おう寺じさん、大丈夫？」

「あ、ああ。僕は大丈夫だが……」

　八葉は何が起きたのかいまいち把握できていないらしく、完全に大破している土木ロボットを眺め、それから有屋の顔を見て、「有屋くん、おでこ。血が出てる」

「え？」と有屋は額に手をやる。指先にちょっぴり付いてきた血の赤を見て、「あ、ほんとだ。でもこれくらい平気だよっ」

「駄目だ。頭の怪我はちゃんと手当しないといけない」

　八葉は有屋の顔をのぞき込むようにして、傷の具合を確かめる。ハンカチを取り出して、傷口についた土汚れを払う。

「無茶をするよ。下へ手たをすれば、二人まとめてペシャンコになっていたところだ」

　呆あきれたというふうに八葉は言った。

「たっきーにも叱しかられました。でも、二人とも助かったんだからいいでしょ？」

「それは結果論というものだ。結果で物を語ると、いつか痛い目を見るぞ」

「それはその時考えればいいんじゃないかなっ」

「楽天的だな、キミは」

「心配性だね、海かい竜りゆう王おう寺じさんは」

　そう言って、八やつ葉はと有あり屋やは真ま面じ目めぶった顔で見つめ合っていたかと思うと、くすくすと笑い始めた。何やら良い雰囲気である。そして、自分だって死ぬような思いをしたのになんだか除のけ者にされているゾ！　と高たか行ゆきは思った。

　八葉はどっこいしょと立ち上がって、

「さて、後はどうやってこの場を収めるかだが……」

　寺てら尾おはすでに七七組に取り押さえられていた。それから、Ｐ２のマニュピレーターに襟えり首くびを摑つかまれ、洗濯物のように吊つり下げられている。

「リンチだけは避けなければいけないな」

　八葉が小さな声で言って、有屋が頷うなずいた時である。

　ふと寺尾の前に宮みや野のが立った。彼女の方がやや背が高いので、ちょうど目の高さが並ぶ。

「まさか、ここまで愚かだとは思いませんでした。我々がルールを破れば、ルールそのものが意義を失ってしまう。そんなことも分からないのですか」
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　寺てら尾おはギロリと目を剝むいて唾つばを飛ばした。

「宮みや野の、貴様誰に向かってモノを言っている。俺は副委員長だぞ。見ていないで助けろっ！」

　土で汚れた副委員長の腕章が、ぷらぷら揺れていた。

　宮野はふっと短く息を吐はいて、刀を抜き放つように右手を振り上げた。間かん髪はつ入いれず、寺尾の頰ほおに強烈なビンタが炸さく裂れつし、身の竦すくむような音がした。

「どこまで姑こ息そくになれば気が済むのです。いい加減、その口を閉じなさい」

　寺尾は頰を腫はらしてぽかんとしている。

「私は委員長から、貴方あなたを監視するよう命じられていました。必要とあらば副委員長の権限を剝はく奪だつするように、とも言われています。それ相応の処分を覚悟してください」

　宮野は副委員長の腕章を毟むしり取った。高たか行ゆきたちに向き直って、折り目正しく頭を下げる。

「身内が、大変ご迷惑をおかけしました」

「キミは内偵者だったのだね」と八やつ葉はが言った。「どうも踊おどらされた気分だよ、面おも白しろくないな」

「のちほど、事後処理のご相談に上がります」

　宮野は事務的に言って、それから統とう括かつ委員会に撤てつ収しゆうを命じ、寺尾を連行して去っていった。

　後には、有あり屋やと高行と八葉と、今度こそ動かなくなったＰ２と、血気逸はやる気持ちのやり場を失った七七組と、どこから手をつけて良いのか分からない惨状が残された。

　高行は憮ぶ然ぜんとして呟つぶやいた。「……とりあえず、俺たちの勝ちでいいのか？」

「いいんじゃない、かなっ？」

　有屋も自信なさげである。八葉は鷹おう揚ように頷うなずいて、

「紛まぎれもなく、僕たちの勝ちだろう。長屋を守り抜いたのだから」

「そういうことでいいのか？」

「そういうことにしておこうよっ！」

　色々なことが立て続けに起こりすぎて、何がどうなったのか判然としない。それでも何かしらの決着はついたのだろうという点において、全員の意見は一致していた。

　誰かが「一本締めをしよう」と言い出した。当然音頭を取るのは、七七組総長の有屋だろうと思われたが、彼女が突然「わたしは七七組総長を引退しますっ！」と宣言したので騒然となった。有屋はそのどさくさに紛れて、音頭を取る役目にＴＩＦ代表を推おした。

　彼は大変恐縮しつつ「それでは」と言った。

　一同で「よっ」と声を合わせて手を叩たたく。それから、割れんばかりの拍手が長く続いた。非常線が解除されたことで他の学生たちも集まってきていて、その中には陸上部の姿もあった。灰はい塚づかが大きく手を振って何か言っていたけれども、誰かが調子に乗って打ち上げた花火の爆音に搔かき消されて聞こえなかった。八葉は次々に打ち上がる花火を見つめて、

「昼の花火というのも、ナカナカどうしてオツなものだね」

「こういう時は、たまやーって言うんだよね」

　有あり屋やは、八やつ葉はと高たか行ゆきに同時に抱きつくようにして、「たまやー！」と大きな声で言った。

　昼下がりの青い空に、緋ひ色や翠みどりや金色など、色とりどりの大輪が咲いては散った。




　　　　　　　　　　▼




　その日の午後には、報道部のゲリラ新聞が、リアルとウェブを問わず高等部の至る場所に掲示された。部室長屋を巡る事件の顚てん末まつと、課外活動統とう括かつ委員会による不正行為の子し細さいが、これでもかと誇こ張ちようされて書き連ねてあった。

　あまりにも早すぎるタイミングからして、こうなることを予測して事前に準備していたのであろう。その背後に狐きつねの暗躍が見え隠れしたことは言うまでもない。

　課外活動統括委員会始まって以来の不ふ祥しよう事じを起こした寺てら尾おは、かなり厳しく取り調べを受けたようである。寺尾は長屋住民たちに分断工作を仕掛けたこと、追いつめられて土木ロボットを暴走させたことは認めたものの、最後まで契約書の改かい竄ざんについては否定していたという。

　契約書を寺尾に提供した運営機構は、この件についてノーコメントを決め込んでおり、そのまま真相をうやむやにしてしまおうという腹づもりのようだった。

　後日、課外活動統括委員会と七七組の間で話し合いがもたれ、バリケードの撤てつ去きよや長屋の修復にかかる費用は全面的に統括委員会が負担することに決まった。このことが事実上の敗北宣言となり、統括委員会の権威は大きく失しつ墜ついすることとなった。

「統括委員会は権限を縮小され、準委員会に降格されるかもしれません」

　宮みや野のは高行に言った。同情しようとは思わないが、寺尾ひとりの暴走によって、真ま面じ目めにやっていた宮野や他の統括委員会までが割を食うのはいかがなものかと思った。

「寺尾を止められなかった我々にも非はあります。それが連帯責任というものです」

　高行は訊たずねてみた。「今回の事件は一体なんだったのだろう」

「何が起きたのか不ふ明めい瞭りような時は、そのことで誰が一番得をしたのかを考えるべきです」

「……分からないな。誰も得なんてしていないようにみえる」

「果たしてそうでしょうか？」

　宮野は右腕を持ち上げてみせた。

　そこには真新しい副委員長の腕章が輝いていた。高行は絶句した。

　宮野は眼鏡に軽く触れて、「冗談です」とにこりともせずに言うのだった。




　（2019/05/30）

　今日はうやむやになっていた、第二科学部の活動方針を決める部会を、改めて開くことになっていた。あれだけ色々なことがあったのに、振り出しに戻っているのはやや滑こつ稽けいに思えた。

　部室長屋の周りには環境整備委員会の土木ロボットがうろうろしていた。長屋を壊しに来たわけではなく、昨日の騒ぎの残ざん骸がいを片付けているのだ。長屋が完全に元に戻るまでは、まだしばらくかかりそうである。

　入り口でＴＩＦ代表たちに捕まった。ＴＩＦ代表はこの機会に長屋のトイレを拡張しようと企たくらんでいるらしいのだが、『レジンキャスト』工場長や『静止軌き道どう』店長にはまた別の思惑があるらしく、自分の意見を述べるばかりの議論になっていない議論を戦わせていた。もう勝手にしてくれという感じだった。

　彼らと別れ、第二科学部の部室へ急ぐ。知らず知らず早足になっていた。部室の前まで来ると話し声が聞こえてきた。八やつ葉はと有あり屋やが先に来ているらしかった。

「──拡かく張ちよう型がた心しん筋きん症しようか。それは大病だったね」

「そうは言っても、運動ができなかったぐらいで、それも薬であっさり治っちゃったし」

「ちなみに、その治ち療りよう薬やくを開発したのは、僕の知り合いのジーニアスだったりするのだけれど」

「本当にっ？」

「変わり者だが面おも白しろい人物だよ。機会があれば紹介する」

　ドアに手を伸ばしかけた高たか行ゆきは、しかし思い止まった。昨日は結局、二人が落ち着いて話をする時間はなかったはずである。少しだけ気を利きかせてやろうと思った。薄っぺらいドアの向こうから声が漏もれ聞こえてくるけれども、これは致し方ない。

「そっか。自分がジーニアスと関わりがあるなんて思ってもみなかったけど。そんなことなかったんだ……なのに、わたし、海かい竜りゆう王おう寺じさんにひどいこと言っちゃったね。ジーニアスだからなんて、そんなことあるはずないのに」

「謝ったり謝られたり。そんなことばかりしている気がするなあ」

　八葉は少し困ったように言った。「あれは僕の言い方が良くなかった。謝ったりしないでくれ。部室がなくなっても構わないと言ったけれど、この部室は僕が学園に来てからほとんどの時間を過ごしてきた場所だ。何も思い入れがないわけじゃない」

「そうだね。本当に好きな場所じゃなかったら、こんなにモノを溜ため込んだりしないし」

「僕はハムスターかい？　でも、まあ、そういうことだ。僕は有屋くんと同じぐらい、この場所にこだわっていた……けれど、高行くんに気付かされたのだ。どこにいるかというのは、実はあまり重要なことじゃない。それよりは、誰と何をしているかということの方が、ずっと価値のあることなのだと。キミが長屋を守ることにこだわった理由が、今なら分かるよ。みんなと力を合わせて自分たちの居場所を守る──その行動にこそ、意味があったのだな。僕はそれに気付けていなかった」

「たぶんやり方が違っただけで、わたしも海竜王寺さんも守りたいものは一緒だったんじゃないかしら」

　高行は大きな溜ため息いきをついた。勝手に背負い込んでいた荷物を、ついに降ろすことができたような気がする。ばらばらになっていたものが、ようやく収まるべきところに収まったのだ。

「ずっと言いそびれていたんだがね。僕は名字で呼ばれるのがあまり好きではないのだ。できれば下の名前で呼んでくれたまえ」

「そうなの？　じゃあ、あだ名を考えないとだね……あ、わたしのことも、好きなあだ名で呼んでいいのですよっ？」

「普通に、美み月つきくんでは駄目なの？」

「下の名前を呼び捨てって、なんだか……照れない？」

「その感覚はちっとも理解できないけれども。僕は覚えているぞ。キミ、僕が高たか行ゆきくんから呼び捨てにされていることが不満だったはずだろう」

「う、それは……」

「高行くんに呼ばれるのはよくて、僕は駄目ということだね。なるほど。そういうことか」

　なにやら雲行きが怪あやしくなってきたので、高行は五歩下がってわざと大きめの足音を立ててから、部室のドアを開けた。「すまん、遅くなった」

「あ、やっときた」有あり屋やはホッとした顔をした。

　八やつ葉ははスツールに座って組んだ足をパタパタさせ、「遅い。遅すぎる。キミは副部長としての自覚が足りないのではないか？　自覚せよ高行くん！」

「いや、俺は別に、有屋が副部長でも構わないんだが」

「喝かつっ！」と八葉は怒鳴った。

　そうこうしているうちに、有屋がカバンの他にもうひとつ持ってきていた袋をごそごそやっていた。「たっきーが来るまで、お披ひ露ろ目めを待ってたんだよっ」と言って、取り出した物を「じゃじゃん」と効果音付きで広げてみせる。

　それは、淡い色合いの赤や青、紫むらさきなどで染められたＴシャツであった。

　胸に大きく描かれているのはアサガオの花だ。

「この前行った『ハートバード』ってお店覚えてる？　あそこで作ってもらったんだっ」

　有屋はアサガオに良いイメージがないと言っていたのに、Ｔシャツのデザインにあえてアサガオを選んだ。そこにどんな意味があるのかは分からないけれど、きっと何かしらの心境の変化があったのだろう。八葉はＴシャツを眺めて「ほう」と呟つぶやいた。

「これはデザインだけじゃなく本物のアサガオ染めだな。今時珍しい」

「うん。『エデン』でアサガオ分けてもらって、無理言って染めてもらったんだ」

「なるほど。たいへん綺き麗れいな発色だ。しかし、このＳＳＣというアルファベットは何かね？」

「第二科学部。英語で書いたらセカンド・サイエンス・クラブ。でしょ？」

「全然違う。第二というのは『二番目』ではなく『特別』という意味だし、第二科学部が標ひよう榜ぼうする科学とは、知識を追い求める姿勢のことだ。だからスペシャル・フィロソフィア・クラブ。ＳＰＣが正しい」

「マジすか……しくじったっ！」

　よよ、と泣き崩れた有あり屋やの手から、八やつ葉ははひょいとＴシャツを抜き取って、

「でも、まあいいか。気に入ったよ。採用だ」

「え？　ホント!?」

　有屋は瞬またたく間に調子に乗って、袋からさらに二着のＴシャツを取り出した。「ちゃんと全員分あるからね。よし、この際、キャップとかステッカーも作ろうかなっ！」

「商売でも始めるつもりか……」と高たか行ゆきは呆あきれた。

「しかし、アサガオというのはある意味、僕らにぴったりのシンボルかもしれないな」

　八葉は窓の方を向いて、Ｔシャツを日差しにかざすようにして言った。

「アサガオは観察日記のイメージが強いが、実は多くの愛好家もいる園芸用植物なのだ」

「アサガオが……？」

「アサガオは突然変異を起こしやすい性質があってね、じつに千以上もの変異系統が確認されているのだよ。これほど多様な形態を持つ植物は他に類を見ない。たとえばだね──」

　八葉は携けい帯たいを開かずに、デスクに置いてあったノートと鉛筆を手に取って、さらさらとアサガオの絵を描いてみせた。八葉が絵を描くところは初めて見る。写実的で絵を描くコツを心得ているという感じがする。八葉が描いてみせたアサガオは、ヒマワリのように大きな花を咲かせたもの、芸術品のように美しい模も様ようをしたもの、別の星の植物みたいに妙みようちくりんな形のものまで様々だった。

「これが、全部同じアサガオなのか？」

「そうだよ。ナス目ヒルガオ科サツマイモ属。学名イポメア・ニル。英名はジャパニーズモーニンググローリー。これら全部がアサガオという単一の植物なんだ」

「ナスなのか、イモなのか」

「だから、アサガオだって言ってるじゃないか」

「……そんなこと全然知らなかったよ」

　有屋はＴシャツに描かれたアサガオと、八葉の描いたアサガオをまじまじと眺めた。

「たとえば、幻まぼろしと呼ばれる黒色のアサガオは、青あお斑ふ入いり蟬せみ葉ば濃のう葡萄ぶどう鼠ねずみ丸まる咲ざき大たい輪りん──通称・黒王なんて花か銘めいが付けられていたりするんだぜ？」

　それはちょっと格好いいな、と高行は思った。

「色も形も大きさがどれだけ違っても、種はやっぱり、あの小さくて黒い見慣れたやつなんだな。アサガオと一口にいっても、育ててみなければ、どんな花が咲くかは分からない。この花のそういうところが、僕は気に入っている」

　第二科学部は、部員の意思を尊重する。

　八葉は事あるごとに、そう繰り返してきた。

　時には意見が合わないこともあるだろう。喧けん嘩かもたくさんするだろう。そしていつかは、別々の道を行くことになるかもしれない。それでも、自分と八葉と有屋がいたことを、その場所を第二科学部と呼んでいたことを、決して忘れはしないだろうと、高たか行ゆきは思う。

「育ててみたいな、アサガオ」と有あり屋やが言った。

「そうだな。種を蒔まくにはいい時期じゃないか？　なにより科学部っぽい」

　八やつ葉はは意地悪っぽく笑って、

「それは構わないけど。また枯らしてしまうんじゃないのかい？」

「今度はちゃんと育てますっ！　もう、なんでそういうこと言うかなあ！」

　高行は苦笑混じりの溜ため息いきを吐ついて、またわあわあ言い出した二人を止めに入るのだった。










　あとがき




　生来の噓うそつきであり、治ち療りよう不能の妄もう想そう癖へきがあり、軸の曲がった独こ楽まのように一貫性のない言動を常とし、やりたくない事は全力で他人に振り逃げ、本当は何も考えていないくせに難しいことを考えているふりをするのが得意で、自分より弱いと見た相手にはとことん強気に出る。

　読者諸賢におかれては到底信じがたいことかもしれないが、七十億を数える人類の中には、そういう救いようのないダメ人間が確かに存在している。なぜ断言できるのかといえば、かく言う私がダメ人間であるからだ。そんな私にも、文章を書く上での譲れないポリシーがある。

　すなわち「実のある文章はなるたけ書かない」ということだ。

　何を偉えらそうに。そんなものはポリシーとは言わない、と呆あきれる人もあるだろう。失礼ながら金コン平ペイ糖トーより甘いと言わざるをえない。貴方あなたの深層心理にはポリシーとは「己を矯ためるもの」「世のため人のためになるもの」でなければならない、という先入観が刷すり込まれている。世のため人のためはおろか、自分のためにさえならないポリシーも、世の中には存在しているのだ。

　あるいは、非生産的妄想文章を書き散らして印税がもらえるなんてオイシイ話だわ！　と思われる人もあるかもしれない。確かに印税はオイシイ。ウマウマである。されど、このポリシーを遵じゆん守しゆするのはなかなかに骨が折れるのだ。魂こん魄ぱくまでダメ人間と自負する私さえ「なるたけ」となにやら可愛かわいらしい語句で、逃げ道を用意している点にお気づきであろうか。

　前作のあとがきでは、このポリシーを力強く破ってしまった。これは虚きよ心しん坦たん懐かいに認めざるをえないが、過去は振り返らず今書くべき事だけを考える。作品の解説や執筆の苦労話などは言語道断である。哲学的考察に基もとづいたアイロニカルな小話や学生時代の抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とうの体験談など、いくらでも書き連ねることができる。できるけれども書かない。迷惑カケマクリングだった担当編集・湯ゆ浅あさ氏、土つち屋や氏へのお詫わび、多忙を極めるにもかかわらず拙せつ著しやのために素晴らしいイラストを描いてくれたスーパー漫画家・ナイロン氏への謝辞、今回もそこはかとなく相談に乗ってくれた友人・Ｔ氏への暴言など、あとがきにあって然しかるべき文章も、また書いてはならない。

　なにより、前作から半年もお待たせした上に、こんな実のない文章を読ませてしまっている貴方へ、感謝の気持ちを伝えることができない。これは大変心苦しい。腸ちよう捻ねん転てんの思いである。

　自分のためにさえならない、とはそういう意味だ。

　まったく、ダメ人間も楽ではないヨ。




二〇一〇年二月十九日


優ゆう木きカズヒロ
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優ゆう木きカズヒロ

１９８６年、山形県に出現。特に語るべきところのないモラトリアムを過ごし、いろいろあって電撃文庫より本を出すに至る。ゲームと立体物と寺社仏閣をこよなく愛す。Amazonでポチる速度には定評がある。最近欲しい物は「ねむくならないくすり」。
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イラスト／ナイロン

こんにちはナイロンです。漫画家です。水泳と自転車が大好き!!　最近はラーメンの食べ過ぎでダイエットを決意!?　ナイロンが連載中の水泳マンガ『フロッグマン』が読める白泉社の「ヤングアニマル」は毎月、第２、第４金曜日発売です。よろしくね。単行本も出てます。よろしくね!!
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ハロー、ジーニアス②








優ゆう木きカズヒロ
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